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　蒼そう空くうを複数の機影が駆け抜けた。

　高度が低い。押し寄せる爆音と風圧に歓声が上がる。黄色のプロペラ機だ。三機編隊で翼つばさに玉兔ユウトウ飛行表演隊の文字がある。前時代的なシルエットと裏腹にその迫力は圧倒的だ。鮮やかなスモークを吐きながらスナップロール、滑走路を行きすぎたところで上昇に入る。ほとんど垂直と見まがう角度で天頂にたどりつくと今度は錐きり揉もみ飛行で降下してきた。

「すごいなぁ、慧けい君のお母さん」

　感嘆の声を上げたのは宋ソンおじさんだ。四角張った顔を上気させ拍手している。今年で四十歳になるはずだが赤銅色の肌はだはまだ若々しい。細い目が子供のような光を宿していた。

「二番機だっけ？　あの、真ん中の機体」

「ええ」

　と鳴なる谷たに慧は答える。素っ気ない物言いになったのは思春期特有の照れ隠し故ゆえだ。内心ではこれ以上ないくらい興奮している。アドレナリンが放出され鼓こ動どうが速まっていた。褒ほめられたのが身内でなければ素直に賛同していただろう。畜ちく生しよう、すごい、かっこいいじゃないか、うちの母親。

　正直昨日まではあまり乗り気でなかった。中国奥地、新しん疆きようウイグル自治区カラマイ空港のエアショー。父の社宅がある江こう蘇そ省しよう常じよう熟じゆくから空路で約六時間の距離だ。日本へ里帰りするより遥はるかに遠い。なぜそんなところにわざわざ休日を潰つぶし行かねばならないのか。嫌いや々いやとまでは言わないが、とにかく面倒くさいというのが本音だった。

　だが今や脳内の気だるさは吹き飛んでいる。血液が沸ふつ騰とうし体温が上昇していた。空を舞う翼から目が離せない。見ているうちにもう一度編隊が低空飛行を行い観客の喝かつ采さいを浴びた。

「元海軍のパイロットだっけか、お母さん」

　宋おじさんは海上自衛隊のことを海軍と表現した。日本語に堪たん能のうな彼だが、こういうところは生きつ粋すいの中国人らしい。慧は視線を空にすえたまま首を振った。

「海上保安庁って聞いてます。なんか救難飛行とかしてたみたいで。あとは民間の飛行クラブでインストラクターやったり、遊ゆう覧らん飛行のヘルプをしたり」

「本当に飛ぶの好きなんだねぇ」

　感心したように言われる。

　まぁだからこそ中国まで来て曲芸飛行をやっているのだろう。現地の航空クラブで仲間を集め、競技会で入賞し、大規模なエアショーでの活躍機会をものにした。

（父さんも来ればよかったのに）

　ぽつりと独りごちる。

　例によって仕事が忙しいのだろうが、母さんの一世一代の晴れ舞台だぞ、少しくらい都合をつけてもよいだろうに。

　母親はフライト準備で先に現地入りしていたから、宋おじさんが同行してくれなければ自分も参加できなかったところだ。往復八千キロの大陸横断旅行、非ネイティブの初しよ中ちゆう生せいにはいささか難易度が高すぎる。というか宋ソンおじさんもよく付き合ってくれたな。いくら家族ぐるみの付き合いが長いとはいえ旅費も馬ば鹿かにならないだろうに。

「そういえば明華ミンホア、どこまで行ったんだ？　遅いな」

　宋おじさんが娘の姿を探す。言われてみれば随ずい分ぶん長いこと戻ってきていない。飲み物を買いにいくと言っていたが、売店が見つからないでいるのか。

「俺おれ、探してきましょうか」

　走り出した瞬しゆん間かん「いやいや」と制された。

「慧けい君はこのまま見ていなよ。折せつ角かくお母さんの演技なんだから。どれ、電話をかけてみるよ」

　携帯端末を取り出し耳にあてる。ややあって四角張った顔がしかめられた。繫つながらないのか。人も多いし回線が混雑しているのかもしれない。

「やっぱり見てきます」

　明華は年齢不相応にしっかりした少女だが、それでも自分と同じ初中生だ。見知らぬ土地でトラブルに巻きこまれる可能性はゼロではない。自分達家族のイベントに付き合い問題が起きたら謝罪のしようもなかった。というか普段散々姉あね貴き風かぜを吹かせている幼なじみを見返してやりたいという思いもある。道に迷い途方に暮れている彼女を助け出す。頼りがいのあるところを見せつける。なかなか悪くない光景だった。

「大丈夫ですよ、探しながらでも演技は見れますし」

　重ねて主張すると宋おじさんは眉まゆ尻じりを下げた。

「そうかい？　じゃあ僕、ここから動かないようにするんで。迷ったら戻ってきて」

「はい」

　会え釈しやくを一回、爆音を背に人ひと混ごみへ分け入る。歩きながら携帯端末を操作、念のため明華の番号を呼び出してみた。

　……話中音、だめか。

　仕方ないと割り切ってメッセンジャーを起動する。自分達が探している旨むねを伝えようと思ったのだが。

（あ）

　昨晩開封したメッセージが残っていた。やたらと感かん嘆たん符ふの多い文面、母親からだ。

『来てくれてありがとう！　お父さん予定あわないとか言うし、誰だれも来なかったらマジ凹へこむところだった（涙）　お母さん、頑張って飛ぶからね！　ちゃんと見ててよ、宋さんにもよろしく！』

　いい年した大人おとなが「マジ」とか「凹む」とか、相変わらず子供っぽい。まぁそういう人だからこそ今でも空を目指していられるのだろうが。苦笑しつつ画面をスクロールしていくと『追伸』の文字が現れた。

『そういえば、こっちの飛行クラブで機材借りられそうだよ。慧けいが時間あるなら頼んでみるけど、どうする？』

　どくりと鼓こ動どうが高鳴った。新しん疆きようウイグル自治区、中国国境に程ほど近ちかいこの辺りは古来西域との交易路として知られている。所謂いわゆるシルクロードだ。その上空を飛ぶ、茫ぼう漠ばくたる地表を見下ろす。普通に生活していたらまず得られないチャンス、可能性。

（というか……覚えてたのか）

　子供の時のやりとり、自分達が何気なく交わした会話を。

　返信しかけて首を振る。だめだ、今は明華ミンホアを探さないと。メッセージを閉じ受信ボックスに戻る。宛あて先さきに明華のアドレスを設定、本文を入力しかけて、瞬しゆん間かん。

「咦，怎么好像多了一台[image: 外字１]机？（あれ？　なんか一機増えていないか）」

　中国語の会話に耳を引かれる。

　振り向くとデルタ編隊のプロペラ機が見えた。一番機を先頭に二、三番機が綺き麗れいな三角形を作っている。その後方、やや離れたところにもう一つの機影が確認できた。

（なんだ？）

　母親のチームは三機編成のはずだ。四機での演技など予定されていない。どういうことだろう、ひょっとして他ほかの展示飛行が紛まぎれこんできたのか。

　不明機は奇妙なシルエットだった。翼つばさがやたらと前方に位置しＭ字にうねっている。尾び翼よくはなく機尾が円えん錐すい状じように尖とがっていた。機首が光っているのは陽光のせいか、塗装も空の青を塗りこんだような不思議な色合いだった。いや……違う、塗装ではなく透き通っているのか。あたかもガラス細工のごとく不明機は周囲の景色をぼんやりと透過させていた。

　観客席がざわめいた。不明機が速度を上げている。編隊との距離が徐々に縮まっていた。何をしている、危ない、ぶつかるぞ。方々から聞こえる叫びは、だが唐とう突とつに断ち切られた。

　不明機の機首がストロボライトのごとく瞬またたいた。光の粒が宙を裂さき三番機に突き刺さる。

　爆発が生じた。膨ふくれ上がった炎が機体を四散させる。黒い破片が煙を引き飛行場に落ちていった。

　観客の声が悲鳴に転じた。恐きよう慌こう、誰だれもが我先に走り出し滑走路から離れようとする。だが慧は動けない。肩や腕を人の流れに打ちすえられながら空を見つめている。

　何が起きているのか。

　理解できない。

　母親の機体が回避機動を取っていた。スモークを吐き懸命にブレイクしようとする。プロペラ機の旋回半径は小さい。うまく軸線をずらせば、そうそう砲撃にはつかまらないはずだった。だが不明機は常識外れの機動で追つい随ずい、ほとんど直角に近いターンで二番機の後ろに遷せん移いする。

「やめろ」

　悲鳴が漏もれる。

　心臓を鷲わしづかみにされたような感覚。いやだ、いやだ、見たくない。次に起こるであろうことを考えたくない。だが身体からだは石のように強こわばり、蒼そう空くうの悪夢を凝ぎよう視しさせていた。

　不明機の射撃。間一髪、二番機が横よこ滑すべりで火か箭せんをかわす。翼よく端たんをかすったのか、激しい火花が飛び散った。大丈夫、飛行には支障がない。まだいける、まだ逃げられると思った直後だった。

　続く砲撃が機体の中央を貫つらぬいた。見ている前でキャノピーが弾はじけ飛ぶ。噴き上がる炎が胴体を焼いた。

「あ……」

　ドンと重い衝しよう撃げき音おん。爆煙が広がり空を黒く染めていく。

　──逃げてください、係員の指示に従って避難、避難を。

　サイレンと待避アナウンスがようやくのことで響ひびき始める。

　だが動けない。

　目に映るのは黒煙と墜おちていく残ざん骸がい。そして空を駆け抜ける異い形ぎようの飛行物体。

　なんで、一体どうして。

　携帯端末が手から滑り落ちる。

　悲鳴と爆音が混ざり合う中、慧けいはただひたすら呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。







【２０１５年９月７日　ＡＦＰ通信】中央アジアのキルギスで６日、駐留中のロシア空軍機が中国からと見られる領空侵犯機と交戦状態に入った。キルギス非常事態省によれば不明機は南部ナルイン州国境より侵入、ブルジェバリスク方面に北上した。カント基地所属のＳｕ-27戦闘機が直ただちに迎撃、退去させたものの少なくとも二機が撃げき墜ついされ地上施設にも相当の被害が出た模様。キルギス当局の報道官は「ゆゆしき事態」と述べ「中国政府に説明を求める」と語った。これに対し中国は領空侵犯の事実自体を否定している。なお迎撃に当たったパイロットは国営通信のインタビューに対し「（不明機は）見たこともない機体だった」と答えた。




【２０１５年12月　ロシア　イタル・タス】ニコラフ・アバカロイ副首相は会見で「中国国内は激しい混乱状態にある」と述べた。「正体は不明だがザイ（災）と呼ばれる軍事勢力が勃ぼつ興こうし、その影えい響きようは政府のコントロール力を上回りつつある」

　ロシア・中国の国境地帯では今年８月から何度も未確認飛行物体が確認され軍の内紛・暴走が疑われていた。アバカロイ副首相は記者の質問に答え「ザイが何者かはまだまったく分かっていない」と述べた。「中国語で『災さい厄やく』の意味らしい。まさしく天災に右往左往しているようだ。反乱だとしてもその目的・首しゆ謀ぼう者しやなどが全然判明していない。極めて不可解な状況だ」




【２０１６年６月　ＢＢＣ】新しん華か社しや通信によれば王おう浩こう国家主席は16日、中国全土に国防動員法の適用を宣言した。これにより政府は国内外全すべての人的・物的資源を統制可能となる。事実上の総力戦体制に移行した形と見られる。

　主席は中国の現状につき「大規模な危機に瀕ひんしている」と語り「総力を結集し反攻作戦を開始する」と述べた。




【２０１７年２月24日　アメリカ国務長官発言】「中国の軍と政府は崩壊状態にある。アウト・オブ・コントロール、アウト・オブ・コントロールだ。現地の治安維持能力は期待できない。我々は在中アメリカ人の救出に全力を注ぐ。この件に関してアメリカ政府は一切の選せん択たく肢しを排除しない」




【２０１７年５月10日　ＮＨＫ】本日正午、上海シヤンハイ地方臨時政府は日本に対し脱出船団の受け入れを要よう請せいしました。これは先月の大だい連れん脱出船団に続くもので武装勢力の影響がついに沿岸部まで迫ったことを示しています。これに対し朝あさ倉くら官房長官は「実現可能な支援策について検討する」と述べつつも具体的な護衛手段については言及しませんでした。中国軍の指揮命令系統が分ぶん裂れつしている状態を受け、安易な領海侵犯に伴う偶発自体を避けるためと思われます。







[image: 二年後　二〇一七年六月　上海沖百五十キロ]







　轟ごう音おんとともに海面に巨大な山が屹きつ立りつした。

　山？　いや違う。鉄てつ塊かいだ。六万トン級のコンテナ船が赤茶けた腹をさらしている。海うな原ばらとほぼ垂直になり黒い舳へ先さきを空に向けていた。

　何が起きたのか、混乱した意識が結論を導き出す。攻撃を受けたのだ。船体中央に致命的な一撃を受け真っ二つに叩たたき割られた。そして艦首・艦尾ともに天を睨ねめつけながら沈みつつある。であれば落ちていく点は人か。甲板の避難民が重力に引かれ落下していく、白く濁にごった海原に吞のみこまれていく。離れているにもかかわらず断だん末まつ魔まの叫びが聞こえてくるようだった。

「慧けい！　慧、何してるの。そんなところにいたら危ない！」

　吹きすさぶ風を圧して明華ミンホアの声が響ひびく。ポニーテールの幼なじみは船室扉の脇わきで顔を強こわばらせていた。

「早く中に入って！　もうここ閉めちゃうって」

　鳴なる谷たに慧は我に返る。自分のいる状況がようやく思い起こされた。上海シヤンハイ脱出船団の一隻せき、古びた貨物船に彼らは乗っていた。もともと定員度外視で人を詰めこんだ船だ。船室にも入れず甲板で待機させられるうち警報が鳴り響いた。水平線が光り風が吹き抜け、そして。

　轟っと爆音が駆け抜けた。蒼そう穹きゆうを二つの閃せん光こうが貫つらぬいていく。ガラス細工のような翼つばさ、幾き何か学がく的なシルエット、そして機首に煌きらめく黄金の輪。

　ザイだ。

　軋きしるような声でつぶやく。正体不明の飛行物体、目的不詳の軍事勢力、自分から母と第二の故郷を奪うばい去った悪魔。

　火か箭せんがザイの機動を追う。随ずい伴はんのフリゲートが遅まきながら防空射撃を開始していた。続いて二隻、三隻と軍艦が攻撃に加わる。白煙とともに打ち上げられるのはミサイルか。たかだか数機を相手にしているとは思えない濃密な攻撃だった。だが一つとして敵影をとらえられるものはない。ザイ機の一つが翼を翻ひるがえした。船団外周を回りこみ高度を下げる。その姿が舷げん側そくに隠れた時だった。

　フリゲートが爆発した。艦橋が木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛ぶ。激しい火の粉をまき散らしつつ人民解放海軍の船は行き足を止めた。一いつ瞬しゆん遅れて次の爆発、今度は避難船のタンカーが炎に包まれる。ほぼ同時に背後からも爆音が響いてきた。

「慧っ！」

　明華の声が悲鳴のようになる。慌あわてて踵きびすを返し船内に向かった。甲板上は逃げ惑う避難民でごったがえしている。扉に殺到した人々が壁かべとなりうまく近づけない。悪戦苦闘するうち誰だれかが絶叫した。

「喂，他[image: 外字２]来了！」

　直後、突き上げるような衝しよう撃げきが身体からだを襲おそった。世界が傾き引力が失われる。たまらず転倒し肩から叩きつけられた。激痛、息が止まりそうになる。なんだ、一体何が起きた。

　顔を上げる。甲板上はひどい有様になっていた。マストが傾き、切れたケーブルがぶらさがっている。アッパーデッキの柵さくがひしゃげ、そこからウィンチが落ちかけていた。立っている者はいない。誰だれもが倒れ動けずにいる。一部の人間は腕や足がおかしな方向にねじ曲がっていた。人の流れに押し潰つぶされたか、重量物に激突したか、あるいは上層のデッキから落下したのか。かっと目を見開いたまま身動き一つせず横たわっている者もいる。

　恐ろしい光景だった。人体がオブジェのように折り重なり破壊されている。気づけば口元を押おさえていた。歯が鳴っている。心臓が早はや鐘がねのように打っていた。

　どのくらい放心していただろう。激しく肩を揺さぶられた。気づけば明華ミンホアの顔がすぐ近くにある。大ぶりな目が吊つり上がっていた。

「大丈夫!?　慧けい、動ける!?」

「……ああ、うん」

　動揺を抑え立ち上がる。実際まったく大丈夫ではなかったが、弱音を吐いてもいられない。何せ同年代の少女がいち早く立ち直り駆けつけてきたのだ。男の自分がいつまでも呆ほうけていられなかった。

　くそっ。

　しっかりしなくては。ここはもう戦場だ。一いつ瞬しゆんでも気を抜けば命を落とす、奴やつらに殺される。

　もう一度周囲を見渡す。一体何があったのか、敵に攻撃された？　だが目立った火災は見当たらない。であればどうして。

　はっと気づいて舷げん側そくに走り寄る。柵から身を乗り出し絶望的な気分に襲おそわれた。艦の腹に破口が生じている。乱れた水流が渦巻きとなり船の内容物を搔かき出していた。ものすごい勢いで浸水が続いている。見る間に喫きつ水すい線せんが深くなっていた。

「だめだ、沈む」

　呻うめき声は思ったより大きく響ひびいた。明華が「え」と瞬まばたきする。

「土手っ腹に穴が空あいてる。このままだと沈没する」

　明華は傍かたわらに駆け寄り海うな原ばらを見下ろした。一瞬息を吞のんだ後、決意に満ちた表情となる。

「逃げなきゃ」

「逃げる？　って、どこへ」

　陸地ならともかくここは海の上だ。船が沈んでしまえば行くところなどない。一体どうするつもりかと思ったが。

「船の後ろに救命艇ていがあったから、行ってみよう。そこそこ大きいボートだったし多少人が多くても乗り切れるはず」

　右手を引かれる。傾いた甲板をものともせず彼女は走り出した。

「心配しないで、慧は絶対あたしが守るから」

（なんだよもう）

　こんな時でも保護者気取りか。彼女の中で自分はいつまでたっても泣き虫の小日本シヤオリーベンらしい。九年前、父親の中国転勤で引き合わされた時からずっと。

　俺おれはもう高校生なんだぞ。

「一人で行ける」と告げ腕をほどく。心なしスピードを上げ彼女の前に出た。

　障害物をかわしながら艦尾にたどりつく。右う舷げん上方にオレンジ色の船体が見えた。白い架台に固定された……救命艇ていだ。船員が大きく手を振り発進準備をしている。殺気だった避難民が我先にと船尾ハッチに殺到していた。

「我要上船！　我要上船！（乗ります！　乗ります！）」

　明華ミンホアの叫びを背にタラップを駆け上る。三階デッキに上がった瞬しゆん間かん、上空を黒い機影が切り裂さいた。ザイか、と固まるも続いて響ひびいたのは歓声だった。

「那是空[image: 外字３]的[image: 外字４]斗机啊！（空軍の戦闘機だ！）」

　葉巻に翼つばさをつけたようなシルエットは、なるほど人民解放軍の戦闘機だった。二機編隊でザイ機を追っていく。煌きらめく銀ぎん翼よくとつんざく爆音は確かに頼もしい。これで救われたと安あん堵どしたくなる気持ちも分かる。が。

　やられるな。

　二年近くザイとの戦闘を見てきた自分には分かる。あの機体じゃ奴やつらには勝てない。

　解放軍機の翼下から白煙が迸ほとばしった。対空ミサイルが四発、空を駆け抜ける。鮮やかな排気炎を引き一直線にガラス細工の翼を目指した。が目標にたどりついたと思った瞬間、迷走したように方角を失い自爆する。ザイ機は健在、ほぼ直角に進路を変え解放軍機と交こう錯さくする。

　紅ぐ蓮れんの大輪が空に生まれた。遅れて衝しよう撃げき波はが大気を震ふるわせる。続けて二つ目、三つ目の爆発。

「完全不行啊！（全然だめじゃないか！）」

　避難民の誰だれかが叫ぶ。ああそう、だめなんだ。自分達人間は彼らに勝てない。一方的に駆く逐ちくされるだけ。それが嫌いやなら必死で逃げ続けるしかない。

　屈くつ辱じよくなどという感情はとうの昔に摩ま耗もうしていた。絶対的な脅きよう威いを前に人が持てる思いはあまり多くない。恐怖か、さもなくば諦てい観かんか。

「慧けいっ！」

　明華が声を張り上げる。振り向くと最後の乗員が救命艇に乗りこむところだった。まだ甲板に人は残っているがもう待つ気はないらしい。実際船の角度は危険なくらい傾きつつあった。

「要开出去[image: 外字５]（出すぞっ！）」

　艇内に駆けこんだ瞬間、後部ハッチが閉められた。安全ベルトをつける間もなくロックの解除音が響く。すさまじいＧが身体からだを揺さぶった。のぞき窓からの景色がジェットコースターのごとく移り変わり、直後水しぶきに覆おおわれる。着水したのか、先さき程ほどまでと異なる荒いうねりが船底から伝わってきた。

「啊啊（ああ……）」

　前席の中年男性が呻うめき声を上げた。

　窓の外は地獄絵図と化していた。そこかしこで黒煙が噴き上がり船が傾いている。波間に浮かんでいるのは破片か、あるいは人か。上海シヤンハイ脱出船団は出航後わずか数時間で壊滅の危機に瀕ひんしていた。

「[image: 外字６]的，日[image: 外字３]在搞什么鬼。[image: 外字７]船[image: 外字８]里[image: 外字９]不是[image: 外字10]有日本人[image: 外字11]。（畜ちく生しよう、日本軍は何をしてるんだ。この船団には日本人も乗っているんだろう）」

　男性の憤いきどおりは他ほかの避難民の思いを代弁しているようだった。だが慧けいは知っている。おそらく日本の助けは来ないだろう。上海滞在中にネットニュースで見た。人民解放軍の一部は未いまだ防空識別圏の健在を主張しているらしい。祖国の危機に乗じ国土を蹂じゆう躙りんせんとする外がい夷いは断固として排除する、と。なんという見事な愛国心だろう。問題はその愛国心の守るべき対象にこの船団の同胞が含まれていないことだった。

「[image: 外字12]之[image: 外字13][image: 外字14]离开[image: 外字４][image: 外字15]（とにかく戦場から離れて）──」

　船員同士が声高に話し合った瞬しゆん間かんだった。右う舷げんから今までと異なる衝しよう撃げきが襲おそってきた。狭いキャビンがシェイカーのように搔かき回される。悲鳴と怒号が響ひびき身体からだのあちこちが壁かべや前席に打ちつけられた。

　必死で椅い子すにしがみつき外を見る。軍艦が燃えていた。艦の前部をごっそり失い赤黒い断面をさらしている。またやられたのか。……いや、今いま更さらそれは問題ではない。あれほど近距離の船がやられたということは、敵は今。

　耳みみ障ざわりな風切り音が響く。頭上から光の粒が降り注ぎ軍艦を貫つらぬいた。炎上、艦上構造物が跡形なく粉砕される。視界の端で黄こ金がね色いろの輪が煌きらめいた。水晶のような翼つばさが翻ひるがえり急上昇していく。

　ザイ。

　胃の腑ふがぎゅっと締めつけられる。脳裏にカラマイ空港の悪夢が蘇よみがえった。なぜ、一体なぜ彼らはかくも執しつ拗ように自分達を殺そうとするのか。天使のような姿をして。神様が人類に罰を与えたがっているとでもいうのか？　であればもはや逃れる術すべはない。日本に避難しようとそれ以外の国に行こうと、いつかは全員滅ぼされる。今まで築き上げてきた文明ごと消滅させられる。

　ならばもういっそここで。

「又来了！（また来るぞ！）」

　風切り音が大きくなる。周囲に動く船はない。だとすれば目標は自分達だろう。先さき程ほどの軍艦と同じく上空から撃ち抜こうとしているのか。

　明華ミンホアがしがみついてくる。最さい期ごの最期まで自分を守るつもりらしい。首筋に彼女の熱い吐息を感じる。鼓こ動どうが高鳴り血管が脈打ち、視界が収縮して。

　爆発音。

　──一瞬、死を覚悟した。破壊とそれに伴う苦痛を予測した。だが最期の時はいつまでたっても訪れない。船は揺れ窓の外に火の雨が降っている。しかし船室にはわずかな疵きずも見当たらなかった。

（何が）

　呆ぼう然ぜんとして空を見上げる。煙と炎に覆おおわれ視界は悪い。だが辛かろうじて落ちていく光は確認できた。ガラス細工のような翼つばさがバラバラに砕け海に落下していく。

　ザイが……墜おちた？

　ありえない光景だった。潰かい走そうが始まって二年、彼らが墜つい落らくするところなど見たこともない。一体何が起きたのか。必死で視線を走らせると天頂に真しん紅くの光が過よぎった。

（飛行機？）

　鏃やじりのようなシルエットだった。細身の胴体、長く突き出したエンジンノズル、両りよう脇わきに広がる巨大なデルタ翼よく。ザイのものとは明らかに違う、だが人民解放軍のそれとも異なる形状だった。

　赤い。一いつ瞬しゆん機体が燃えているのかとさえ思う。が違う。そう彩いろどられているのだ。どういう仕組みか分からないがフレーム全体が真まっ赤かに発光していた。

　所属不明機は急角度でバンクすると旋回、降下中のザイに追いすがった。翼端のミサイルが切り離される。数秒慣性で併へい走そうした後、ロケットモーター点火。ザイ機は速度を上げ逃れようとした。ジグザグに方向転換し急降下、海面すれすれまで高度を落とす。だがミサイルの追撃は止やむことがない。ほとんど直角と見まがう機動で変針すると、そのまま半透明の尾翼に突き刺さった。

　破は裂れつ音おん。と同時に火球が生じる。黒煙が四方に広がり海面へ落ちていった。

　今度は疑うべくもなかった。ザイが撃墜されている。事故でも同士討ちでもなく人類の武器によって打ち倒されていた。

（は……ぁ）

　熱い吐息が漏もれた。衝しよう撃げきが過ぎ去ると忘れていた感情が蘇よみがえってきた。押し殺していた思い、意識して持たないようにしていた希望が。

　……いいぞ、いいぞやっちまえ。連中に好き勝手させるな。一機残らず叩たたき落として俺おれ達の屈くつ辱じよくを晴らしてくれ！

　赤い戦闘機は軽やかに身を翻ひるがえすともう一機のザイと格闘戦に入った。複雑な航跡雲を描えがきながら機関砲弾を叩きこむ。

　圧倒的だった。たった一機で所属不明機は制空権を取り戻しつつある。夢でも見ているのか。だが現実に空からガラス細工の機影は失われつつあった。

「すごい」

　口に出した言葉は震ふるえていた。窓枠をつかみ視線を凝こらし赤い救世主の姿を少しでも目に焼きつけようとする。が。

「喂，[image: 外字７]有点不[image: 外字16][image: 外字17]吧。（おい、なんかおかしくないか）」

　隣りん席せきの男性が声を上げる。戦闘機の機動がよれていた。排気炎が不規則に明滅し機体が傾く。あっと思う間もなくバランスが崩れた。左ひだり主しゆ翼よくを下げ緩かん降こう下かに入る。その軌道が緩ゆるくカーブを描えがき船の進路と重なった。

「[image: 外字１]下来了！（墜おちてくるぞ！）」

　恐きよう慌こうが船内を満たした。後部頭上の操縦席で「左[image: 外字18]舵，左[image: 外字18]舵！（取り舵かじ！　取り舵！）」と怒声が上がる。横よこ殴なぐりのＧに備える間もなく凄すさまじい水しぶきが窓の外を満たした。天地がひっくり返ったような光景。視界が真っ白になり大量の海水でガラスが洗われる。

　数すう瞬しゆんの沈黙。

　気づけば右う舷げん前方に真しん紅くの機体が見えた。機体の底を波間に沈め漂ただよっている。一応無事着水したのか。だが主翼の付け根部分から幾筋もの煙がたなびいている。キャノピーは……開いていない。操縦者がまだ中にいるのか。

（助けなきゃ）

　焦しよう燥そうに駆られるも船は徐々に遠ざかりつつあった。船員が「要爆炸了（爆発するぞ）」「快逃啊（早く離れろ）」と叫び合っている。いや待て、見捨てるのか。自分達を救ってくれた相手を。単機で敵集団に突っこんだ英雄を。

「慧けい？」

　怪け訝げんそうな明華ミンホアの身体からだを押し戻す。安全ベルトを外し船尾に向かった。タラップに片足を預け操縦席に呼びかける。

「不去救他[image: 外字２][image: 外字11]？（助けにいかないんですか）」

　面食らった表情で見下ろされる。強こわばった顔に「何言ってるんだこいつは」という感情が透けて見えた。

「多[image: 外字19]那架[image: 外字１]机，我[image: 外字２]才得以平安呢。（あの飛行機が来たおかげで俺おれ達無事だったんですよ）」

　苛いら立だち混じりに続けるも相手は肩をすくめただけだった。

　だめだ、埒らちがあかない。

　こうしている間にも戦闘機との距離は開いていく。今以上離れれば近づくことも難しくなるだろう。

　どうする。

　迷いは瞬時に断ち切られた。タラップから離れ後部ハッチに向き直る。上下の開閉レバーを操作し力任せに押し開けた。

「喂！　你干什么啊！（おい！　おい何してるんだ！）」

　強きよう烈れつな海風が顔に吹きつけてくる。船内とは比較にならない爆音、波の音が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり押し寄せてきた。熱い、炎とガソリン、煙の匂においを感じる。改めて自分が戦場にいることに気づかされた。飛行機は……どこだ。進行方向右手の……いた。

　一瞬、明華の制止が聞こえたように思えた。だが立ち止まらない。深呼吸を一回、海に飛びこむ。波を搔かき分けるようにして懸命に両手足を動かした。どのくらい泳いだだろう。ようやく赤い翼つばさにたどりつく。機体の揺れが激しい。波に突き上げられた弾はずみで身体からだをぶつけそうになる。流水で滑すべり落ちそうになりながらなんとかして翼の上に身を引き上げた。筋肉が鉛なまりになったような感覚、だが休んではいられない。もしこの飛行機がダメージを受けているならいつ爆発してもおかしくなかった。

（一体何をやってるんだ、俺おれは）

　折せつ角かく助かった命を賭として見ず知らずの戦闘機パイロットを救おうとしている。戦闘の恐怖で頭が変になっているのか？　あるいは博愛主義にでも目覚めたか。

　違う。

　自分はこの戦闘機に希望を見たのだ。ザイに蹂じゆう躙りんされてきた人間が、また立ち上がり巻き返していく未来を。中国の空を取り戻し、死んでいった人々の無念を晴らす光景ビジヨンを。その光こう明みようをこんな形で失いたくなかった。

（せめてパイロットだけでも助けられたら）

　機体の背に上り中腰で進んでいく。瞬しゆん間かん、翼の国こく籍せき記号が見えた。白い縁取りに赤の円。日の丸、ライジングサン。

　自衛隊機なのか？

　日本の飛行機がたった一機で中国近海に飛んできた。いまいち理解しがたい状況だ。しかも全体が赤に発光する奇妙な機体、救援にしては不可解すぎる。

　そしてまたキャノピーもおかしな形状だった。ガラスではなく真しん紅くの装甲板で覆おおわれている。数箇か所しよにスリットや開口部が設けられそこからカメラのレンズがのぞいていた。

　本当に人が乗っているのか、ひょっとして無人機ではないのか、不安になりしゃがみこむ。非常用の開閉コックを探すもそれらしきものは見当たらなかった。

「おい！」

　たまりかねて拳こぶしでキャノピーを叩たたく。

「救命艇ていが来てるぞ！　脱出しろ！」

　返事はない。歯ぎしりしてもう一度、装甲板を殴なぐりつけようとする。

　瞬間、足あし下もとから蒸気が噴き出した。

　爆発かと思い後じさる。だが続いて響ひびいたのは重々しい金属音だった。モーターが唸うなりキャノピーが開き始める。継ぎ目から白い蒸気が漏もれ出してきた。陽光が機内の闇やみを駆く逐ちくしていく。完全に開放されたコクピットの中にいたのは。

（え？）

　一瞬自分の見ているものが信じられなかった。

　人形のような少女が横たわっている。ミルク色の肌はだ、飴あめ細工めいた唇くちびる、華きや奢しやな四し肢し。頰ほおから顎あごのカーブはわずかな歪ゆがみもなく陶器のような質感を放っていた。服装はパイロットスーツと程ほど遠とおい両腕の露ろ出しゆつした簡素なものだ。およそ戦闘機の操縦士とはかけ離れた外見。だが何より特徴的なのは髪だ。まとめもせず無む造ぞう作さに流れ落ちた髪は薄い桃色ペールピンクだった。機体と同様、内側から発光しているようにも見える。果たして人間なのか、ひょっとして本当に人形でも置かれているのか。だが彼女は小さく胸を上下させていた。生きている。小柄な少女は双そう眸ぼうを閉じたまま浅い呼吸を繰り返していた。

「おい……」

　息を吞のみ呼びかける。触れていいのか、おっかなびっくり手を伸ばすと少女の睫まつ毛げが震ふるえた。

　灰色の瞳ひとみが現れる。深しん淵えんを湛たたえた眼まな差ざしがこちらをとらえた。瞬まばたきを一回、徐々に焦点が合っていく。小ぶりな唇くちびるが震えるように開いた。

「あ、俺おれは」

　怪しいものじゃないと告げかけた時だった。

　──!?

　気づけば少女の顔がすぐ前にあった。柔らかな感触が口元に押し当てられている。キス……されたのか？　胸元にしがみつかれ唇を重ねられている。事態を認識できた瞬しゆん間かん、激しい混乱が湧わき起こった。なぜ、なんで、どうして。

　ややあって細い身体からだから力が抜けた。少女の背中がずるずると崩れ落ちていく。慌あわてて脇わきに手を入れ抱だき起こした。刹せつ那な、低い囁ささやきが耳元で響ひびく。熱い吐息混じりの言葉。




[image: ]

　新ノたヴなア……時代をエラ。




　え？

　訊きき返す間もなく彼女は完全に気を失っていた。

　遠くからヘリのローター音が聞こえてくる。熱気を孕はらんだ風がペールピンクの髪を軽やかに巻き上げた。







[image: ＊Ⅰ＊]







　淡い果実のような唇くちびるが迫ってくる。

　鼓こ動どうが高鳴り身体からだの奥底が熱くなった。血流が速度を増している。触れ合う指が、頰ほおにかかるペールピンクの髪が正常な思考を狂わせた。全身の感覚が倍になったように感じる。音も、匂においも、触感も、何もかもが出で鱈たら目めに膨ふくれ上がり荒れ狂っていた。

　意識に靄もやがかかっている。

　本来ならあまりにも不自然な状況と思うべきだろう。一体目の前の少女は誰だれなのか、なぜこんなことになっているのか。一いつ旦たん押しとどめて理由を訊たずねるところだった。

　だが身体は迷いなく事態の推移を受け入れている。少女と身を寄せたままキスに臨のぞもうとしていた。

　腕をつかむ手に力がこもる。まだ唇も触れていないのに柔らかな感触が思い起こされた。吐息。甘い匂いが一ひと際きわ強くなる。両目を閉じ身を乗り出して、瞬しゆん間かん。

　地面が失われた。重力が消失し頭から落下する。肩と背中に鈍い衝しよう撃げきが走った。痛い、意識が覚かく醒せいし少女の姿が搔かき消えた。

（夢？）

　ベッドから転げ落ちたまま鳴なる谷たに慧けいはつぶやく。古びた塗り壁かべにカレンダーがぶら下がっていた。年代物の学習机に椅い子す、それから本棚。

　時計の針は午前十一時を示している。窓の外から小鳥の鳴き声が聞こえてきた。

　ああ……そうか、小こ松まつの家にいるんだっけ。

　石いし川かわ県小松市、ＪＲ駅に程ほど近ちかい祖父母の家だった。避難から一週間近くたつがいまいち慣れていない。というより上海シヤンハイ脱出戦の記憶が強きよう烈れつすぎた。ザイ襲しゆう来らい直後の一方的な虐ぎやく殺さつ、赤い戦闘機の逆襲と墜つい落らく、その後の中国軍機の増援とザイの撤てつ退たい。時間が過ぎているにもかかわらずまだ色々と思い出してしまう。

　キス……したんだよな。

　唇を触ってみる。冷静に考えると大たい概がいありえなかった。中国領海で日本の戦闘機が墜おちてきて、助けにいったらそこに女の子が乗っていて、自分とキスを。

　……。

（気でも狂ったのかって話だよな）

　おかげで誰にも言えていない。あの飛行機も遅れて到着した自衛隊？　の船に回収されてしまったし全すべて妄もう想そうだと疑われても否定できなかった。

　溜ため息いきを一回、タオルケットを押しのける。とりあえず着替えようとパジャマのズボンを下ろした時だった。

「ちょっと慧！　いつまで寝てんの！」

　乱暴に扉が押し開けられた。

　ポニーテールの少女が目を怒らせている。片手にハンディワイパー、もう一方の手に洗濯かごを携たずさえている。明華ミンホアだ。慌あわててズボンを引き上げる。

「お、起きてるよ。てか、ノックくらいしろ！」

「したよ！　三十分前と一時間前、それに二時間前にも。全然返事ないから今まで放ほっといてあげたの。いくらなんでも緩ゆるみすぎじゃない？　お祖ば母あさん足悪いんだから家事手伝ってあげないと」

　正論。ぐうの音も出ず沈黙していると、明華は「ていうかさ」と無ぶ遠えん慮りよに睨ねめ回してきた。

「慧けいのパンツなんて小学生の時に何度も見てるし、今いま更さら恥ずかしがるようなことないでしょ」

「子供の時と今じゃ全然違うだろ！　もし逆の立場ならおまえ平気なのか？　俺おれが明華の着替えのぞいたら」

「怒る」

「理り不ふ尽じんすぎるだろ！」

　悲痛な抗議をさらりと受け流し、彼女はメモ用紙を渡してきた。

「これ、買い物リスト。お昼ご飯で使うから全速力で行ってきて。ハーリアップ！」

　言葉を返す余裕もない。入ってきた時と同じように猛もう烈れつな勢いで扉が閉まる。軽い足音が小走りに廊下を移動していった。洗濯かごを持っていたしベランダにでも向かうつもりなのか。

　……なんでおまえが仕切ってるんだよ。

　一体誰だれの実家だと思っているのか。いやまぁ自分もぶっちゃけほとんど面識のない家だが。生まれてこの方父親の転勤で連れ回されていたため小こ松まつの祖父母とは数えるほどしか顔を合わせていない。今回のような非常事態がなければおそらくずっと接点のないままだっただろう。そもそも当の父親が現在進行形で世界中を飛び回っているため、自分も明華ミンホアも居い候そうろう気分で転がりこむしかなかった。いや事前に孫と知人が厄やつ介かいになる旨むねは連絡してくれたらしいが、にしても色々気兼ねするというのが正直なところだった。
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　まぁ俺おれはともかく、あいつは赤の他人だしな。

　遠えん慮りよして必要以上に張り切りたくなるのだろう。気持ちは理解できる。ただ何かにつけ小言っぽくなるのは彼女の欠点だ。「しっかりして慧けい」「ほら、あたしがついてるから」「一緒に頑張ろう、ね？」ああ、ああ、ああ。

（悪い奴やつじゃないんだけどな）

　宋ソン明華、十六歳。出身は神こう戸べと聞いている。貿易商の父親が中華街で仕事していた頃ころ、生まれた子供らしい。日本語が堪たん能のうなため、中国到着後間もない慧と引き合わされた。どうも親同士が日本在住時の知り合いだったようだ。「この子をよろしくね」「守ってあげてね」というお願いを彼女は九年間律りち儀ぎに守り続けている。文化や言葉の違いに苦しむ自分を陰に日向ひなたに支え続けてくれた。今回の脱出行も彼女なしではうまくいかなかっただろう。保護者不在の自分を連れて、自らも親族とはぐれながら、必死で上海シヤンハイにたどりつき、そして。

（感謝はしてる、してるさ。ただ）

　思春期の男には色々と複雑なプライドもあるのだ。いつまでも同年代の女子に頼っていられなかった。

　……とりあえず買い物行くか。

　吐息混じりにつぶやき立ち上がる。買い出しメモをベッドに置きパジャマの上を脱いだ。




　小松の町は空が広い。

　年代物の木造建築に大気の青がよく映えている。初夏の風を真っ向から受けつつ慧は自転車を走らせた。国道３６０号を郊外方面に、水路脇わきの歩道を西進する。数分も行くと町並みが途切れ広大な田でん畝ぽが見えてきた。目指す商業施設はその手前だ。だだっ広い駐車場を囲むようにスーパーマーケットやドラッグストアが軒のきを連ねている。交差点を渡った瞬しゆん間かん、背後から低い大気の振動が伝わってきた。

　上空を双そう発はつの飛行機が飛び去っていく。まばゆい陽光を背負いつつ海側に向かっていた。顔の前に手をかざし見上げる。シルエットを見る限り中型の旅客機か。確か町の西側に空港があるからそこより出発した機体だろう。

（こっちはまだ民間機が飛んでるんだ）

　新鮮な驚おどろきが胸に湧わき上がってくる。

　中国本土の空はとうに死地と化していた。非武装の民間機はおろか軍の戦闘機でさえうかつに飛べば墜おとされる有様だ。定期便の運航など望むべくもなかった。

　ましてや個人の飛行クラブなど問題外か。

　自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめる。

　初めて飛行機を操縦したのは七歳の時だ。当時の自分は慣れない異国暮らしに苦しみノイローゼ寸前になっていた。子供の世界は残ざん酷こくだ。ロクに英語も中国語マンダリンもできない日本人をインターナショナルスクールの生徒達は冷笑をもって迎えた。何かと言えば発音をからかわれ、要領の悪さを笑われ、あらゆる行事で孤立させられた。

　父親の赴ふ任にん先さきが常じよう熟じゆくという上海シヤンハイ・蘇そ州しゆうに比べれば小都市だったことも災わざわいしたのだろう。現地の社会は決して外国人の子供を受け入れられるように整っていなかった。もちろん明華ミンホアは守ってくれたが、現地学校生の彼女には自おのずと限界がある。目の届かないところでいじめや悪戯いたずらは続き、未熟な自我は限界寸前まで痛めつけられていた。

『帰りたい』

　そう母親に訴えた。

『こんな国嫌いだ、日本に戻る』

　洗濯中の母親は振り返ると『うーん』と頭を搔かいた。

『帰ってどうするのさ、日本にはパパもママもいないよ。パパは仕事辞められないし』

『ママとだけ一緒に帰る』

『そりゃだめだよ。ママ、パパも慧けいも大事だし。家族をバラバラにはできないなぁ』

　じゃあどうしろというのか、今のまま自分一人が苦しめばいいのか。ママは子供のことが大切ではないのか。感情的にわめき続けると母親はこちらに向き直った。しゃがみこんで目線を合わせる。

『分かった』

　あっけらかんとした口調。

『とりあえず一緒に飛ぼうか』

　まったく脈絡のない論理展開。元海かい保ほパイロットの母親はひどく感覚的なところがあった。おそらく「即効的な解決策はない」、「であれば気分転換しよう」、「普通の行き先じゃだめかも」、「じゃあ一緒に飛んでみる？」という思考回路だったのだろう。ただその時、詳しい説明は一切なかった。彼女はおもむろに外出準備を整えると郊外の飛行クラブに直行、セスナを借り受け中国の空に飛び立った。

　初めての小型飛行機はひどく恐ろしい代しろ物ものだった。国際線の旅客機とはまったく違う。狭くて暗くてものすごくうるさかった。壁かべや床から凄すさまじい振動が伝わってくる。このまま空中分解するのではと怯おびえていると、あろうことか母親は操縦桿かんを預けてきた。

『ユー・ハブ・コントロール！』

　卒倒するかと思った。母親は両手を浮かせにやついている。仕方なく操縦桿に飛びついた。とはいえ右にも左にも動かせない。必死でしがみつき平へい衡こうを保った。

『そう簡単に墜おちやしないから、ほら、ちょっと上に上がってみな』

『無理！』

『いけるいける、大丈夫だって』

　右手を重ねられぐっと引っ張られる。鈍いＧが身体からだを襲おそった。世界が傾く。怖い。半狂乱で泣きわめいていると、ふっと光が差しこんできた。

　雲を抜けたのだ。そう気づくまでにわずかな時間を要した。茫ぼう洋ようたる地平と空が広がっている。遮さえぎるもの一つない景色、非日常の光景が窓の外にあった。

　機体は緩ゆるい角度で上昇している。陽光が風防の水滴に当たりハレーションを生み出した。

『次、左』

　母親の掌てのひらに力がこもる。一いつ旦たん操縦桿かんを左回転させた後、手前に引いた。動く。意図した通りに機体が持ち上がり針路を変えた。

（うわっ……）

　経験したことのない高こう揚ようが湧わき上がってくる。上下左右、３６０度、どこにでも行ける開放感。眼下の景色を全すべて従えたような全能感。

　スロットル調整、右ヨー、左ヨー。わずかに降下、もう一度機首上げ。バンク。

　多分母親が適度にサポートしてくれたからだろう。風の影えい響きようも受けず飛行機は軽快に飛び続けた。楽しい、気づけば胸の奥のもやもやは綺き麗れいさっぱりぬぐい去られていた。

『シルクロードの空に天国があるんだってさ』

　しばらくして何の前触れもなく母親が言った。コントロールを取り戻しリラックスした姿勢となっている。

『天国？』

『そう聞いただけで実際どういうものかは分からないんだけどねー、一度見てみたいなぁ、中国の奥地までビューンと飛んでって』

『この飛行機じゃ無理？』

『燃料もたないし』

　無念そうに肩をすくめて母親は視線を向けてきた。

『慧けいが大きくなって免許取ったら一緒に見に行こうか。あっちの方に飛行クラブあるか分からないけど』

　そのあとなんと答えたか、実はよく覚えていない。

　ただ翌日以降『日本に帰りたい』とは言わなくなった気がする。代わりに簡単な飛行機の本を買ってもらった。タイトルは「ひこうきのしくみ」だったか、暇ひまさえあればページをめくり、すり切れるほど読んだ。高学年になるとそれが「飛行機操縦の基本」になり初しよ中ちゆう生せいで「中国自家用操縦士・学科試験問題集」に代わった。中国でのライセンス取得は十七歳から可能となっている。もうあと一歩、いつも通りの日常が続けばこの時のやりとりを現実にできたかもしれない。

　だが未来は唐とう突とつに断ち切られた。二年前、二〇一五年六月、中国奥地からザイの侵攻が始まり母親の飛行機を撃げき墜ついした。大陸の空はガラス細工の翼つばさで埋め尽くされ操縦士資格の取得など見果てぬ夢となった。

（この空も）

　もう一度空を見上げる。降り注ぐ陽光に片目をすがめた。

　いつかは戦場になるのだろうか。海を越えて奴やつらが押し寄せ紅ぐ蓮れんの炎に染め上げられるのだろうか。

　ありえない話ではなかった。事実台たい湾わんや朝ちよう鮮せん半島は既すでに戦火に覆おおわれている。ザイの侵攻が日本海で止まる可能性は限りなく低かった。

　──だけど。

　身体からだの奥底で脈打つものがある。目を閉じれば思い出せる。蒼そう穹きゆうを貫つらぬいた真しん紅くの翼、鏃やじりを思わせる特徴的なシルエット。

　あんな飛行機がたくさんあるなら人類はまた戦えるかもしれない。中国の大地を取り戻せるかもしれない。そうすればシルクロードの空だって自由に飛べるはずだ。

　正直、中国脱出の時まで自分は諦あきらめていた。どうせ人間はザイに勝てない。希望など持つだけ無む駄だなのだと。天災に襲おそわれた避難民と同じ、圧倒的な猛もう威いを前に逆ぎやく襲しゆうの可能性など考えてもみなかった。

　だが違う。奴らは超常の存在ではない。弾が当たれば砕け散り翼を失えば墜落する、人類の飛行機と同じ物理法則の産物だ。我々が進歩を続けていけばいつか必ず圧倒できる、地上から根絶できる。そのことがはっきりと理解された。あの赤い飛行機のおかげで。

　鼓こ動どうが高鳴る。

　果たしていつ反撃の狼煙のろしが上がるのだろう。来年？　それとも来月か。紅くれないの翼が編隊を組み中国本土に向かっていく。逃げ惑うザイを叩たたき落としていく。なんとも胸躍る光景だ。テレビで放送されるのだろうか。それともネットニュースで中継されるのか。らちもない想像を巡らしていると不意に電光のような閃ひらめきが走った。

（そうだ）

　何も他人任せにする必要なんてない。武器さえあれば自分も戦える。ザイに対たい峙じできるのだ。己おのれの手で二年越しの復ふく讐しゆうを成しとげる。人類の版はん図とを取り戻す。考えてもみなかった可能性が目の前に広がった。

　夢物語？

　いいや十分に実現性のある話だ。ここは日本で自分は日本人、そしてあの戦闘機は日本の軍隊の装備だ。意志と能力さえあればきっとチャンスは与えられるはずだった。

（調べてみるか）

　丁ちよう度ど近くに大型の本屋があったはずだ。買い物後に寄っても大したロスにはなるまい。

　後ろ足で地面を蹴ける。気のせいか身体からだが軽くなったように感じられた。




「自衛隊の……航空学生？」

　明華ミンホアがぽかんと口をあける。

　午後一時、昼食を終え片づけも一段落ついた頃ころだ。祖父母が自室に引き揚あげるのを待って話を切り出してみた。

　本屋の紙袋からテキストを取り出す。ガサガサと乾いた音が茶の間に響ひびき渡った。

「ああ、すごいんだぜ。山やま口ぐち県の下しもの関せきってところに学校があって、そこでパイロットになる訓練を受けられるんだ。学費も寮費もいらなくって給料まで出るんだってさ。びっくりだろ」

「えー、あー、ストップ慧けい、ちょっと待った」

　茶ちや碗わんを食器棚に戻し両手をぬぐう。明華は硬い表情で歩み寄ってくるとしゃがみこんだ。

「何？　学費がタダだからなんだっていうの。日本の軍隊は気前がいいねって相づち打てばいいわけ？」

「違うだろう」

　分かってるくせに、と口元を歪ゆがめる。

「この制度を使えば俺おれみたいなガキでもパイロットになれるんだ。もちろん乗る機体も学校が準備してくれる。飛行クラブに入る必要もない。夢のような話だろ」

「馬ば鹿か」

　言下に切り捨てられた。かぶりを振り腰を浮かせる。

「馬鹿ってなんだよ」

「馬鹿は馬鹿」

　冷えた視線で見下ろされた。

「自衛隊の学校？　それって兵隊になるってことでしょ。戦闘機に乗ってザイと戦うの？　死ぬ気？」

「死なねーよ」

　唇くちびるを尖とがらせ反はん駁ばく。

「明華もあの赤い飛行機見たろ。圧倒的だったじゃないか、ばったばったと連中を倒して。多分自衛隊の秘密兵器だぜ。あんな機体が百機もあればすぐに戦争は終わるさ。俺達も大手を振って中国に戻れる」

「墜おちちゃったじゃん、あんたの言う秘密兵器も」

　痛いところを突いてくる。沈黙する慧に明華は鼻を鳴らしてみせた。

「まったく、馬鹿なことばかり考えて。慧に戦闘機のパイロットなんか務まるわけないでしょ。腕うで相撲ずもうだってあたしに勝てたことないのに」

「腕の力は関係ないだろ……」

「かけっこも幅跳とびも視力検査もあたしの勝ちだった」

「……」

　九年分の劣勢は生なま半なかなことで覆くつがえせそうにない。歯ぎしりして会話の方向性を切り替える。

「明華ミンホアは分かってくれると思ったんだけどな」

　低いつぶやき声。

「この二年間、俺おれがどんな気持ちでいたか」

「それは」

　明華は胸を打たれたような表情になった。慧けいの母親のことを思い出したのだろう、やや気まずげに視線を逸そらす。

「分かってるけど、だからって兵隊とかありえない」

「一番近道なんだよ。それに宋ソンおじさんやおばさんも助けに行ける」

　逃亡中にはぐれた彼女の両親、自分にとっても親しん戚せきのような人々。

　だが明華の心はわずかな間に平へい衡こうを取り戻したようだった。鉄のように硬い面持ちで首を振る。

「とにかくだめなものはだめ。お祖じ父いさんお祖ば母あさんにも言っておくから。慧が馬ば鹿かなこと考え始めたんで止めてくださいって」

「お、おい明華」

「あたしまだ家事残ってるから」

　断ち切るように言い歩み去っていく。取りつく島もなかった。ややあって低い掃除機の音が響ひびいてくる。細い背中がそれ以上の対話を拒否していた。

　くしゃりと手の中の紙袋が歪ゆがんだ。




　　　　　　　　　　＊




　瞬またたく間に日々は過ぎた。

　小こ松まつの空気は弛し緩かんしている。終わりなき日常の停てい滞たいが町を包みこんでいた。ともすれば海の向こうで戦争が続いていることなど忘れそうになる。実際ここしばらくは中国絡がらみのニュースもなかった。

　ドラッグストアに続く交差点で自転車を停とめる。歩行者信号が青表示までのカウントダウンを始めていた。日差しが強い。汗ばむ陽気とアスファルトの熱が苛いら立だちを増ぞう幅ふくする。

「明華の奴やつ」

　低い声で毒づく。

　一昨日おとといの祖父母との会話を思い出す。案の定というべきか航空学生の話は即座に却下された。事前に明華ミンホアが言い含めてあったのだろう、けんもほろろな対応だった。

　未成年者が航空学生を受験する場合、保護者の同意が必要となる。父親不在の今、祖父母の協力を得られなければスタートラインに立つこともままならなかった。

　あとの選せん択たく肢しは防衛大学校に入るか一般大学卒業後、幹部候補生採用試験を受けるか。どちらもかなり気の長い話だ。しかも純粋なパイロット養成課程でないため、戦闘機搭乗員への道はかなり狭せばまるらしい。

　夢の実現に至るハードルは予想以上に高かった。新たな可能性を探ってはくじけ、くじけては探っていくうち気づけば時間を空費している。上海シヤンハイ脱出の記憶は確実に薄らぎつつあった。

　あの飛行機、本当にいたんだよな。

　ふっと不安が過よぎる。小こ松まつに来て以来、何度となく件くだんの戦闘機の素性を調べてみた。本、ネット、地元の航空博物館。だがどこに行っても目当ての機体は見つからなかった。そもそも自衛隊にデルタ翼よくの戦闘機など存在しない。いずれも後こう退たい翼よくのスタンダードな機影ばかりだった。

　先尾翼カナードにデルタ翼、単たん発ぱつのエンジン。

　ひょっとして海外の飛行機だったのか。ふと思いついて携帯端末で検索してみる。わずかなラグを挟はさみ結果が表示された。

　イスラエルのクフィル。

　フランスのダッソー・ラファール。

　中国の殲撃ジヤンジ十型。

　どれも似ているようで微妙に異なる。クフィルはやや華きや奢しやすぎるしラファールほどのっぺりとしていない。殲撃十型はエアインテークの場所などディテールが違うように思えた。

（アメリカやロシアの試験機とか）

　条件を変え検索し直そうとした時、視線が一枚の画像をとらえた。

　うん？

　指でスクロールする。海外の軍事情報サイトか、編隊飛行中の戦闘機写真がアップされている。細身の胴体、長く突き出したエンジンノズル、カナードとデルタ翼を組み合わせた鏃やじりのごときシルエット。

　！

　見つけた。

　かぶりつくようにして説明文を読みこむ。Ｓａａｂ　ＪＡＳ39　Ｇｒｉｐｅｎ……グリペン？　サーブってスウェーデン、ヨーロッパの会社か。一体なぜそんなところの戦闘機が。

　一九九六年運用開始。分類的にはマルチロール機。生産国のスウェーデンを始め南アフリカやハンガリー、チェコなどで使用されているらしい。当然ながら自衛隊への供給実績はなし。一度韓かん国こくにも提案したようだが不採用に終わっている。いずれにしろ東シナ海で見かける可能性は限りなく低かった。

（やっぱり違うか）

　探せば探すほど答えから遠ざかっていく感じだ。いっそ自分の勘かん違ちがいと割り切った方が楽かもしれない。戦場のショックや混乱で普通の中国軍機を見間違えただけだと。

　不意に信号の誘導音が途絶えた。あっ、と思った時にはもう遅い。歩行者信号が点滅している。いつの間にか青になっていたらしい。ペダルに足を載せる間もなく赤に変わる。

（マジか）

　がっくりと肩を落とした。

　ここの信号、結構待たされるんだよな。矢印の時間も長いし。

　今いま更さらながら日差しの強さが意識される。遮しや蔽へい物ぶつ一つない交差点がうらめしかった。暑い。せめて電柱の影に隠れようとサドルから降りた時だった。

　轟ごうっ。

　時ならぬ震動が地面を揺らした。

　真っ黒な壁かべが視界を覆おおう。大型のトレーラーが交差点を左折していた。車輪が大量に連なったムカデのようなシルエット。深緑色の幌ほろが荷台を覆っている。かなりの重量物を載せているのか、幌は何重ものワイヤで固定されていた。

　何を運んでいるのだろう、ひどく厳重な梱こん包ぽうだ。

　首を傾かしげつつ、だがあまり身を乗り出していると巻きこまれかねない。トレーラーの圧迫を避けるように一歩下がった、瞬しゆん間かん。

　幌の一部が風にはためいた。

　暗がりの奥に赤い光が煌きらめく。内側から発光するような鈍い輝き。

　！

（あの色合いは）

　忘れるはずもない。蒼そう空くうを貫つらぬく真しん紅くの軌跡、燃えるような純色の赤。

　あいつだ。

　あの戦闘機だ。

　とっさに追いかけようとするもトレーラーはもう左折を終えていた。唸うなりを上げて車体が加速する。扁へん平ぺいなシルエットが見る間に遠ざかっていった。

　鼓こ動どうが高鳴る。

　白昼夢？　見間違い？

　いや、あんなカラーリングの機体、他ほかにあるものか。何を忘れたって忘れようもない。記憶の底でたぎる紅ぐ蓮れんの炎。

　一体どこに向かっているのか。携帯端末のマップをスクロールする。確かあっちは空港のはずだが、まさか一般の旅客機と混ぜて駐機させることもあるまい。であれば空港以外のどこかが目的地なのか。

　しばらく地図を凝ぎよう視しして息を吞のむ。

　小こ松まつ空港の南側には航空自衛隊小松基地の表記があった。




　午後九時、夕食の片づけを終えて家を抜け出した。

　物音を立てないよう後ろ手に扉を閉める。ジャージの前を閉め慎重に自転車を出した。

　昼間とは打ってかわり空気はひんやりとしていた。人通りは少ない。遠くから車の走行音がまばらに聞こえてくる。

　携帯端末のマップで小松基地に目的地をセットする。ルートは国道３６０号を西に、前まえ川がわを渡り基地北東からアプローチする形だ。

　もちろん中に入れるとは思っていない。だが外から滑走路の様子くらい確認できるだろう。昼間の機体が本当に例の戦闘機ならもう一度その姿を見ておきたかった。

　見てどうするかって？

　別に、何ができようはずもない。子供のように胸をときめかせフェンスにしがみつくくらいだ。だがとにかくあの時の光景が夢でないと確認したかった。自分の中に点ともった炎が幻げん影えいによるものでないと確かめたかった。

　本当なら昼に目撃した際トレーラーを追いかけていきたかった。だがあの時は買い物中だったし、何より帰りが遅くなると明華ミンホアがうるさい。痛くもない腹を探られ、くどくど説教されるのはごめんだった。

　とりあえず今回は「体調が悪いので早めに寝る。起こさないで」と告げてきている。念のためベッドに詰め物もしてきた。よほどのことがない限りバレる心配はないはずだった。

　はっ、はっ、はっ。

　ギアをトップに、立ちこぎでスピードを上げていく。

　城じよう南なん町まち西にしの交差点で左折、アーチ形の橋を抜けると彼方かなたに光の群れが見えてきた。闇やみの中鮮やかに輝く灯火は間違いない、小松飛行場のものだ。

　このあたりまで来ると周囲にほとんど建物はない。目に入る明かりは道路の照明と飛行場のものだけだ。あたかも誘ゆう蛾が灯とうに群がる虫のように慧けいは空港を目指し続けた。

　だが。

（うわっ）

　予想外の光景に立ち止まる。

　背の高いコンクリートが基地外周を覆おおっていた。左右切れ目なく視界の届く範囲まで壁かべが続いている。手前には幅広の側そつ溝こう、あからさまに部外者の接近を拒絶していた。

　中、見れないのかよ。

　考えてみれば当然だった。ここは軍事基地だ。民間人がほいほい内部をのぞきこめるはずもない。とはいえ折せつ角かく何キロも走ってきたのだ。ああそうですかと諦あきらめたくなかった。

（どこかに境目とかないのかな）

　見れば壁かべの状態も一様ではなく、あるものは新品同様、あるものは黒々と風化していた。工事中などで欠けている部分があればと気持ちを立て直す。どっちに回りこんでみよう。右か、左か。

　迷った末、右手に進む。無人の道路は灯火もなく真っ暗だった。雑ぞう木き林ばやしが黒々としたシルエットをわだかまらせている。吹き抜ける風が枝葉をざわめかせた。

　走り続けること十数分。前方、サイクルライトの生み出す光に緩ゆるいカーブが浮かび上がった。携帯端末の地図をのぞきこみ舌打ちする。どうやら基地の東端にたどりついてしまったらしい。畜ちく生しよう、やはりだめなのかと毒づきかけた瞬しゆん間かん。

　コンクリート壁が途切れ白いフェンスに変わった。

（！）

　つんのめるように動きを止める。スタンドを立てるのももどかしくフェンスに駆け寄った。中は……見える。といっても一面の野原だ。目立った建築物や飛行機はない。滑走路の端だからか、ひどく殺風景な眺ながめだった。

　いや。

　左手奥に倉庫めいた施設が確認できる。黒一色の……格納庫だろうか。同じような建物が四つ並んでいる。入り口部分のシャッター？　がやたらと分厚いシェルターのような造りだった。

　隔かく壁へきの一つが開放され中に機影が見える。高こう翼よくの翼配置に涙るい滴てき型のキャノピー……戦闘機か？　人影が動いているから整備中なのかもしれない。畜生、双眼鏡でも持ってくるんだったな。興奮も露あらわに背伸びしていると不意に背後の空気が動いた。

「慧けい！」

　全身が凍りついた。

　張りのある声音、刺すような雰ふん囲い気き。恐る恐る振り向くと案の定明華ミンホアが立っていた。道路脇わきに自転車を停とめ、きつい表情で睨にらんできている。

　ハーフパンツにパーカー、スニーカーという動きやすい格好。恐らく全速力で走ってきたのだろう。荒い息づかいで肩を揺らしていた。

「何してるの」

「何って」

「こんな時間に飛び出して、調子悪いんじゃなかったの？」

　詰きつ問もんめいた口調にかちんとなる。思わず喧けん嘩か腰ごしで返していた。

「明華こそ何してるんだよ。俺おれのあとつけてきたのか」

「そうだよ」

　悪びれることなく胸を張られた。

「昼間から様子が変だったし心配してついてきたの。そうしたら噓うそまでついて自衛隊の基地に向かうとか、わけ分かんない。何考えてるの？」

「明華ミンホアには関係ないだろ」

「あるよ」

「なんで」

「慧けいは危なっかしいもん。あたしが見てないとすぐ厄やつ介かいごとに巻きこまれるし、無茶ばかりするし」

　相変わらずのおせっかい。過か剰じようなまでの干かん渉しようはおそらくまったき善意から出たものだ。だが今はその好意が息苦しい。航空学生の一件もある。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを監視され口出しされている思いだった。

　嘆たん息そく。

「……もうさ、そういうのやめてくれないかな」

「そういうのって？」

「保護者みたいな顔するの」

　明華は突きとばされたような表情をした。だがこのくらいはっきり言わなければ伝わらないだろう。胸にたまっていたもやもやを吐き出していく。

「ここは日本だ。中国じゃない。言葉は通じるし土と地ち勘かんだってある。俺おれだっていつまでも昔の小便臭くさいガキじゃないんだ。放っておいてくれ」

　明華の助けは必要ない。

　強い口調で告げると彼女は息を吞のんだ。だがまたすぐ顔を強こわばらせる。

「無理」

「無理!?」

「慧の意志とか関係ない。あたしはあたしが必要だと思うから心配してるの。ここが日本でも中国でも北極でも、たとえ月面だって話は同じ」

　無茶苦茶だった。ほとんどストーカーの理屈だ。

「おまえ、ちょっと変だぞ」

「変なのは慧、あたしは普通」

「自分で普通と言う奴やつほど──」

　お決まりの突っこみを入れる間もなく詰め寄られた。二の腕を強い力で引っ張られる。

「さ、帰ろう。話は家に戻ってゆっくり聞かせてもらうから」

「ちょ、ちょっと待てよ」

「早く」

　体勢を崩しかけ、危ういところで踏みとどまった。

「いい加減にしろ！」

　思わず怒鳴ってしまった。彼女の手を払い睨にらみつける。

「なんなんだよ一体、いくらうちの親に頼まれたからってそこまで意固地になる話か？　所しよ詮せん子供の頃ころの約束だろ。親達もそれほど深刻に考えていなかったはずだ」

「約束とか、そんなの関係ない！」

　予想外の答えが返ってきた。

　彼女の目は潤うるんでいた。頰ほおを紅潮させて歯ぎしりする。

「あたし、今この国で慧けいしか知り合いいないんだよ？　友達も家族もみんなはぐれちゃって、誰だれ一人生きてるかどうか分からない。なのに残った慧まで軍隊行くとか言い出して……それを心配しちゃだめ？　鬱うつ陶とうしい保護者面づらだっていうの？」

　あ……。

　頭を殴なぐられたように感じた。

　考えてみれば当然の話だ。十六歳の少女がただ一人、故郷も生活環境も破壊され異国に投げ出された。不安でたまらないだろう。家族の身を案じナーバスにもなっているはずだ。なのにそんなことおくびにも出さず気き丈じように振る舞っていた。なぜ？　簡単だ。自分が橫にいたから。九年来の弟分の前で弱音など吐けなかったから。

「明華ミンホア」

　どうしてよいか分からず立ち尽くす。まさか泣かせてしまうとは思わなかった。迷った末、振り払った手をもう一度取ろうとする。その時。

「おい！　そこで何してるんだ！」

　マグライトの光が真正面から浴びせられる。明華が悲鳴を上げ飛びついてきた。

　声の主はフェンスの内側にいた。迷彩服の男性だ。後ろに大型の装輪車が停とまっている。巡回中の警備員か。無線と長身の銃を肩から下げている。

「あ、いや……えっと」

　しどろもどろになっていると男性は眉まゆをひそめた。

「なんだ子供か。いちゃつくなら別のところにしろ」

「え」

　刹せつ那な、自分達がどう見えているか気づく。若い男女が二人、人ひと気けのないところで話しこんでいる。間の悪いことに明華の腕は慧にしっかりと絡からみついていた。肩と肩が触れ合いともすれば顔まで当たりそうだ。

　かっと頰が熱くなる。いや、違う、これは違うんです。

　だが否定する間もなく男性は手を振った。

「早く帰れ。でないと警察に言って補導してもらうぞ」

　面倒そうに告げて車に戻る。マグライトの光をもう一度こちらに向けた。

「ほら、行った行った！」

「あ、はい！」

　弾はじかれたようにフェンスから離れた。ほどなくして車のエンジン音が遠ざかっていく。夜の静寂しじまが再び周囲を満たした。

　えー……っと。

　どちらからともなく顔を見合わせた。

　顔が近い。相手の鼓こ動どうが、体温が感じられる。

「な、なんか勘かん違ちがいされたな」

「そ、そうだね」

「悪い、俺おれなんかとその……変な関係に見られて」

「け、慧けいこそ嫌いやだったよね。あたしなんかとそういう風に扱われて」

「いや、明華ミンホアこそ」

「慧の方が」

　……。

「とりあえず帰るか」

　気まずさを誤ご魔ま化かすように提案する。明華も「あ、うん」と答えて身体からだを離した。お互い続く言葉が出てこない。直前の話題も悪かったのだろう。普段の明華ならば「は？　あたしと慧が？　馬ば鹿かじゃん」くらい言いそうだった。が、今はただ戸惑い気味に視線を落としている。

　無言のまま自転車に戻りスタンドを蹴けり上げた。月明かりの下、浮かび上がる彼女はいつもより儚はかなげに見える。艶つややかな黒髪、細いうなじ、目の下のぷっくりとした涙なみだ袋ぶくろ。

　綺き麗れいになった、と思う。昔の彼女はショートカットでほとんど男の子と見分けがつかなかった。いや、変わったのは外見だけではないだろう。弱音を吐いたり涙を見せたり九年前の明華なら絶対出さなかった態度だ。

（女の子、なんだよな）

　今いま更さらながらの事実にどぎまぎする。調子が狂う。これからどう接してよいか分からなくなりそうだった。

「あ、あのさ明華」

　なんとか元の調子を取り戻そうと呼びかけた時だった。




　目の前に黒一色のバンが飛びこんできた。




　は!?

　激しいブレーキ音を立ててバンが停とまる。進路をふさがれた。後輪を滑すべらせ慧達の前に横づけする形だ。ぎょっとなって振り向くと背後にもバンが現れていた。

「な、何!?」

　明華ミンホアの叫びはこちらの思いを代弁していた。だが答えの代わりにもたらされたのは扉の開放音だった。続いて車内から黒ずくめの男達が飛び出してくる。

「……！」

　悲鳴を上げる間もない。両腕を押おさえられさるぐつわをかまされる。ほとんど抱だき上げられるようにしてバンに放りこまれた。扉が閉まる。光が途絶え、だめ押しのように目隠しをされた。

　車が動き出す。現れた時と同じように猛もう烈れつなスピードで加速し始めた。

　振動が身体からだの下から伝わってくる。わけが分からない。一体何が起きたのか、この連中は誰だれなのか、まったくと言っていいほど理解できなかった。

　ただ一つだけはっきりしていることがある。

　自分達は拉ら致ちされたのだ。







[image: ＊Ⅱ＊]







　鉄と油の匂においがする。

　慧けいは膝ひざをつき前まえ屈かがみにさせられていた。床は硬くひんやりと冷えきっている。随ずい分ぶん広い空間のようだ。時折聞こえる反はん響きよう音おんが遠い。倉庫か、あるいは工場のような場所にいるようだった。

　動どう悸きがする。不安が止めどなく湧わき上がってきた。一体自分はどうなるのか、明華ミンホアは無事なのか、目隠しのせいもありさっぱり状況がつかめない。

　車から降ろされてどのくらいたっただろう。おそらく十分か十五分くらいのはずだ。その間、一言も声をかけられていない。かといって放置されているわけでないのは背後に人の気配があることで分かる。背中に筒状の物体が押しつけられていた。冷たく重い鉄の感触。

　は……ぁ。

　喘あえぎ声が必要以上に大きく聞こえる。背中や脇わきの下がじんわりと汗ばんでいた。

「いいぞ、取れ」

　不意に低い声が響ひびいた。

　頭を押おさえられ目隠しが外される。瞬しゆん間かん、激しい光こう芒ぼうが目を射い貫ぬいた。

　サーチライト……いや、ヘッドライトか？　大型のオフロード車がこちらを照らしている。その正面に人影が一つ立っていた。逆光で細部はよく分からない。が、ひどく横幅が広いのは見て取れる。かなりの肥満体だった。

　明華は。

　慌あわてて周囲を探すも少女の姿はなかった。振り返ろうとした瞬間、首筋を小突かれる。「前を向いていろ」ということらしい。なすすべもなく凍りついていると今度はさるぐつわを外された。

「さて」

　先さき程ほどの声がもう一度響く。肥満したシルエットが眼鏡めがねを直していた。どうやら男性らしい。白衣と思おぼしき裾すそが揺れる。

「単刀直入に訊きこう。一体どこの手の者だ。誰だれに頼まれた」

「は？」

「何を探っていた？　どこまで予備知識を持たされている？」

「な、何を」

　言われているのか。わけが分からない。ただとんでもない勘かん違ちがいをされていることは理解できた。自分達はおそらくひどい誤解の果てに拉ら致ち、尋じん問もんされている。

　ガチャリと金属音が響いた。銃の撃鉄めいた音。

「とっとと喋しやべれ。俺おれは気が短いんだ。だんまり決めこむつもりならこの場で射殺するぞ。それとも日本語が分からないのか。なら仕方ないな、俺は日本語以外分からんからやっぱり殺そう」

「ちょっ、ちょっと待ってください！」

　必死で制止した。

「な、何かの間違いです。俺おれ達はただ散歩してただけで、飛行場の周りを走って家に帰ろうとしてたんです」

「ただの散歩、だと？」

　男は呻うめくように言って額を押おさえた。

「言い訳にしてもセンスがないな。最近の諜ちよう報ほう機関は尋じん問もん対策も満足にできとらんのか。なっとらん、まったくもって嘆なげかわしいな」

「ちょ、諜報機関？」

「いいからどこの所属か言え。モサドかＦＳＢか、それとも雇い主さえ知らされてないチンピラか」

「だから！」

　勘かん違ちがいだって言ってるだろう！　と叫びかけた時だった。男がすっと手を上げた。掌てのひらをかざすように見せつける。

「あと五秒だ」

「!?」

　ゆっくりと親指が折られる。

「四秒後に引き金を引く。これは脅おどしじゃない。言っておくが逃げようとしても無む駄だだぞ。銃で狙ねらってるのは一人じゃないからな。おかしなところを撃ち抜かれて苦しむくらいならヘッドショット一発でくたばる方が楽だ」

「お、俺は」

「もう一度訊きくぞ。おまえの雇い主は誰だれだ」

　そんなものいない、と答えても相手は聞く耳を持たないだろう。かといって出で鱈たら目めを答えてどうなる？　次かその次の質問でボロを出すだけだ。迷っているうちに男の指が折られ始めた。

　残り三本。

　二本。

　一本。

「まっ……！」

　男の口が開く。その声が死刑宣告を伝えようとした時だった。

　背後で光が弾はじけた。続けて凄すさまじいモーター音、何か重いものの動く気配がする。撃たれた……のか？　いや、様子がおかしい。空気が動揺していた。背中から銃口の感触が消えている。よく見ると見張りと思おぼしき人物が後ろを振り返っていた。

「ふん」

　ただ一人肥満体の男だけが泰たい然ぜんと胸を反らしている。面白くもなさそうに鼻を鳴らした。

「なんだ、やっぱり動けるんじゃないか、この怠なまけ者め」

　その言葉は慧けいにかけられたものではない。もっと向こう、ヘッドライトの届かない闇やみの奥に向けられていた。

　恐る恐る振り返る。

　巨大な幌ほろの山が動いていた。裾すその部分が翻ひるがえり前脚とタキシー灯が露あらわになる。前進に合わせて幌が滑すべり落ちた。丸みを帯びたノーズコーンとキャノピー、角つのを思わせる先尾翼カナード。そして……真しん紅くの、内側から発光するようなカラーリング。

　あいつだ。

　心臓が跳はねた。

　赤い翼つばさ。

　正体不明のデルタ翼よく機。

　再びモーター音が響ひびく。機首右下、メンテ中なのか剝むき出しの機関砲が振動していた。その銃口が肥満の男に向けられている。冷たく凄すごみのある殺気が銃の先端から放たれていた。

　男は肩をすくめた。

「分かった分かった。悪ふざけはこの程度にしておく。おい、とっとと片づけるぞ。姫がお怒りだ」

　はい、あーい、と返事が響いてくる。

　電気がついた。広い……格納庫だ。格こう子し状じようの骨組みが頭上を覆おおっている。壁かべ際ぎわに整備車両や資材が並べられていた。

　作業着姿の男女が荷物をオフロード車に載せていく。何人かは赤い飛行機に取りつきチェックを始めていた。銃の類たぐいは誰だれも持っていない。狐きつねにつままれた思いで振り返ると長なが柄えのマグライトが床に置かれていた。

（マジか）

　これだけ大騒ぎしてただのお芝しば居いだった、悪ふざけだった、と？

　だとして一体なんのために、何を目的として行ったのか、意図が分からない。あの赤い戦闘機が普通に存在している状況も混乱を増ぞう幅ふくした。

「おい」

　呼びかけられて振り向く。照明の下、肥満体の中年男性がこちらを見下ろしていた。目が細く鼻の低い、醜男だ。白衣のポケットに手を入れ傲ごう然ぜんと立っている。

　男は小さく顎あごをしゃくってみせた。

「君、少し時間あるか。付き合え、色々話したいことがある」




　格納庫の端に簡易な打ち合わせスペースが設けられていた。長机と椅い子すが無む造ぞう作さに並べられている。男性は躊ちゆう躇ちよなく上座に腰かけると席をすすめた。

「悪いな、茶は出ない。小銭があるなら缶ジュースくらい買いにいかせるが」

「いえ……」

　自動販売機があるのか？　と考えかけて首を振る。いや、いや今はそれどころじゃない。

「明華ミンホアは、明華はどこだ！　無事なのか！」

　机を叩たたかんばかりの勢いで詰め寄る。車で拉ら致ちされて以降、彼女の姿を見ていない。自分と同じような目にあっていたらと思うと気が気でなかった。

　男は「ふん」と鼻を鳴らした。

「無事だよ。適当な理由を話して警衛所で待機してもらってる。君のことを随ずい分ぶん心配して暴れていたようだがね、なんだ？　恋人なのか」

「そんなんじゃ」

　ないと言いかけて口ごもる。男は興味なさげにこちらを見ていたが、ややあって座り直した。

「とりあえず自己紹介しておこうか。防衛省技術研究本部、特別技術研究室室長、八や代しろ通どおりだ。主に対ザイ戦の研究をしている」

　防衛……省？

「自衛隊の人なんですか」

「技官だがね。知識労働中心で荒事は他ほかの人間に任せてる。何せこのナリだからな、銃を持って走り回るのもままならない」

　自じ虐ぎやく的に言って腹をさする。

　なんと返してよいか分からず周囲を見渡した。広い格納庫、整備用の重機、そして外に見える滑走路。

「じゃあ……ここは」

「ああ、空くう自じの小こ松まつ基地だ。さっきまで君が周りをうろついていたところだよ。壁かべの切れ目を探したりアラートハンガーをのぞきこんだり、果てはフェンス脇わきで痴ち話わげんかを始めたりしてたらしいな」

「な、なんで」

「そこまで知っているのかって？　ここは軍事基地だぜ。不審者はきちんと監視カメラでチェックされている。必要とあらば音声だって取得可能だ。よかったなぁキスシーンとか始めないで。格好の出で歯ば亀がめネタになってたところだ」

「……」

「まぁそれはさておき」

　八代通は口調を切り替えた。

「状況を説明しておこう。さっきも言った通り、俺おれはザイに対抗するための研究をしている。ザイのことは知ってるな？　一体なんで俺達はあいつらにやられまくっている？」

「数が多いから」

「他には？」

「連中の方が優秀な戦闘機を持っている」

「三十点といったところだな」

　嫌いや味みな口調で言って八や代しろ通どおりは机をタップした。

「いいか、あいつらの武器は三つある。一つは膨ぼう大だいな数……これは君が言ったな。だが正直一度に戦場へ出てくる数は大したことない。まだ人類が総力戦を挑めば圧倒できるレベルだ。問題なのはどちらかと言えばあとの二つ。すなわちＨｉＭＡＴとＥＰＣＭだ」

「ハイマ……イーピー……？」

「ＨｉＭＡＴとＥＰＣＭだよ。Highly Maneuverable Aircraft TechnologyとElectronic and Perceptual Counter Measures。ふん、英語は苦手か？　じゃあ日本語に訳してやろう。まずＨｉＭＡＴ、これは高機動航空技術の略だ。もともとアメリカの実験機で使われてた用語でな、有人じゃ実現できない高機動性能のことを指している。ザイの連中の飛び方を見たことがあるな？」

「……ええ」

　忘れるはずもない。カラマイから常じよう熟じゆく、上海シヤンハイに至るまで何度も見てきた、およそ重力や慣性などまったく無視した動き。

「一般に戦闘機パイロットの耐えられる荷重は９Ｇと言われている。自分の体重の九倍だな。ザイはそれを軽々と上回り急加速・急旋回を決めてくる。ドッグファイトなどとんでもない。ミサイルを照準するのも難しいくらいだ。そんな相手が二機・三機と連携してきたら……分かるだろう？　普通の戦闘機じゃ対抗しようがない」

「……」

「仮に苦労して奴やつらを射程距離にとらえたとする。ターゲットロックオン、ミサイル発射！　だがこれが当たらない。迷走した挙げ句自爆、下へ手たをするとロックオン自体できなかったりする。ではというのでマニュアル射撃を試みても近づけば近づくほど敵の姿がぼやけてくる。くそっ！　一体どうなってやがるんだ!?　……そう、こいつが奴らの持つもう一つの武器、ＥＰＣＭ──電子・感覚対抗手段だ」

「電子……感覚？」

「一種の妨ぼう害がい電波さ。奴らの現れるエリア一帯に展開されレーダーの働きを阻そ害がいする。のみならず人間の見当識まで狂わせる。反則だろう？　五感も機械のサポートも奪うばわれて、しかも敵より劣る運動性能で戦わなきゃいけない。俺おれならご免めん被こうむるね。現用の自衛隊機で奴らとやり合うのははっきり自殺行為だ」

「そんな！」

　予期せぬ敗北宣言に愕がく然ぜんとする。まさか自衛隊の人間に抵抗を否定されるとは。心の支えをぽっきりとへし折られた気分だった。

　だが八代通は薄く笑った。

「現用の自衛隊機でなら、の話だ」

　不敵な声音。眼鏡めがねの奥の目がぎらりと光る。

「我々も手をこまねいていたわけではない。連中の機体を解析し対抗手段を模索してきた。既き存そん戦闘機のＨｉＭＡＴ化、対ＥＰＣＭ性能の付与。強力な自動操縦装置を搭載し単機で敵戦力の駆く逐ちくを可能とする。それが──ドーターだ」

（ドー……ター）

　ひどく不可思議な響ひびき。兵器とは思えない優ゆう雅がで、だが凜りんとした語感。

「といっても新しい戦闘機を作るわけじゃない。アニマと呼ばれる新型の自動操縦機構を既存の機体に装備、チューニングする。ところがこれがなかなかの難物でな、ほとんどうまくいかない。何機、素そ体たいをお釈しや迦かにしたことやら。虎とらの子のＦ─２Ｂを潰つぶした時は死ぬほど怒られたよ。まぁアメリカさんはＦ─35を一個小隊潰したみたいだから、それに比べれば全然順調だがな」

「はぁ」

「こう見えて俺おれは意外と勝率高いんだぜ。ＲＦ─４ＥＪ、Ｆ─２Ａ、Ｆ─15Ｊ、軒のき並なみドーター化してやった。ＥＵなんて未いまだにタイフーン一機ドーター化できてないからな。凡人が束になったところで俺という天才一人には勝てないってことだ。どうだ、すごいだろう」

　いつの間にかただの自慢になっている。よく分からず相づちを打っていると、八や代しろ通どおりは「だが」と表情を歪ゆがませた。

「そんな俺でもどうにも始末に困るアニマがあってな。現用機はおろか退役機まで試してもうまくいかない。浜はま松まつから展示品のＦ─１０４Ｊも取り寄せたが結果はＮＧ。聞いたことあるか？　スターファイター」

「……いえ」

「最近の若い者は昭和ガメラも見てないのか、嘆なげかわしいな。まぁいい。とにかくあまりうまくいかないんで外国からの評価機も含めて手当たり次第に試してみた。すると一機だけ適合してな。知っているか？　スウェーデンの機体でＪＡＳ39ってのがあるんだが」

　！

　意識が反応した。はっと顔を上げつぶやく。

「グリペン」

「ほぉ、分かるのか。なら話は早い。そうさっき目撃した機体だ。そして……上海シヤンハイ脱出戦の最中に君らを救った戦闘機でもある」

　なっ！

　今度ばかりは仰ぎよう天てんした。先さき程ほどの監視カメラ云うん々ぬんとはわけが違う。一体この男は自分のことをどれだけ知っているのか。

　八代通は片目をすがめた。

「俺達は君を探していたんだよ、王子様」

　獲え物ものを狙ねらう蛇へびのような視線。

「なんとか初飛行にはこぎつけたがね、ドーターとしてのグリペンは非常に不安定だ。簡単に機能喪そう失しつして制御不能となる。君も見ただろう、戦闘中無様に墜つい落らくしたあの有様を。あれじゃだめだ、使い物にならない。実際もう少しで自爆させるところだったんだ。機密の塊かたまりをぷかぷか海に浮かべておくわけにもいかないからな。ところがどうだ。どこの誰だれとも知らない子供がキャノピーに取りついた瞬しゆん間かん、あいつ再起動しやがった。何ごともなかったように、ぴんぴんとな。信じがたい出来事だよ」

「……」

「で、今日だ。修理に出して以来あいつはまた絶不調でな。飛行はおろか再セットアップさえまともにできなかった。一体どうすべきか悩んでいたら監視カメラに見慣れた顔が映ってな。驚おどろいたよ、まさか上海シヤンハイ脱出戦の子供がこんな近くにいるなんて。とっさに確保して一ひと芝しば居い打たせてもらった。君に命の危険が迫ったらグリペンはどうなるか、どういう行動に出るか。──結果は見ての通りだ。奴やつは起動した。君を認識して救おうとした」

　喉のどがからからに渇かわいていた。汗ばむ拳こぶしを握りしめる。

「意味が……分かりません」

「俺おれ達も分からん。正直この非科学的な事態にどう説明をつけるか苦く慮りよしてる。だが結果は確かだ。君の存在はグリペンを安定させる。だから」

　だからと。

　八や代しろ通どおりは語気を強めた。

「あいつを飛べるようにしてやってほしい」

　……。

「は、はぁっ？」

　何を言ってるんだと思う。戦闘機を飛行可能にしろ？　それもドーターだかアニマだかという最新技術の塊を？　できるわけがない。無茶苦茶だ。自分の持っている知識なんてせいぜいセスナレベルだ。それも別に整備士の資格を取ったわけではない。

「む、無理に決まってるでしょう。俺は専門知識も何もないただの学生ですよ。専門家さえ分からない話をどうしろっていうんですか。だいたい今みたいに荒こう唐とう無む稽けいな話を聞かされて、はいそうですかって言えるとでも？　またさっきみたいな悪ふざけじゃない保証がどこにあるんですか」

「おいおい」

　八代通は鼻を鳴らした。

「君は知らんだろうがな、俺は随ずい分ぶんと忙しい人間なんだ。一度ならともかく二度三度と子供をからかう余裕はない。だいいちそこまで繰り返し君を騙だましてなんの得がある？　君みたいな少年からどんな利益を引き出せると？」

　確かにわざわざ噓うそをつき続ける理由はなかった。かといって戦闘機の調整・整備などとても務まると思えない。いやもちろん、あの飛行機に関かかわりたいという思いはある。何しろ上海シヤンハイ脱出時からずっと恋い焦こがれていた機体だ。そばにいてザイ駆く逐ちくの手助けができるなら願ってもなかった。

　だが安やす請うけ合いした挙げ句、問題を起こしたらどうなる？　最先端技術の塊かたまりを自分のミスで墜つい落らくさせてしまったら目も当てられない。自分で自分が許せそうになかった。

「というか、あのパイロットの子はどうなんです？　彼女に機体の調子を見ながら調整を進めてもらえば」

　何せあれだけの操縦技術を持っているのだ。専門の整備士でなくとも十分有益な助言はできるだろうと思ったが。

　八や代しろ通どおりは双そう眸ぼうを瞬またたいた。ひどく怪け訝げんな顔でまじまじと見つめてくる。

「パイロット？」

「え、ええ、あのピンク色っぽい髪をした女の子」

　乗っていたでしょう？　と言うと八代通は天を仰あおいだ。「あぁ」と首を振る。

「これだけ説明したのにまだ伝わらないのか？　まったく面倒だな。一体君は何を聞いていたんだ」

「な、何って」

　八代通の眉まゆが寄る。

「いいか、もう一度言うぞ。ドーターはザイの機動に追つい随ずいするためＨｉＭＡＴ処理が施ほどこされている。これはすなわち普通の人間が乗れる機体じゃないということだ。無人機、自動操縦なんだよ」

「無人……機？」

　馬ば鹿かな、ではあのパイロットはなんだったというのだ。コクピットの闇やみに横たわっていた人形のような少女は。

「お、来たか」

　顔を上げる。視界の端でペールピンクの髪が揺れた。

　いつの間に現れたのか、八代通の橫に小柄な少女が立っていた。深い灰色の瞳ひとみ、飴あめ細工めいた唇くちびる、白しら絹ぎぬを思わせる滑なめらかな肌はだ。服装は簡素な緑のつなぎだ。だがそれさえも彼女の可か憐れんさを引き立てている。あたかもスポットライトが当たったかのように少女の周囲だけが鮮やかに色づいていた。

　どくりと心臓が高鳴った。彼女だ。あの戦場で、唐とう突とつな口づけを交わした女の子。

　八代通はやや芝しば居いがかった動作で席を立った。

「紹介しよう、彼女がＪＡＳ39グリペン。問題の自動操縦装置──アニマだ」

　……は？

　両の目をしばたたく。

　何、今なんて言った。

（装置？）

　少女はぺこりと頭を下げてきた。放心する慧けいを愉快そうに眺ながめながら男が彼女の肩を叩たたく。
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「この子はもうすぐ廃はい棄き処分になる。アニマやドーターの維持には莫ばく大だいな費用がかかるんでな、不安定な試験機にいつまでも金は出せないって判断だ。とはいえ貴重な戦力だから研究者としては最後の最後まであがいてみたい。でだ」

　肥満体の研究者は傲ごう然ぜんと顎あごをしゃくってみせた。

「彼女をなんとか使いものになるようにしてほしい。人類の明日のために、やがて来きたる勝利の日のためにだ。頼まれてくれないかね？　王子様」




「慧！　慧、無事だったの!?」

　警衛所に入るなり明華ミンホアが駆け寄ってきた。飛びつかんばかりの勢いでしがみつき頰ほおや肩に触れてくる。

「ひどいことされなかった？　怪け我がしてない？　不審者の取り調べとか言われて……あたし、あたし、どれだけ心配だったか」

「大丈夫だよ、大したことない」

　ぶっきらぼうに答えて身を引く。周囲の視線が気になった。同年代の女子に世話を焼かれる男など世辞にもみっともいいものではない。

　制服姿の自衛隊員が疲れきった表情で立ち尽くしている。首や顔にひっかき傷と思おぼしきみみず腫ばれがあった。誰だれがやったのか、あまり詮せん索さくしたくない。

　八や代しろ通どおりが一歩進み出てきた。ポケットから手を出し慇いん懃ぎんに頭を下げてくる。

「誤解とは言え手荒な真ま似ねをしてすまなかった。民間人に狼ろう藉ぜきを働くとは公こう僕ぼくとして不ふ徳とくの極みだ。申し訳ない。必要ならご自宅まで謝罪にうかがう、許してもらえないだろうか」

　平然と言い放ってくる。鉄てつ面めん皮ぴとはまさにこのことだろう。先さき程ほどまでのふてぶてしさが噓うそのように丁重な物腰となっている。

　正面から向き合い一礼した。

「いえ、こちらこそ誤解を招くようなことをしてすみません。以降、夜の基地には近づかないようにします。お騒がせして申し訳ありません」

　話を合わせる。まさか明華ミンホアの前でアニマやドーターのことを話すわけにもいかない。自衛隊の中でさえ公おおやけになっているか怪しい話だ。一いつ旦たんうやむやにしてこの場を収めたかった。

「ではせめてご自宅まで送らせてもらえないだろうか。車を出させる」

「お気き遣づかいありがとうございます。ただ自転車を放置してるのでそれで帰ります。元の場所だけ教えてもらえますか」

「なるほど、ではそのように」

　そらぞらしいやりとりの末に話を打ち切る。警備の隊員につきそわれ外に出た。扉を抜ける瞬しゆん間かん、背後で八代通が囁ささやいてきた。

「約束は覚えてるな」

「……ええ」

　約束とはよく言ったものだ。ほとんど強制だろうに。グリペンという少女の面倒を見る。兵器として安定させる。一体どうしたらという疑問にはついぞ答えてもらえなかったが、取り急ぎ明日基地を再訪するよう言われている。詳しい話はそれかららしかった。

『何、ただでとは言わない。君、航空学生を受験したいらしいな。なんなら便べん宜ぎを図ってもいいぞ。ややこしいプロセスは色々吹っ飛ばしてやってもいい』

　一体どこまで個人情報が流出しているのか、空恐ろしくなる。最初は自分の名前も知らなかったようだから拘こう束そく中に調べたのか。いずれにしろ下へ手たな隠し事は無む駄だのようだった。

「じゃあまた明日」

「おう、待ってるぞ」

　短く挨あい拶さつして警衛所を出る。自転車はゲートの外に二台並べてあった。

「本当に大丈夫？」

　明華が心配そうにのぞきこんでくる。「大丈夫だって」と答えてスタンドを蹴けった。

　無人の夜道を走っていく。しばらくはどちらとも無言だった。明華も何を訊きいてよいか分からない様子だった。

「悪かったな」

　ぽつりとつぶやく。明華ミンホアは「え？」と顔を向けてきた。

「すまなかったって言ってるんだ。俺おれ、なんか自分のことばかりで、明華の気持ちを考えてみなかった」

　引き離され彼女の身を案じたからこそ分かる。親しい相手が傷つくのはひどく辛つらいものだ。そういう自然な感情を理解できずただただお節介と思っていた。我ながら恥ずかしい。子供と思われても仕方なかった。

「これからはなるべく心配かけないようにする。明華を一人にはしない。だから……今日のことは勘かん弁べんしてほしい」

「え、え、え」

　明華は目を丸くした。信じられないものでも見たようにぱちぱち瞬まばたきしている。

「ど、どうしちゃったの慧けい、そんなしおらしいこと言うなんて……変だよ。なんか気味悪いんだけど」

「なんでだよ！」

　ひどい言われようだった。なんだよもう、人が折せつ角かく勇気を振り絞ったのに。

　だがこのくらいの距離感がやはり心地よい。ようやくのことでいつもの関係が戻ってきた思いだった。

　もちろん空への夢を諦あきらめる気はない。予期せぬ航空学生への切符も手に入ったことだしいつかは自分の思いを伝え直すつもりだ。

　だがしばらくは明華のそばにいよう。この異邦の幼なじみを大事にしよう。少なくとも彼女の家族の安否が分かるまでは。それが九年間自分を守り続けてくれた友人に対するせめてもの恩返しだった。

（と言ってるそばから明日基地行きなんだけどな）

　果たしてどういう名目で外出するべきか、頭を悩ませていると、不意に明華が「あれ？」と言った。

「なんだろ、人がいっぱい」

　前方右手、陸上競技場の入り口に通行人がたむろっていた。何かイベントでもあるのかと思ったが、そういうわけではないらしい。街頭ビジョンのニュースに足を止めている様子だった。

　ブレーキをかけて停車する。映し出された番組の内容を見て息を吞のんだ。

　明華も同じ気持ちだったのだろう。ハンドルを持つ手に力がこもっている。

「……宋ソンおじさんおばさんとの連絡、思ったより早くつくかもな」

「うん」

　すがるような眼まな差ざしでうなずく。視線の先には海を征ゆく大艦隊の姿があった。

『本日午後四時、横よこ須す賀かを母港とするアメリカ海軍空母ジョージ・ワシントンは中国近海に向け出航しました。反政府勢力の侵攻で孤立した中国臨海地区との連絡を確立する目的で、第七艦隊の他艦かん艇ていも随ずい伴はんする形となります。一連の中国内戦に対し初めてアメリカが正規戦力を投入することとなり、在中邦人の救出にも弾はずみがつくものと思われます──』
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　朝食を食べてから基地に赴おもむいた。

　明華ミンホアにはバイトの面接と告げてある。基地内の売店で募集があった。短期ＯＫなので受けてみたいと。現地学校の編入までまだ時間がかかる。それまで余よ暇かを無む駄だにしたくないのだと説明した。ほら、俺おれ達居い候そうろうだし。ちょっとくらい家にお金入れておきたいだろう？

　最初「基地」という単語を出した時、明華の眉まゆは吊つり上がった。昨日の今日でまた自衛隊？　戦闘機探し？　と思われたのかもしれない。だが話を聞くうち普通の売店勤務と分かったのだろう。「まぁ面接くらいなら」と送り出してくれた。彼女自身、タダ飯食らいの境遇には後ろめたいものを感じていたらしい。「あたしもそのバイトやってみようかな」と危ういことをつぶやき始めた。

　いや、募集一名らしいんで、ここは俺に譲ゆずってくれと誤ご魔ま化かしたのが三十分前、気づけば約束の時間ギリギリになっていた。必死でペダルをこぎ空港南の正門に乗りつける。受付で身分証代わりのパスポートを提示すると、中年の警備員が怪け訝げんな顔をしながら取りついでくれた。

「すぐ来るそうだから、待っててもらえる」

「はい」とうなずき脇わきにのく。配送業者と思おぼしき来客が後ろに並んでいた。見ているうちオリーブドラブの装甲車が走り出ていく。

　意外と交通量が多い。そして人目もある。自転車の高校生は予想以上に浮いていた。道行く人々がちらちらとうかがってくる。

　……居心地悪いな。

　八や代しろ通どおりはどのくらいで来るのだろう。広い基地だからかなり待たされるのかもしれない。その間ずっと好奇の視線にさらされるのは辛つらかった。

　せめて少しでも目立たないようにと自転車を警衛所の壁かべに寄せる。車体を隠すように前に立った。なるべくお行儀よく、隊員の身内みたいな顔を作って。

（……綺き麗れいなところだな）

　昼間の基地は美しかった。青空の下もと、並木と緑色の建物が並んでいる。遠くに紅白の大きな通信塔が見えた。Ｙ字形の電灯があたかもオブジェのごとく構内道路沿いに立っている。

　昨晩とは全然印象が違う。装甲車や自衛隊員の姿さえなければ大学のキャンパスと勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

　というかこの雰ふん囲い気きだとむしろ八代通が場違いなんじゃないか？　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなキャラクター。陽ひの光の下だとあまりに毒々しい。彼と一緒に歩けば余計に目立つのでは？　そう思っていると足音が響ひびいた。来た。

　嘆たん息そくし振り返る。せめてあの毒気に負けないよう気を強く持とうとしたが。

「な」

　ワンピースの少女が立っていた。

　灰色の瞳ひとみを大きく開きこちらを見つめている。ペールピンクの髪が風に揺れた。剝むき出しの白い腕が陽光を弾はじいている。

「お待たせ」

　グリペンは無表情に言った。

　動揺がこみ上げる。突然の邂かい逅こうに衝しよう撃げきを隠しきれない。「え、あ」と口をぱくぱくさせる。

「グリペン……？」

　こくりと肯定される。

「迎えに来た」

「八や代しろ通どおりは？」

「いない」

「は？」

「外出中、だから今日は私が相手をする」

　なんだそれ、人を呼び出しておいて自分は外出？　しかもメンテナンス対象の戦闘機を迎えに寄よ越こしてきた。引き継ぎ完了、あとはよろしくってか？　いくらなんでもぶん投げすぎだろう。

「他ほかに誰だれかいないのか？　別の担当者とか」

「いない」

「おまえだけ？」
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「そう」

　……。

　予想外の展開だった。一体どうすればいいのか、もともと想像できなかったがこれほどまでとは思わなかった。完全に想定外だ。

「行こう」

　グリペンがワンピースの裾すそを翻ひるがえす。行く？　「どこへ」と顔を上げた。

「食堂」

「……？」

「朝ご飯まだだから。あなたにはお茶を出す」

「お茶」

「有料の飲み物がよければ価格次第で検討する」

「いや、そういう話じゃなくて」

　兵器が朝ご飯とか食べるのか？　普通に食堂へ通っているのか？　根本的な疑問を口にする余裕は、だが与えられなかった。話はすんだとばかりにグリペンが歩き出す。慌あわてて自転車を押した。

「ちょ、ちょっと待て。待てって！」

　小走りで橫に並ぶ。綺き麗れいな作り物めいた横顔をのぞきこんだ。

「俺おれのこと……その覚えてるのか？」

「？　昨日挨あい拶さつした」

「じゃなくて、海で墜つい落らくした時会っただろう。キャノピー開けて、そうしたらおまえが目を覚まして」

　キスされた。胸元にしがみつかれた。

　あれがなんだったのか、確認しない限りまともなコミュニケーションを取れそうにない。何せ見た目は普通に人間の女の子なのだ。しかもかなり愛らしい。

　グリペンは立ち止まった。細い眉まゆが困ったように寄る。

「覚えてない」

「は？」

「あの時は無我夢中だったから。いつ墜おちていつ回収されたのかも記憶していない。ごめんなさい」

「そ、そうなのか」

「あなたに助けてもらったとは聞いている。ありがとう」

　あくまでも冷静に頭を下げてくる。その口調に初対面の時の熱情はない。してみると本当に忘れているのか。そもそも意識が混こん濁だくしていただけで特別な思いがあったわけじゃない？

　……なんだよ。

　安あん堵どと同時に失望がこみ上げてくる。まぁ期待していたわけではないが、むしろ理由が分からず混乱していたが、結論はシンプルだった。自分が少し意識過か剰じようだったという話。

　何ごともなかったようにグリペンが歩き出す。今度はもう呼び止めなかった。無言のまま基地内を歩いていく。

　途中自転車を駐輪場に停とめ青い屋根の建物にたどりついた。白しら壁かべのロッジを思わせる外観。入り口に隊員食堂のプレートがある。グリペンはためらうことなく中に入っていった。自販機コーナーを抜けて食堂スペースに立ち入る。

　学食のような空間だった。プランターの向こうに長机が整列している。左手に配はい膳ぜん所じよが設けられ給仕の人達が忙しげに動き回っていた。

「席、好きなところで」

　長机を指し示される。時間帯のせいか店内は閑かん散さんとしていた。とりあえず一列奥に入り配膳所寄りの椅い子すを引く。

「ここでいいか？」

「うん」とグリペンはうなずいた。

「ご飯とお茶取ってくる」

　歩き始めて、だがすぐに立ち止まる。肩越しに振り返り。

「お茶以外がいい？」

「ん？」

　ひどく真剣な表情。

「百三十円までなら出せる。それを超えたら折せつ半ぱんで」

「い、いやいいよお茶で。別におごってもらおうとか思ってないし」

「そう」

　ややほっとした様子なのは気のせいだろうか。金欠？　というかお小こ遣づかい制なのか、機密兵器が。

　グリペンはワンピースの裾すそを揺らし配膳所に向かっていった。爪つま先さきで伸び上がり注文、ポケットからＩＤカードを取り出しリーダーにかざす。迷う様子がないのはあらかじめ頼む料理が決まっていたためか。トレイに皿を載せて戻ってくる。

「ただいま」

「お茶は？」

「！」

　即座に回れ右して駆けていく。給湯スペースからお茶と水を運んできてもう一度。

「ただいま」

「箸はしとかスプーンは？」

「……！」

　戻ってきた彼女は息を切らせていた。片手に食器を鷲わしづかみにしている。ただあくまで平静を装よそおうつもりなのか静かに「ただいま」と告げた。

「……おかえり」

　そのまま着席したが、さすがにすぐ食べる気にはなれないのだろう。無言で呼吸を整えている。たまりかねて「おまえさ」と呼びかけた。

「ひょっとして結構おっちょこちょいとか？」

　衝しよう撃げきが空気を揺らした。灰色の瞳ひとみが見開かれる。グリペンは驚きよう愕がくも露あらわにかぶりを振った。

「そんなことはない、大きな勘かん違ちがい」

「だって全然兵器っぽくないぞ。慌あわてん坊だし言ってることも天然っぽいし。なんか、不思議ちゃんというか」

「それ以上言ったら怒る」

「……」

　怒る、怒られるのか。

　彼女は視線を振り切り箸はしをつかんだ。プレートの唐から揚あげをつまみ頰ほお張ばり始める。不器用な食べ方はとても上品とは言えない。箸の使い方を覚えたての幼児のようだ。

　改めて少女を観察する。

　小柄な体たい軀く、華きや奢しやな手足、幼さを残した風ふう貌ぼう。髪の色さえなければ普通に人間の女の子だった。というか本当に戦闘機なのか？　実は八や代しろ通どおりに担かつがれているだけで、そのへんの中学生ってオチだとか。

　思い悩んでいるとグリペンが箸を止めた。

「少し……緊張してる」

「え？」

「普段通りにできない理由。外の人と話すの初めてだから」

「初めてなのか？」

「うん」とうなずいた。

「基本的にハンガーとラボを行き来してるだけだから、話しかけてくれるのはメンテナンスのスタッフだけ。空に出たらもうずっと一人だし」

「……」

「だから戸惑ってるだけ。普段はもっとちゃんとできる」

　意外と意地っ張りだった。苦笑が漏もれる。距離感をつかみあぐねているのは向こうも同じということか。ＯＫ、分かった。自然体で行こう。

「鳴なる谷たに慧けい」

　グリペンが顔を上げる。目線を絡からませ首しゆ肯こうしてみせた。

「俺おれの名前、自己紹介がまだだっただろう。だから」

「慧けい……」

　うわごとのようにつぶやく。「そう、慧だった」

　？　だった？

　若じやつ干かん奇妙な返し。だがいちいち気にしていられない。「おまえは」と身を乗り出した。

「なんて呼ぶのが正しいんだ？　八や代しろ通どおりはアニマとかなんとか言っていたけど」

「グリペン」

　はっきりと言い切られた。瞳ひとみが急速に無機質な光を帯びる。

「ＪＡＳ39グリペン、それ以外の何者でもない。人間が自分の脳と身体からだをいちいち区別しないのと同じ。アニマとドーターは不可分で同一の存在。ただの──兵器」

　兵器……。

「だからグリペンでいい。正確を期したいなら素そ体たいとなった機体のシリアルナンバーを教える」

「いや、いやいいよ。グリペンな」

　正直呼びづらいが無味乾燥な数字を教えられるよりマシだ。

「じゃあグリペン、本題に入るけどこのあとどうするつもりだ？　食事をして次の予定は？」

　きょとんと首を傾かしげられる。

「ノープランかよ」

「あなたの相手をする」

「だから具体的にどうするんだ？」

「慧は何をしたい？」

　質問に質問で返された。ええい面倒くさいな。トランプしたいと言えば「はい」と答えるのか？　答えそうだが。

「普段は何をしてるんだ？」

「普段？」

「自由時間とかあるだろう？　基地内でどうしてるんだ」

　グリペンはしばらく考えた後。

「散歩」

「は？」

「ぶらぶらしてる。あちこち、探検」

「自由な兵器だな」

「あとは昼寝」

「……おまえ本当にあの時の機体か？」

　心の底から疑いたくなる。上海シヤンハイ脱出戦で閃せん光こうのごとく駆け抜けた機影と目の前の少女がどうしても結びつかなかった。正直もどかしい。こちらの感情を滾たぎるだけ滾らせて実は廃はい棄き寸前？　余よ暇かは散歩に昼寝？　しっかりしてくれと言いたかった。

　まぁ、何も問題ない相手ならそもそも自分に声はかからなかったわけで。

「了解、分かった」

　景気よくお茶をあおる。

「じゃあ一緒に散歩しよう。おまえがいつも歩いてるところに連れてってくれ」

「それでいいの？」

「自衛隊基地を自由に歩ける機会なんて滅めつ多たにないしな」

　焦あせっても仕方ない。気長にいこう。話しているうちに何か現状打開のヒントを得られるかもしれないし。

「了解、じゃあ急いで食べる」

「落ち着いてでいいよ」

　プレートにかぶりつくグリペンから視線を外すと、丁ちよう度ど制服姿の一団が入店してくるところだった。陽気に歓談しながら配はい膳ぜんスペースを目指してくる。その視線がこちらに留まった。瞬しゆん間かん、笑い声が途絶える。

　空気が固まった。離れていても明確な緊張が伝わってくる。……緊張？　いや違う。これはもっとなんというか。

　恐怖。

　脳裏に浮かんだ言葉はひどく現実味のないものだった。

　なんだ、恐怖？　一体何に対し怯おびえているというのだ。

　男性隊員達の視線を追う。そこにはペールピンクの髪の少女がいた。




　五分ほどで食事をすませ食堂から出た。

　十字路を渡り基地東側に向かう。途中売店や資料館のようなものを目撃するも立ち寄ることなく通過した。ちなみにカーキ色のペンションめいた建物もあり、何かと思ったら隊員用居酒屋だった。食堂の存在といい、生活に必要な施設はあらかた揃そろっているらしい。一つの町がまるごと基地内にある感じだった。

　歩いているうちに気づいたが周囲の視線がほとんど感じられなかった。人通りはある。だがあえてこちらを注視したりしない。正門とは様子がかなり異なっていた。未成年の男女が私服姿で基地を散歩、目立たないわけはないと思ったが。

　……いや。

　避けられているのか。

　グリペンに近づかないよう、目線が合わないようにしている。

　どういうことだろう。軍事機密ということで接触が禁止されているのか。事故が起きないよう距離を置かれているのか。

（そういう様子でもないよな）

　道行く人々の顔は警戒に満ちていた。食堂の隊員と同じだ。強い緊張が表情にうかがえる。人によってはあからさまに視線を背そむける者もいた。

　……嫌けん悪お？

　なぜだ。ザイ対策のため人類にもたらされた希望、福ふく音いんだろうに。動作が不調だから疎うとんじられている？　だが、にしたって。

「あれ」

　グリペンが立ち止まった。伸ばした手が左手の建物を指している。

「３格」

「サンカク？」

　切きり妻づま屋根の建物だった。緑色の壁かべに採光窓、軒のき下したに大きな開口部が設けられている。ライトブラウンのゲートが開き中が垣かい間ま見えた。

「第３格納庫、昨日あなたが拉ら致ち・監禁されたところ」

「げっ」

　脳裏に昨晩の恐怖が蘇よみがえる。首筋に突きつけられた金属の感触、強圧的な八や代しろ通どおりの声。

「大丈夫、もう一度同じことがあっても私が助けるから」

「いや、もう一度とかいらないし」

　というか助けるってあの機関砲でか？　ぶっ放したら自分もただじゃすまないように思うが。

　グリペンの指が左に移動した。

「橫が２格、その隣となりが１格。大きいのが以上、あと細かいのが４・５・６と続く」

「結構規模でかいんだな」

「日本海側の基地で戦闘機が配備されてるのはここだけだから。大陸沿岸がザイの手に落ちたら小こ松まつが最前線になる」

「そうなのか？」

「今はまだ台たい湾わん・半島が健在だから平和だけど、そこがやられたら」

「……」

　恐ろしい事実をさらりと突きつけてくる。

「次、こっち」

　格納庫の脇わきを抜け飛行場に出た。視界が開ける。吹き抜ける空気が鼻び腔こうを満たした。エプロンにジェット機が一機止まっている。

「滑走路は一本、離着陸の方向でＲＷランウエイ06、ＲＷランウエイ24と呼び分けてる」

「一本？　だってここ、確か民間機も下りてくるんだろう」

「一緒に使ってる」

「緊急発進とかあったら？」

「ゆずりあい」

　……。

　最前線になるかもしれない基地が軍民共用とか、非常時に大丈夫なのか？

　更さらに視線を走らせると滑走路の向こうに黒い建物が見えた。全部で四つ、分厚いシャッターには見覚えがある。昨晩敷地外から確認できた施設だ。

「あれは？」

「アラートハンガー」

　短く回答された。

「スクランブル機の待機場所。五分待機が二つと三十分待機が二つ、それぞれ定められた時間で発進準備を整える」

「へぇ、じゃああの中に戦闘機がいるのか？」

「そう」

「ふぅん」

　見たいなぁと言いかけて口ごもる。あそこの機体が視認できるのはスクランブル時だけだ。非常事態を好んで待つ馬ば鹿かはいなかった。

「次」

　言ってグリペンが歩き出す。ワンピースのリボンが風になびいた。

「え？　あ、もう？」

　気づいた時にはすたすたと歩き去っている。ひどく慌あわただしい散歩だった。嘆たん息そくし細い背中を追いかける。

「なぁ、今度はどこだ」

「……」

「なぁって」

　返事はない。黙々と広大なエプロンを歩いていく。誘導路から構内道路に戻り体育施設の前に出た。そのまま数分ほど行くと周囲の建造物がまばらになってきた。駐車場の先、松林に道が続いている。うっそうと茂る枝葉がアスファルトに濃い影を落としていた。

　まさかあそこに行くつもりか。

　懸け念ねんは現実のものとなった。グリペンが松林に入っていく。ひんやりと左右から冷気が押し寄せてきた。空港の喧けん噪そうが断ち切られる。辺りに人ひと気けはなくまるきり二人きりだった。

「おい、おまえ一体」

　さすがに薄気味悪くなり声をかけた、瞬しゆん間かん。

「ここ」とグリペンが道路脇わきを示す。

　かまぼこ形のコンクリートアーチが現れていた。古びた造りで表面がところどころ黒ずんでいる。正面には台形の開口部が設けられ中が確認できた。狭いアーチの下にあったのは──

「プロペラ機？」

　迷彩色の単たん発ぱつ機きが羽を休めている。緑と白の斑まだら塗装で翼つばさには日の丸が確認できた。旧軍の戦闘機みたいだ。いや、だとしてもなんでこんなものが。

「昔の掩えん体たい壕ごう」

「エンタイ……何？」

「空港を攻撃された時に飛行機を守る施設」

「はぁ」

　脇わきに解説のプレートが立っていた。どうも旧海軍がゼロ戦などの戦闘機を格納するために造った施設らしい。史跡として保存されているのか。中の機体は戦後の自衛隊機をそれっぽく流用したと書かれている。

　で、なぜこんなところに？

　振り返って目を見開く。グリペンの姿がない。先さき程ほど立っていたところから忽こつ然ぜんと消え失うせていた。

「おい、グリペン」

　慌あわてて走り出しかけて視線がピンク色の光をとらえる。掩体壕の中に少女が座っていた。床にビニールシートが敷かれている。彼女は置物のようにアーチの下に収まっていた。

「何してるんだよ」

　いい加減振り回されすぎて頭がくらくらしてきた。詰きつ問もん口調で訊たずねるとグリペンは顔を上げた。

「秘密基地」

「は？」

「お気に入りの場所。ベッドみたい」

「ベッド？」

「屋根がついたやつ、高級品」

　どういうことだ、混乱しかけてふっとプロペラ機の姿をとらえる。ああ、そうか。なるほど、人間サイズなら意味不明だが飛行機の立場なら確かに屋根付き寝所だ。

「お姫様とかが寝る天てん蓋がい付きベッドってことか」

「そう」

　ひどく嬉うれしそうにつぶやく。彼女は手元に光るものを取り寄せた。ビー玉……か？　見れば壁かべ際ぎわに缶バッジやお菓子の箱が積まれている。まさに子供の秘密基地だった。

「いいのかよ、ここ一応自衛隊の敷地だろう？　勝手に私物化して」

「まだばれてない」

「ばれなきゃいいのか!?」

「室長は『露ろ見けんしない悪事は悪事じゃない』って言ってた」

「室長って、八や代しろ通どおりのことか？」

　こくりとうなずく。なんてこった、一番情操教育を任せちゃいけない相手に影えい響きようを受けているとは。てか悪事って認識してるならやめろよ。

　グリペンはビー玉を陽光にかざした。

「多分室長はここのことを知ってる。これをくれたのも室長だし」

「秘密基地の材料にってか？」

「うん」

　灰色の目がすがめられる。

「ぶっきらぼうだけど時々優やさしくしてくれる。早く恩返ししたい」

「恩返し」

「不調を直して自衛隊と一緒に戦う」

　殊しゆ勝しような心意気だが、八や代しろ通どおりと「優しい」という単語がいまいち結びつかない。なんというか、いたいけな少女が悪人に騙だまされているだけのような。菓子箱とか古い缶バッジとか、取りようによってはただのガラクタだし。不用品を渡しこき使っているというのは、うがちすぎだろうか。

「慧けいも、こっち」

　小さな手がビニールシートを叩たたいた。一緒に座れってことか？　断りたいところだが視線に妙な圧がある。言うことを聞かないといつまでも急せかしてきそうだ。

　観念して中に赴おもむく。天井にぶつからないよう頭を低くし壁かべ際ぎわにたどりついた。

　少女の橫に腰を下ろす。コンクリートの冷気が身体からだに伝わってきた。畜ちく生しよう、なんだって俺おれがこんなことを。毒づいた瞬しゆん間かん、だが視界に鮮やかな光が飛びこんでくる。

　目を見張った。

　開口部で外の景色が切り取られていた。木々の緑に陽光が映えている。木立の間から青い空と白い雲がのぞいていた。

　絵だ。一いつ幅ぷくの絵が眼前に広がっている。

「落ち着く」

　とグリペンがつぶやいた。膝ひざを抱かかえ華きや奢しやな背中を丸める。




　──天国のフウイ・お庭にアオ・行ってジヤルデイン・きたよダ・セレステイ。




　歌声。

　聞き慣れない発音だった。思わず「どこの言葉だ？」と訊たずねる。グリペンは首を傾かしげた。

「分からない。初期構築時に色々テキストを転送されたからその中にあったのかも」

「初期構築……転送？」

「ゼロベースで知識を形成すると時間がかかるから、ネット等の公開データを読みこんで一気に一般常識を構築する。テキストを分割・意味解析・階層化して」

　よく分からない。人間のように教育すると面倒なため速成で機械学習されたということか。こういう話を聞くとやはり少女が人外の存在に思えてくる。作り物の人格、プログラムされた知性。外見が外見なだけに、いまいちまだ現実味が薄いが。

「あ、そういえば」

　ふと思い出した。

「おまえ、上海シヤンハイ脱出戦で会った時も何か外国語っぽいこと喋しやべってたけど覚えてるか？　えーと……ノヴァ──エルとかエレとか」

「Nova Era」

「そう、それ」

　グリペンは口元に指を当てた。

「覚えてないけど意味は分かる。『新しい時代』という意味」

「新しい……時代」

　当時の状況を思い返すもやはりぴんとこない。キスの話と同じ、混乱して口走っただけなのか。

「じゃあそれもテキストの中にあったわけだ」

　何気ない感想にだがグリペンは「違う」と即答した。

「？」

「違う……元からあった」

「元？」

　灰色の目がすぼまる。心の内ない奥おうを探るように膝ひざを引き寄せる。

「どこで覚えたか分からないけど、最初から」

　何を言っているのか、理解できずにいると不意に着信音が鳴り響ひびいた。グリペンがポケットから携帯端末を取り出す。

「はい」

　事務的な声。表情が消え失うせ途と端たんに機械的な面持ちとなる。何度かやりとりした後、こちらを向いた。

「ごめんなさい、検査の時間」

「え？」

「戻らないと。正門まで送っていく」

　呆あつ気けに取られる。

　なんだ、今日はここまでってことか？

　到着して二時間もたっていない。受付は九時前だから、おそらくまだ十一時にもなっていないだろう。

　結局自分は何をしに来たのか。食堂でお茶を飲み散歩して第二次大戦の史跡で休憩した。このやりとりがグリペンの回復にどう影えい響きようするのか、皆かい目もく見当がつかなかった。

「また明日」

　こちらの感情など斟しん酌しやくした様子もなくグリペンが告げてくる。「ああ」と答える他ほかなかった。




　狐きつねにつままれた思いで帰宅する。

　一体どういうことなのか。いくつか可能性を検討してみた。

　一つ、からかわれている。解決不可能なシチュエーションに放りこみ、うろたえる様を笑いものにされている。

　二つ、実験台にされている。たとえばグリペンが人体に有害な電磁波を出していて、それにどこまで耐えられるか見ている。

　三つ、勘かん違ちがいされている。本気で自分に何か事態を打開する力があると思われている。で、八や代しろ通どおり達はただただ成果が出るのを待っているとか。

（分からん）

　午後十時、ベッドの上で寝返りを打つ。

　結局帰ってきたあとも八代通からの連絡はなかった。六月十三日火曜日の成果は基地構内を散歩しただけ。普通に考えれば意味不明だ。からかわれていると判断し、以降の協力を断っても不思議はない。

　とはいえ。

（また明日、か）

　当たり前のように告げられた。グリペンの中で自分の来訪は既き定てい事項なのだろう。予想を裏切られることなど微み塵じんも考えていない様子だった。

　行かなかったら……どんな顔をするのかな。

　悲しむのだろうか、それとも無表情に仕方ないと割り切るのだろうか。

　天井を見上げ考えこんでいるとノックの音が響ひびいた。

　扉が開き、黒髪の少女が顔を見せる。

「慧けい、今いい？」

　明華ミンホアだった。

「いいけど、どうした？」

　上体を起こすと彼女は中に入ってきた。グレーのスウェットにうさぎのスリッパ、首にタオルを巻いている。風呂上がりなのか濡ぬれた髪が肩に落ちていた。

「明日、あたし金かな沢ざわ行くから」

「金沢？　なんでまた」

「難民申請の手続き。昨日役所から連絡来て審査通ったみたいだから」

「え、本当か!?」

　よかったと胸をなで下ろす。祖父母宅に身を寄せているとはいえ、今の彼女はまだ一時滞たい在ざい者しや扱いだ。ビザもパスポートも長期居住の根拠となるものは何も所持していない。このまま行けば医者一つまともにかかれないところだ。正式に難民と認定されることで公共サービスや就学の機会を得られる。まずは一安心だった。

「で、でさ」

　わずかに声が上ずる。

「慧けいも行かない？　あっちいっぱいお店あるみたいだし、金かな沢ざわ港に避難してきた時はバタバタしてて町見て回ることもできなかったでしょ」

「観光ってことか？」

「そ、そうだね、観光」

「ん……」

　悪くないかも。小こ松まつから金沢は電車で三十分もかからない。日帰りで気軽に往復できる距離だ。残念ながら小松の駅前はお世辞にも栄えているとは言いがたい。たまに都会を訪れるのもいいかと思いかけたが。

　待てよ、明日？

「いや、だめだ」

「え？」

「明日はその……面接なんだ。朝の十時くらいから」

　明華ミンホアの表情が歪ゆがむ。

「面接って今日やってきたんでしょ。なんでまた明日も行かなきゃいけないの」

「に、二次面接」

「バイトで？」

「うん」

　我ながら苦しい言い訳だった。だが一度噓うそをついた以上、取り下げることもできない。

「ほ、ほら、施設が施設だからさ、現場のリーダーだけじゃ最終判断できなくて、もっと上の人を連れてくるって。基地で働くのに相応ふさわしい人間か、慎重に見極めたいって話」

「だったら最初からその上の人も面接来ればいいじゃん」

「応募者が多いから、ある程度足切りしてるんだって」

　明華はひどく疑わしげに聞いていたが、明確に否定もできなかったのだろう。不機嫌そうに濡ぬれた髪を搔かき上げる。

「じゃあ仕方ないか。一人で行ってくるよ。お土産みやげは期待しないでね」

「うん、ゆっくり羽を伸ばしてこいよ」

「慧は伸ばしすぎないように。明日はお祖じ父いさんお祖ば母あさんもいないみたいだから」

「え、そうなのか？」

「なんか親しん戚せき関係の集まりで朝早くから出かけるんだって。あたしも結構出るの早いし、慧けい一人になっちゃうけど大丈夫？　朝ご飯とか戸締まりとか」

「まぁ……なんとかするよ」

「女の子とか連れこまないように」

「連れこむか！」

　まず相手がいない。この町で知っている同年代の異性といえばそれこそ明華ミンホアしかいなかった。

「おまえこそ年とし頃ごろの男の部屋にのこのこ入ってきて、無事に帰れると思ってるのか？」

　精一杯の憎にくまれ口を叩たたくと明華は鼻を鳴らした。

「腕うで相撲ずもうする？」

「……」

「じゃ、面接遅れないよう早く寝なよ。あたしも今日は早めにベッド入っておくから」

「はいはい」

「晩安（おやすみ）」

　珍しく母国語で挨あい拶さつし部屋を出ていった。

　なんだろう、少し雰ふん囲い気きが明るくなったように思う。難民申請が通ったから？　いや、どちらかといえば例の第七艦隊出撃のニュースを見てからだ。人類最強戦力の投入。大陸に帰還できる希望が出てきたことで肩の力が抜けたのか。

（ひょっとしてグリペンが飛ぶまでもなく全部終わっちゃうのかもな）

　であればなおさら今の自分は何をしているのか。夢みたいな提案に付き合わず真ま面じ目めに足あし下もとの生活を踏み固めた方がよいのかもしれない。パイロットを目指すにしたって、真っ当に祖父母を説得し飛行学校に通う手もあるはずだ。いや、そもそも自衛隊に入ろうと思ったのは赤いグリペンに乗りたかったからで、あれが無人機で人間の操縦できるものじゃないとすれば。

　……ううん。

　考えれば考えるほどどうするべきか分からなくなってくる。

（とにかく明日は八や代しろ通どおりと話させてもらおう。続きがあるにしてもそれからだ）

　布ふ団とんをかぶる。灯あかりを消そうと思ったが予想以上に疲れていたらしい。世界が黒い霧きりに覆おおわれ気づけば意識を失っていた。




　チャイムが鳴った。

　ポーンと短く一回、続けて二回電子音が響ひびく。

「ん……」

　まぶたをこすり起き上がった。窓から朝あさ陽ひが差しこんでいる。照明の光が弱々しい。カーテンが開けっ放しだったのか。床には靴くつ下したやズボンが散乱しひどい有様だった。ああくそ、寝ちまったのか。今何時だ？　八時半、まだ早いじゃないか。

　ポーン。

　再びチャイムが響ひびく。

　誰だれも出ない。そういえば昨日明華ミンホアが祖父母含めて外出すると言っていたな。ということは今この家に自分は一人きりか。

　億おつ劫くうな気分でベッドから立ち上がる。ったくこんな時間に誰だ。セールスや勧誘の類たぐいなら承知しないぞ。毒づきながら階段を下りていくと、もう一度チャイムが鳴った。

「はーい！」

　しつこいな。

　大声を上げ玄関に。サンダルに乗って引き戸を開いた。

「どちらさ──ま」

　小柄な少女が軒のき下したに立っていた。ワンピースの上に大きめのミリタリージャケットを羽織っている。無ぶ骨こつなブーツと細い足が対照的だ。白しら魚うおのような人差し指を突き出したまま固まっている。

「グリ……ペン」

「おはよう、慧けい」

「なんでここにいる」

「送ってもらった」

「誰に？」

「技ぎ本ほんの人」

「ギホン」

「技術研究本部」

　八や代しろ通どおりの所属部署か。慌あわててサンダルをはき直し道路に出る。左右を見渡すとちょうど黒塗りのセダンが交差点を曲がっていくところだった。

「どうしろっていうんだよ！」

　叫び声は虚むなしく大気中に拡散した。低い唸うなり声を一つ、玄関に戻る。グリペンは相変わらず無表情にこちらを見つめていた。

　半眼で見下ろして嘆たん息そくする。

「慧、疲れてる？」

「理由は分かるか」

「さぁ」

「だよな、おまえはそうだよな」

　彼女に怒っても仕方ない。とりあえず何がどうなっているのか把は握あくしたかった。

「で？　俺おれの家まで来たわけは。どうして技本の人達はおまえを送ってきたんだ」

「……」

　それも分からないのか。ひどい脱力感に襲おそわれているとグリペンは首を傾かしげた。

「ハルカからは慧けいの言うことをなんでも聞くように言われている」

「ハルカ？」

「室長、八や代しろ通どおり遥はるか」

　そんな可か愛わいらしい名前だったのか。外見とのギャップに目め眩まいがしそうだ。こめかみを押おさえ。

「えーと……その、言うことを聞けっていうのは」

「好きなようにさせてやれって」

「は？」

「何されても抵抗するなって。年とし頃ごろの男だから少々のことは仕方ないって言ってた」

「……!?」

　あ、あの豚ぶた親父おやじは何を言ってやがるんだ!?

　理り不ふ尽じんを通り越して支し離り滅めつ裂れつだった。人をからかうにもほどがある。「冗談じゃない、すぐ迎えに来てもらえ！」と叫びかけた時だった。

　視線を感じた。

　近所の住人が顔を出している。いずれも昼間の星を見たような表情で固まっていた。好奇に満ちた視線の先にあるのは。

　──輝くようなペールピンクの髪。

　……っ！

　グリペンの手を引き家に入る。いかん、いかん見られた。狭い町だからすぐ噂うわさが広がる。明華ミンホアや祖父母に伝わったらどうなるか分かったものではなかった。

「入っていいの？」

　グリペンが訊たずねてくる。「ああ」とつぶやき廊下に上がった。しばらく人目を避けた方がいいだろう。明華が外出しているのは幸いだった。とりあえず宅内で時間を稼かせげる。

「お茶くらい出すよ。昨日はこっちがもてなしてもらったしな」

「手伝う」

「いいから、ゆっくりしてろ」

　居間に入れて座らせる。座ざ布ぶ団とんにちょんと鎮ちん座ざしている様はほとんど座ざ敷しき童子わらしだ。冷蔵庫からペットボトルを取り出しコップに注つぐ。盆に載せて戻るとグリペンが壁かべの戸棚を見つめていた。

　何見てるんだ？

　のぞきこんで、はっと息を吞のむ。棚の中なか程ほどに写真立てが置かれていた。

　写りこんだ景色は飛行場だ。白塗りのセスナ１７２Ｒが駐機している。その前に大人おとなと子供が一人ずつ立っていた。二人とも開かい襟きんシャツにズボンという軽装、手に飛行用のチェックリストとサングラスを持っている。

　大人おとなの女性はにかっと笑い、子供は照れくさげに視線を逸そらしていた。女性の腕が子供の首に回されている。

「これ、慧けい？」

　グリペンの問いかけに「ああ」と答える。

「隣となりの人は？」

「母親」

　久しぶりに出した単語はひどく乾いていた。

「二人で中国の空を飛んだ時の写真だよ。十歳くらいかな、父親を後部座席に乗せて家族三人で飛んだんだ。途中俺おれも少し操縦したんだぜ」

「慧が？」

　大きな目が丸くなる。

「飛んだの？　自分で空を？」

「こう見えても飛行時間だけなら百超えてるんだぜ。ま、もちろんインストラクターが橫についてだけど」

「すごい」

「すごいって……おまえはもっと自由に飛び回ってるだろう？　速度も高度もセスナなんて比較にならないくらい」

「ううん」

　グリペンの声が一気にしぼんだ。唇くちびるを結びうつむく。

「私は……飛べない」

「飛べないって」

「ハルカが言ってた通り、私はテストでも実戦でもきちんと飛べたことがない。途中で制御不能になって帰還させられている。戦力としては全然期待できない、無む駄だ金がね喰ぐらいの欠陥品」

「そこまで言うことないだろう」

「周りがそう言ってる」

「……」

　どう返してよいか分からず慧は話題を切り替えた。

「理由は分からないのか？」

　不安定の原因、機能喪そう失しつの引き金。

　グリペンは首を振った。

「何度診断しても異状はないって。症状は確認できてもそこに繫つながる原因が見つからない。だから対策も不明。ただ──」

「ただ？」

「私は……何かが欠けてるように思う」

　欠けている。

「何が？」

「分からない。でもそう感じる」

「感じ……ね」

　部品か、プログラムか、はたまた動力が不足しているのか。そもそも彼女が生物か機械かさえ分からない以上、具体的なアドバイスはできそうになかった。

「深刻だな」

　徒労感が湧わき上がってくる。自衛隊の研究機関が総掛かりで解決できないものが、なぜ一高校生風ふ情ぜいに解消できると思われているのか。まったくもって理解できない。

「慧けいはなんで飛べるの」

「なんでって」

　整備済みの機体をマニュアル通りに動かせば、それは飛べるだろう。だがグリペンの眼まな差ざしは真剣だった。ずっと手を前につき迫ってくる。

「どうすればうまくできる？」

　大きな灰色の瞳ひとみ、ほのかに色づいた頰ほお。ワンピースの胸元から白い肌はだがのぞいている。ふわりとハーブの香りが漂ただよってきた。八や代しろ通どおりの伝言が思い出される。『好きにしていい』……いやいやいや、だめだろ。

「えーっと、そうだな」

　肩を押し戻し記憶を探る。煩ぼん悩のうから気を逸そらすように今何が言えるかを考えた。

「昔、母親に言われたことがあったな。飛行機なんてもともと浮いて飛ぶように作られてるんだから、難しいことは考えず好きに操縦すればいいって。素人しろうとが悩むとロクなことにならないとか」

「悩まない？」

「ま、いざとなったら自分がサポートするつもりだったんだろうけど。確かに慣れてない奴やつが色々考え始めると身動き取れなくなるからな。まずは飛んでみろ、好きにフライトを楽しめって意味だったのかもしれない」

　何せ感覚で喋しやべる人だから真意を推し量るのは難しい。あるいは裏の意味など何もなくその場のノリで発はつ破ぱをかけていただけかもしれなかった。だが今のグリペンにはこれくらいポジティブな言葉が相応ふさわしく思える。

　グリペンはうつむき考えこんだ。義務感で飛んでいた彼女からすれば、ある意味異質すぎる価値観だったのだろう。視線を床に落とし沈黙している。どのくらい時間が経過しただろう、唐とう突とつに顔を上げる。

「じゃあお母さんと一緒に飛んだらうまくいくかも」

「え？」

　予想外の結論が返ってきた。

「慧けいの時と同じ。橫に乗って助けてもらえるならもっと安心して飛べる。どう？　お願いできる？」

「お願いって」

「お母さんに、一緒に乗ってって」

　いや、いや、セスナと戦闘機じゃ求められる技術が全然違うし。そもそも人の家族を戦場に連れて行く気か？　ドーターって二人乗りサイドバイサイドなのか？　なんて指摘もさておき。

「……だめだ」

「どうして？」と不思議そうに首を傾かしげられた。今の話の流れでなぜ断られるか理解できない様子だった。

　溜ため息いき混じりに答える。

「うちの母親はもういない。乗っていた飛行機がザイに墜おとされた」

「え」

　空気が凍りつく。愕がく然ぜんとする彼女に慌あわてて手を振ってみせた。

「あ、いや、別におまえが気にする話じゃないぞ。もう随ずい分ぶん前の話だから、俺おれもある程度割り切ってるし」

「そうなの？」

「ああ」

　無論事実は異なる。母親のことを思い出す度たび、胸の奥に鋭痛が走る。忘れようとしても忘れられない。二年前のカラマイ空港の悪夢、弾はじけ飛ぶアクロバット機のキャノピー。

　あの日から全すべてが変わってしまった。慣れ親しんだ風景が暗転し地上の地獄が現れた。

　割り切ってる？　馬ば鹿かな、あんな理り不ふ尽じん割り切れるはずがない。

　だが自分の暗部を彼女にさらしても仕方ない。写真立てを取り上げそっと裏返した。努めて明るい表情で彼女に向き直る。

「まぁ全然気にしてないって言ったら噓うそになるけどな。だからおまえには期待してるんだぜ。早く不調を直してさ、ザイの連中を蹴け散ちらしてくれよ、また俺達が大陸で飛べるように、母親の仇かたきを討てるようにさ」

「……頑張る」

　しかつめ顔でうなずいて、グリペンはこちらを見上げた。

「で、どうやって頑張ればいい？」




　結局、家から出て小こ松まつの町に繰り出した。

　在宅しているといつ祖父母が帰ってくるか分からなかったし近所の目も気になった。何せ年とし頃ごろの少女を連れこんでいるのだ。いつまでも出てこないとどんな噂うわさを立てられるか分かったものではなかった。

（てか結局明華ミンホアの忠告通りになってるし）

　舌打ちを一回、祖父の部屋から鳥打ち帽を持ち出しグリペンにかぶせる。オーバーサイズのためアップにした髪が収まり目立たなくなった。自転車の荷台に乗せて走り出す。天気は快晴、南南東の風、日差しはやや強め。ＯＫ、レディ・フォー・デパーチュアー。

　ペダルをこぎ出して分かったが少女はびっくりするくらい軽かった。一体どんな素材でできているのか。日用品の買い物を積んでいる時より軽快に飛ばせる。まるで胴体に中身が入っていないようだ。

　吹きよせる風の音に抗してグリペンが問いかけてくる。

「どこに行くの？」

「そうだな……とりあえずあそこかな」

　京きよう町まち交差点を抜け国道３６０号を西に向かっていく。三百メートルほど走ると右手に濃い緑が見えてきた。うっそうと茂る鎮ちん守じゆの森、神社だ。由ゆい緒しよはよく分からないが祖父母が「おすわさん」と呼んでいた。

　入り口で自転車を停とめ境けい内だいに入った。グリペンに向き直りうなずく。

「お参りしよう」

「お参り？」

「神様にお願いするんだ。今自分が困っていることをなんとかしてくださいって」

　大きな目が丸くなる。予想外の提案に驚おどろいている様子だった。

「なんとかしてくれるの？」

「してくれるかもしれない」

　別段信心深いわけではないが、超自然的な内容を全否定するほどすれてもいない。どのみち行く当てのない散策だ。神頼み上等、少しくらい手を合わせていってもいいだろう。

　石いし畳だたみの参道を進み本殿にたどりつく。灰色の鳥とり居いが濃い影を地面に落としていた。しめ縄の紙し垂でが微び風ふうにそよいでいる。木こ漏もれ日が石段に光の斑まだら模様を作っていた。

　賽さい銭せん箱ばこの前で財布を取り出す。百円玉をつまみグリペンに渡した。

「ほら、これ」

「？」

「入れるんだよ、知らないのか？」

　世界中のテキストを読みあさった割には基本的なところが抜けている。右手を重ね一緒に投げ入れてやった。

「鈴を鳴らして」

　清涼な金属音。

「パンパンって手を打ってお祈りするんだ。うまく飛べますようにって」

「うまく飛べますように」

「口に出さなくていいから」

　自分でも賽さい銭せんを投げ入れ拝礼する。しばらくして目を開けるとグリペンがこちらを見ていた。

「きちんとお祈りできたか？」

「うん」

　素直にうなずいてくる。彼女は小首を傾けた。

「慧けいは何をお願いしたの？」

「俺おれか？　決まってるだろ。ザイが早くいなくなりますようにってな」

　人類全すべてが持っているであろう願いに、だがグリペンは目を瞬またたかせた。

「慧は……ザイが嫌い？」

「当たり前だろう。おまえだって奴やつらと戦うために作られたんじゃないか」

「そう……だけど」

　微妙な反応だった。彼女にとってザイの駆く逐ちくは任務であり願望じゃないということか。普通に話しているとついそのあたりの感覚が分からなくなる。

「俺はさ、あいつらのせいでたくさんのものをなくしたんだ」

　声音から抑よく揚ようを消す。

「当たり前の日常、空への夢、家族との時間。俺だけじゃない、一緒に逃げてきた知り合いも両親と離ればなれになっている。全部あいつらのせいだ。あいつらさえいなければみんな普通に暮らしていられた。だから」

　俺はあいつらを許さない。

「……」

　グリペンは気け圧おされたように拳こぶしを握った。ややあってこくりとうなずく。

「うん」

　か細い声。彼女は拝殿に向き直ると合がつ掌しようした。瞑めい目もくし細い顎あごを引く。

「ザイが……早くいなくなりますように」




　小こ松まつの町を当て所どもなく巡る。

　駅前のアーケード、デパート、ひなびた飲み屋街に古い街道沿いの町並み。

　グリペンは何を見ても素直に驚おどろいてくれた。私用で外出することなどなかったのだろう。物珍しげに周囲を見渡していた。幸い初夏の町は人通りも多く、慧達の姿が目立つこともなかった。次は左、次はあの道をまっすぐ、あ、あれは何？　なんで人が集まってるの？　グリペンの望むまま市街を走り続けるうち気づけば昼時になっていた。

「食事どうする？」

　そもそも三食きちんと食べさせる必要があるのか訝いぶかしみつつ訊たずねる。

　グリペンは目を輝かせた。

「食べたい」

「何がいい？」

「日替わりＢセット」

「は？」

「Ａセットより一皿多い、揚あげ物もついていてお得」

　……。

　何を言い出したのか、訊きき返しかけてふっと気づく。ああ、ひょっとして。

「それ、自衛隊食堂のメニューか？」

「うん」

　やっぱり。

「悪いけど……多分この町にＢセットはない」

「……！」

　灰色の双そう眸ぼうが大きく見開かれる。グリペンは呻うめくように「Ｃセットは？」とつぶやいた。

「Ｃセットも……ない」

「そんな」

　絶句される。頰ほおを震ふるわせ愕がく然ぜんとした表情だ。驚おどろきすぎだろう。まぁずっと基地内で暮らしていたならそこの食事が全すべてになっていても仕方ないが。

「安心しろ、もっとうまいものがあるから」

　頭の中で地図を検索する。折せつ角かくだから普段食べられないものを味わわせてやりたいが、かといってあまりお金はかけられない。

　そうだ。

「ちょっと遠くてもいいか？」

「？　構わない」

「じゃ行こう」

　荷台に彼女を乗せ走り出す。細い路地を抜け東西の幹線道路に戻った。水路沿いに西進、ロードサイド店の建ち並ぶエリアにたどりつく。

「あった」

　赤い看板に「らーめん」の文字が書かれている。北陸を中心に展開するラーメンチェーン店だ。

「麵めん類るい、ダメとかないよな？」

　こくこくとうなずくグリペンを連れ中に入る。途と端たん、もわっとした空気が吹きつけてきた。

「いらっしゃい！」

　禿はげ頭あたまの親父おやじが元気よく迎えてくれる。「二人」と答える間もなくカウンター席を勧められた。

「え……っと？」

　固まるグリペン。片手でＩＤカードのストラップを握りしめている。どうやら精算機のリーダーを探しているらしい。「いいんだよ」と告げ着席させる。

「ここから選ぶんだ、精算は事後、現金払い」

　大判の品書きを渡した。塩・醬しよう油ゆ・味み噌そ・とんこつというおなじみのメニューが記されている。ちなみに全部野菜ラーメンなのはこのチェーンの特徴だ。

「分からなければ俺おれが適当に頼むけど」

「いい、自分で選ぶ」

　眉まゆが寄る。小さな鼻び腔こうが膨ふくらんだ。

「今こそ初期学習の成果を活いかす時」

　おおついに本領発揮か。ＯＫ、お手並み拝見といこう。

　グリペンは小さく深呼吸、正面から店主を見み据すえ。

「前菜アントレ・魚料理ポワソン・チーズフロマージユ・赤ワインウンヴアンルージユ、シルブプレ？」

「ちがーう！」

　まさかのフレンチだった。というかそんなややこしいの頼めるならラーメンくらい普通にオーダーできるだろうに。一体どういう基準で知識習得してるんだ？

「すまないねぇお嬢ちゃん、うちそういうのやってないんだ」

　店主が申し訳なさそうに頭を下げてくる。

「代わりに大盛りサービスするから勘かん弁べんしてくれないかな、なるともいっぱいつけておくから」

　不安そうにこちらをうかがうグリペン。彼女に代わって「じゃあそれで」と返答する。塩ラーメン二つ、あとサイドメニューに餃子ギヨーザで。

「私、失敗した？」

　悄しよう然ぜんとした様子で訊たずねられる。

「いや、俺おれが最初から難易度上げすぎたかも」と一応フォローしておく。正直予想外の外しっぷりだったが。

「おまちどお！」

　大して待たされることなくラーメンが出てきた。グリペンの分は確かに野菜が多い。なるとも普通の倍くらい載っていた。

「よし、食べよう」

　合がつ掌しようして箸はしを取り上げる。傍かたわらのグリペンも見よう見まねでレンゲをつかんだ。

「最初にまずラーメンをよく見る」

「見る」

「湯気を吸いこみつつ丼どんぶりを鑑賞」

「鑑賞」

「箸はしの先でラーメンの表面をなでて」

「なでて」

「おもむろに麵めんをすくい……食べる！」

「食べる！」

　二人揃そろってラーメンをすすった。ああ、なんかほっとする。特にパンチの効いた味ではないが食べていて安心できる。傍かたわらでグリペンが「んん」と唸うなった。すすりかけの麵を頰ほお張ばり一息。

「おいしい」

「気に入ったか？」

「Ｂセットよりうまい」

「その評価基準はどうかと思うけど」

　まぁ喜んでもらえたならよしとするか。

「親父おやじがここの味好きでさ、わざわざ通販で取り寄せて家に蓄たくわえてたんだ。だから半分家庭の味みたいになっちゃってて、今でも食べると落ち着くんだ」

「お父さん、小こ松まつの人なの？」

「ああ」とうなずき半眼になる。

「とはいっても大学で上京してそのあとはほとんど帰ってなかったみたいだけど」

　とにかく一ひと所ところにいつかない人、という印象だ。自分が物心ついてからも出張や単身赴ふ任にんでほとんど家にいなかった。母親の事件があった時も、今回のような非常時においても同じ。正直何を考えてるのかよく分からない。我が親ながらつかみどころがなかった。

「はいもう一品、おまちー！」

　黒い鉄板に載せられて熱々の餃子ギヨーザが出てくる。跳はねる油と蒸気が香ばしい。って。

「あれ、おじさん、これ十二個入りだけど」

　通常メニューは六個のはずだ。オーダーを間違えたのかと思ったが。

「サービスしとくよ、お嬢ちゃん可か愛わいいから」

　満面の笑みでウィンクされる。

「仲がいいねぇ、妹さん？」

「えー、まぁ」

　曖あい昧まいにうなずくとグリペンが胸を張った。

「慧けいは私の先生」

　先生。

「色々と外の世界のことを教えてくれる」

「ははは、いいお兄ちゃんだなぁ」

　話を理解しているのかいないのか判然としないまま店主は相づちを打った。まぁ傍はたから見ればそう思えるのか。確かに、恋人同士っていうにはこいつ若じやつ干かん小さすぎるしな。

「慧けい」

「ん？」

「これも食べ方ある？」

　しかつめらしい顔で餃子ギヨーザを指さす。ない。いや、別にラーメンも作法なんてないが。

「結構熱いからゆっくり食べること。中の汁が飛び出さないよう慎重にな。タレはお好みで」

「お好み」

「ちょっとずつつけて、味が濃すぎると思ったらやめる」

「了解」

　生き真ま面じ目めにうなずいて箸はしをつける。勢いよく口に放りこんだ瞬しゆん間かん、頰ほおが膨ふくれ上がった。眉み間けんに皺しわを寄せ一言。

「熱い……」

「だから言っただろう、ゆっくり食べろって」

「でもおいしい」

　涙目になりつつ次の餃子をつつく。火傷やけどしないだろうな、見ていて心配になってくる。とりあえずお冷やを注つぎ足し差し出してやった。ううん、本当に保護者の気分だ。目が離せない、放っておけない。

　飛び散ったタレをナプキンでぬぐっていると、頭上からくぐもった音楽が響ひびいてきた。テレビが報道番組に切り替わっている。アナウンサーとコメンテーターが向かい合うように座っていた。

『ここからは識者の方にコメントをいただいていきます。ナガサキさん、激化する中国の内戦に対し我々日本はどう対処するべきでしょうか』

　白髪のコメンテーターが『そうですね』とうなずく。

『在中邦人の安全を守るのが第一ですが、混乱終息後の外交関係も考こう慮りよしていくべきでしょう。反政府勢力……一般的にザイと呼ばれていますが、彼らの主張を理解し柔軟に対話の姿勢を示していくことも重要ですね。もちろん内政干かん渉しようは厳に慎つつしむべきですが、どちらの政権を支持するかは結局中国国内の民意なわけですから』

『反政府勢力との外交チャネルを持つべきだと？』

『これだけ勢力が拡大しているわけですからね、いたずらにテロリスト扱いし続けるのも無理があるでしょう。少なくとも先方の指導部とコンタクトは取っていくべきかと』

　は……。

　呆あつ気けに取られた。

　ザイと外交チャネルの確立？　対話の準備？

　何を言っているんだこの人達は。いやあまりテレビを見ないから知らなかったが、日本じゃ中国の状況をただの内戦だと思っているのか？　そういえば第七艦隊出撃のニュースでも『反政府勢力』という言葉を使っていたな。ありえない、平和ボケにもほどがある。

　あいつらは組織でも軍隊でもなんでもない、ただの災さい厄やくだ。国も人種も関係なく全すべてを破壊し尽くすだけ。それが分かっていないのか。

「これ、どうなんだろうねぇ」

　店主が湯切りを振った。

「週刊誌じゃエイリアンの侵略みたいなことも書かれてるじゃないか。アメリカ軍も出撃したようだし、小こ松まつにも攻めてきたりしないのかね」

「大丈夫」

　強い口調で答えたのはグリペンだった。箸はしを置き思い詰めた表情になっている。

「もしそうなっても私が町を守るから」

「……え？」

　慌あわててグリペンの口をふさぐ。さすがに不審がられかねない。店主に向けて愛あい想そ笑いを浮かべた。

「すいません、こいつ漫画とかアニメの見すぎで」

　店主は得とく心しんした様子で相そう好ごうを崩した。丁ちよう度どその時、チャイムとともに客が入ってくる。

「へい、らっしゃい！」

　景気のよい声を上げて店主は接客に向かっていった。

　ほぉと安あん堵どしてグリペンを睨にらみつける。

「あんまりうかつなこと言うなよ。ここは基地じゃないんだから」

「でも大事なこと」

　珍しく強硬に反発された。整った顔がきつく引きしまっている。

「人間を守る。みんなの町を守る、そのために私は作られた。たとえ調子が悪くても最後の最後まで戦って敵を墜おとす」

　──仮に、そのために私が墜つい落らくすることになっても。

「……」

　瞳ひとみの内に宿る意志にはっとなる。

　ただ状況に流されているだけかと思ったが、違う、この子は芯しんの部分にひどく強い覚悟を持っている。

　己おのれの命を賭としても使命を果たす。自らの存在意義を証明する。目の前の少女がひどく気高い存在に思えた。

「慧けい」

　生き真ま面じ目めな表情のまま彼女はこちらを見た。唇くちびるを結び真剣な口調で告げてくる。

「餃子ギヨーザ、おかわりしたい」




　結局、夕刻まで散策に付き合った。

　グリペンの興味は止とどまることなく、ドラッグストアからファストファッション店、果てはコンビニまで連れ回された。サークルＫに寄った数分後にファミリーマート訪問とか、何が楽しいのかさっぱり分からない。だが彼女は無む邪じや気きに楽しんでいた。漫画週刊誌を読みふけり、ゲームセンターの喧けん噪そうに驚おどろき、魚屋の鮮魚に目を見張っていた。

　午後五時、梯かけはし川がわにかかった橋の上で自転車を停とめる。

　いつの間にか大分郊外に来ていた。今のまま進んでいけば空港にたどりつくルートだ。

「どうする？　このまま基地まで戻るか？」

「もう？」

「もうったって、それなりにいい時間だぞ」

　明華ミンホアや祖父母の用事もまさか夜まではかからないだろう。帰ってきた時に留守だと色々詮せん索さくされかねない。

　ぐっとシャツの脇わきが引っ張られた。グリペンがすがるような眼まな差ざしを向けてきている。

「もう少し」

「でも」

「あとちょっとだけ」

「……」

　嘆たん息そくしてうなずく。

「分かった、じゃああと一箇か所しよだけな。そうしたら戻ろう」

　地面を蹴けりこぎ出す。彼方かなたに湧わき上がる白雲を眺ながめつつ大通りから外れた。右手を赤塗りの路線バスが追い越していく。狭い路側帯と歩道を往復しつつ北上、高速道路の高架をくぐった。

　四百メートルほど走ると一気に視界が開けた。道路が川の土手にぶつかる。陸地が途切れ水平線が現れた。河口だ。日本海にたどりついた。

「海」

　グリペンが喘あえぐ。帽子を押おさえながら熱い息を吐き出した。

「海！」

「ああそうだ」

　下り坂をラストスパート、防ぼう波は堤ていの角に自転車を停める。ぶわりと海風が吹き抜けた。左右３６０度、至るところに空が広がっている。灯台と防災放送塔が西日に浮かび上がっていた。

「安宅あたかの関せきっていうらしいな」

「え？」

「ここのこと。何か歴史的に有名な場所らしいぜ。よく知らないけど」

　おまえのデータベースにないのか？　と訊たずねるとグリペンはかぶりを振った。相変わらずどういう基準で知識を習得しているのかよく分からない。

　彼女の手を引き砂利道を上っていった。防ぼう波は堤ていのコンクリートを越えると広大な砂浜が現れた。海水浴場だ。季節外れのため人影は少ない。ウェットスーツ姿のグループがウインドサーフィンを楽しんでいた。近所の住人と思おぼしき老人が犬を連れ散歩している。

「あ」

　グリペンが息を吞のんだ。丁ちよう度ど日没間近なせいだろう。海うな原ばらが金こん色じきに輝いていた。夕ゆう陽ひが砂浜に複雑な陰影を作っている。さざ波が空気を優やさしく揺らしていた。

「きれい」

　ワンピースの裾すそを揺らし走り出した。弾はずみで帽子が取れペールピンクの髪が広がる。だが気づいた様子もなく砂浜に下りた。吹きよせる潮風を全身で受けとめて彼女は回った。ジャケットが、ワンピースが花のように広がる。

　瞬しゆん間かんどきりと鼓こ動どうが高鳴った。

（な……）

　体温が上がる。呼吸が苦しくなり胸の奥が痛みを訴えた。

　落ち着け、落ち着け俺おれ。あれは人間じゃないぞ、兵器だ。ときめいてどうする、しっかりしろ。

　深呼吸を一回、巡らせた視線が自動販売機をとらえる。ああそうだ、冷たいものでも飲んで頭を冷やそう。

「おい、グリペン！」

　大声で呼びかける。

「飲み物おごってやるけど、何がいい？」

「え」

　グリペンは肩越しに振り返った。

「またご馳ち走そうしてくれるの？」

　そういやラーメン屋でも二千円近く散財したな。今日一日で小こ遣づかいの半ばが飛んでいっている。が、今いま更さらけちっても仕方ない。

「おう、なんでもいいぞ」

「じゃあ」

　と言ってグリペンは口ごもった。眉まゆ根ねに皺しわが寄っている。何にするか本気で悩んでいるらしい。

「適当に缶コーヒーでも買っておこうか？」

　たまりかねて訊たずねると「苦いのはちょっと」と返ってくる。

「じゃあ紅茶」

「苦い」

「炭酸飲料」

「舌が痛い」

　思ったより好みがうるさい。

「分かった、俺おれのセンスで買うよ」と告げて自販機に向かう。自分用のアップルジュースともう一本を購入し砂浜に下りた。

「ほらよ」

　３５０ml缶を手渡すとグリペンは瞬まばたきした。

「ヨーグルト？」

「苦くないしパチパチもしないだろ、それも嫌いやだって言うなら俺のと替えるけど」

「ううん」

　即座に否定されヨーグルト飲料を奪うばわれた。プルタブを引き瑞みず々みずしい唇くちびるをつける。吐息が漏もれた。

「おいしい」

「そうか、よかった」

「好物」

「じゃあ最初から言えよ」

　ほっとして自分の飲み物を開ける。まぁこいつ大分発育不良だし乳製品をたくさん飲む方がいいよな。アニマが成長するかどうか知らないが普通に飲食はできるみたいだし。平板な胸をうかがいつつ果肉を味わっていると、グリペンが小首を傾かしげた。

「どうした？」

「ちょっと嫌なこと思い出した」

「嫌なこと？」

「『おまえは発育不良だから、いっぱい乳製品補給した方がいいぞ。甘いのが好きならこのヨーグルトでも飲んどけ。胸が大きくなるから』ってある人に言われた」

「……」

「とても失礼」

　だ、だよな。すみません。って俺は言ってないけど。

「誰だれに言われたんだそれ。八や代しろ通どおりか」

「えっと」

　記憶を探るように中空を眺ながめ、彼女は渋じゆう面めんになった。

「忘れた」

「忘れた？」

「思い出せない」

「大丈夫かおまえ」

　さすがに不安になってくる。動作どころか記憶まで不確実なのか。まじまじ見つめていると彼女は「ヨーグルト飲んだの、今日初めてだったかも」とまで言い出した。好物なのに？　いくらなんでもおかしすぎる。

「分かった。もういい」

　あまり混乱させても仕方ない。自分と行動していたためより不安定になったとか洒しや落れにならなかった。

　ジュースの残りをあおり立ち上がる。

「これ捨ててくるからおまえはゆっくりしてろよ。日没までは付き合うからさ」

「うん」

　砂浜に背を向け駐車場へ続く階段を上っていく。えーっと、ゴミ箱はと視線を走らせた時だった。

　背後でどさりと何かの倒れる音がした。

　肩越しに振り返る。

　グリペンが倒れていた。

　……!?

　ジュースの缶を持ったままうつぶせに伏せている。流れ出した液体が砂浜に黒い染しみを作っていた。周囲に長い髪が広がっている。
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「心配ない、眠っているだけだ」

　駆け寄ろうとした瞬しゆん間かん、野太い声をかけられた。

　階段の上に太り肉じしの男が立っている。白衣のポケットに手を突っこみ高圧的な面持ちでこちらを見下ろしていた。

「八や代しろ通どおり……」

「『さん』をつけろよ王子様、一応年長者だぜ」

　さして気にした風もなく言い、八代通は顎あごをしゃくった。背後のミニバンから私服の男女が降りてくる。慣れた様子でグリペンに駆け寄り抱だき上げた。

「おい、あんたら」

　わけが分からず制止すると八代通が片手を上げた。

「ここから先は技術屋の領分だ。餅もちは餅屋に任せてもらおう。代わりに俺おれが話し相手になってやる。色々気になっていることがあるんだろう？」

「……」

　息を詰めて睨にらみつける。八代通は臆おくした風もなく防ぼう波は堤ていに腰かけた。その橫をグリペンが運ばれていく。ミニバンの扉が開き少女を吞のみこんだ。

「座れよ」

　口角を歪ゆがめつつ八代通が言った。ＯＫ、いいだろう。では思う存分気になっていることを訊たずねてやる。

「昨日からの件、どういうつもりですか」

「どうというと」

「ロクな説明もなく俺達二人をほっぽりだして。あいつをきちんと飛べるようにする、そういう話だったでしょう？　だからこそ俺も協力するって言ったのに」

「そうだな」

「ならなんで」

　語気を強めると八代通は片手で遮さえぎった。懐ふところから煙草たばこを取り出し火をつける。うまそうに吸いこみ煙草の箱を持ち上げた。

「吸うか？」

「未成年ですから」

「来年にはザイが世界を滅ぼしているかもしれないんだぜ？　そんな状況で法律や健康とか気にしても仕方ないだろう」

「……」

「まぁいい」

　黄こ金がね色いろの空に紫し煙えんが吐き出される。眼鏡めがねの奥の目がわずかに細められた。

「三時間だ」

「は？」

「グリペンの平均覚かく醒せい時間だよ。まぁ日によって四時間だったり五時間だったりもするがな、概おおむねその間隔であいつは意識を失う。飛行中だろうがアラート待機中だろうがお構いなしにな。不安定というのはつまりそういうことだ」

　使い物にならないだろう？

　自じ虐ぎやく的な笑みを向けられる。

　沈黙する慧けいに八や代しろ通どおりは「ところが」と肩をすぼめた。

「今日のあいつはどうだ。なんと十時間以上連続で稼か働どうしていた。驚おどろきだよ、特段薬を増やしたわけでもない、制御信号を組み替えたわけでもない。ただ君と一緒にいただけで覚醒を継続できた。まさに奇跡だ。科学では計り知れない何かが働いているとしか思えない」

「……俺おれは、別に何も」

「そう何もしていない。駅前商店街や海岸など青あお臭くさいデートコースを回っただけだ。学生らしい慎つつましやかな遊び方だな」

　見ていたのか、まぁだからこそ丁ちよう度どよいタイミングで現れたのだろうが。出で歯ば亀がめとは趣味の悪い。

「で？　理由は分かったんですか。どうせあいつの状態も遠くで監視してたんでしょう」

　挑発的な口調に、だが八代通は首を振った。

「いいや分からん。さっぱり分からん」

「……」

「まぁ仮説はいくらでも立てられるがな。たとえば君の声に特殊なパルスが含まれていて、あいつを安定させている。または君の顔に特殊な色彩パターンがあって覚醒を促うながしている。あるいは君の体たい臭しゆうが影えい響きようしているとか」

「本気で言ってるんですか」

　さすがに呆あきれ果ててつぶやく。八代通は鼻を鳴らした。

「さぁね。だが検証の余地はあると思っている。君の顔写真をコクピットに置いたりボイスレコーダーで君の声を流したり、そのくらいなら大した手間じゃないからな」

「……ぞっとしない光景ですね」

　操縦席に響ひびく自分の声、香る体臭、壁かべ一面に貼はりつけられた写真。

　正直気持ち悪い。

　八代通は煙草たばこをもみ消した。わずかに顔を引きしめる。

「どちらにせよあまり時間がない。手段を選んでられる余裕もないんだ。今日テストフライトの日程が確定した」

「テストフライト？」

「あいつの運用打ち切りを判断する試験飛行さ。丁度一週間後、六月二十一日の水曜日に実施される。そこでうまく飛べなければ今度こそ奴やつはおしまいだ。スクラップになって廃はい棄きされる」

「そんなに早く!?」

　予想外のスピードだった。対ザイ戦用の秘密兵器がかくもあっさり廃棄されてしまうとは。ありえない、人類はそれほど余裕のある戦闘をしているわけでもないだろうに。

「精一杯粘ねばったんだがね。まぁ君が想像しているよりアニマには金がかかるってことさ。予算審議の場で『空母一隻せき持った方がマシだ』と言われるくらいにな」

「……」

「実際効率悪いことは確かだ。他ほかのアニマは大したトラブルもなく飛行時間を増やしてるしな。見こみのない機体はとっとと潰つぶして次の適合機種を探そうってのは理に適かなってる。単純に費用対効果だけ考えるならあいつは見捨てるべきだ。俺おれも技術屋の立場を離れればそう思う」

「でも！」

　たまりかねて声を上げる。

　拳こぶしを握りしめ、視線を落として。

　でも。

「あいつがいなかったら……俺達は死んでました」

　掛け値なしの真実。あの煮にえたぎった海で日本から飛んできてくれたのはただ一人、彼女だけだった。その間他のアニマは何をしていた？　外国からの避難船など二の次だと思っていたのか？　だったら自分達にとって必要なアニマはグリペンだけだ。次の機種など考えられない。

「ふん」

　八や代しろ通どおりは露ろ悪あく的に唇くちびるを歪ゆがめた。こちらの心境の変化を見て取ったのだろう。勝ち誇った顔つきになっている。

「なら精せい々ぜい恩に着てもらうとしよう。奴を延命させたいって思いは共通しているんだ。説明不足だの振り回されただのゴタゴタ言わず大人おとなしく協力したまえ。どうせ残された時間はそう多くない」

「……もう少し言い方ってものがあると思いますが」

「なら言い換えようか、悪あしき呪のろいから姫を救いたまえ王子よ。汝なんじが愛の力にて彼女は目覚めん」

　あまりにも空々しい言葉だった。

　肩の力が抜ける。はぁっと一呼吸、降参して首をすくめた。

「分かった。分かりましたよ。従います。乗りかかった船ですし。ちなみに前から疑問だったんですけどなんで王子様なんです？　全然柄じゃないんですけど」

　八代通は「決まってるだろう」とにやけた。

「王子様のキスで姫は目覚める。古今東西お伽とぎ噺ばなしの定番じゃないか。それがたとえ王女様より迫られたキスであってもな」

　どうやら自分達は最初から出で歯ば亀がめの対象になっていたらしい。二度とグリペンにおかしな真ま似ねはするものか。心の底からそう誓った。
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『バッテリーオン、ＡＰＵスタート、操縦系統……チェック、レディオ……チェック、各種電子機器……セッティング全すべて正常』

　スピーカーからグリペンの声が響ひびいてくる。

　周囲の空気はぴんと張り詰めていた。作業着姿の男女がモニタを注視している。淡い照明の下もと、無数のインディケーターが瞬またたいていた。

　画面の一つにコクピット内の少女が映し出されている。長い睫まつ毛げに縁取られた目、流れ落ちたペールピンクの髪、両手を左右のコントロールパネルに置き正面ディスプレイを見つめている。

『エンジンスタート』

　別モニタでＣＧ製の機体が震ふるえ始める。ややあってパーキングブレーキを解除したのだろう、ゆっくりと滑走路を移動し始めた。移り変わる景色は小こ松まつ飛行場のものだ。彼方かなたに管制塔がぼんやりと浮かんでいる。

　グリペンがカメラに視線を送ってきた。

『行ける』

「よし、飛べ」

　八や代しろ通どおりがマイクに告げる。機体がスピードを増した。Ｖ１（離陸決定速度）からＶＲ（ローテーション速度）、エレボンが上がり機首が上向く。主脚のタイヤが滑走路から離れた。

『Ｖ２（安全離陸速度）』

　機体の背景が空の青に満たされる。離陸成功、モニタルーム内の空気がほっと弛し緩かんした。

「順調ですね」

　慧けいは声を弾はずませた。ガラス窓の外、倉庫と思おぼしき空間にドーム状の物体が見える。周囲を黒のリングで支えられ上下に動いていた。

　八代通は「ふん」と鼻を鳴らした。

「当たり前だ。いくらなんでもシミュレータの段階で失敗されたら困る」

「でも平均覚かく醒せい時間を超えたあとの操縦ですよ？　なのに全然ミスがない。意識も安定してるみたいですし」

「まぁな」

　いつになく素直な反応が返ってくる。実際拍子抜けするほど好調に実験は進んでいた。

　安宅あたか海岸でのやりとりから一晩明け、慧は再び小松基地を訪れている。目的はグリペンのストレステスト。平均覚醒時間を超えた彼女に各種タスクを与え観察する試みだ。簡単な質疑応答から非言語テスト、運動などを経てシミュレータ操縦に移行した。この結果がうまくいけば実機搭乗に取りかかる予定だ。

　八代通がマイクを取り上げる。

「よし、シナリオ２Ａに移る。グリペン、飛行モードを戦闘ヤクトに変更。三十秒後に会敵、ＥＰＣＭ発生」

『了解、飛行モードを戦闘ヤクトに変更。ＥＰＣＭ影えい響きよう下かのため自律判断で行動する』

「状況開始」

　状況開始とオペレータが復唱する。

　戦域マップに激しいノイズが生じた。グリペンを取り囲むように複数の光点が出現する。識しき別べつ子しはアンノウン01、02、03。いずれも小刻みに跳ちよう躍やくするかのごとくマップ上の位置を変えていた。

『会敵マージド』

　響ひびき渡るミサイルアラート。ブレイクするグリペンのそばを光の矢が複数突き抜けていく。鏃やじりを思わせる機体が急上昇、逆落としに敵編隊の姿をとらえる。

『ザイ確認、アンノウン01から03の呼称をボギーに変更。ＦＯＸ２、ドーター誘導補正開始』

　翼よく端たんのミサイルが発射される。煙を吐き出しつつ敵編隊に、うち一機のレーダー表示が消え……なかった。

「ボギー01から03健在」

　オペレータの声が無情に響く。グリペンは顔を歪ゆがめた。

『再演算、ＥＰＣＭ影響度を修正。ターゲットロックオン』

　ＦＯＸ２。

　再度ミサイルが放たれる。だが今度も当たらない。敵編隊は複雑に軌道を交こう錯さくさせながらグリペンに向かってきた。あとはどちらが優勢かさえ分からないドッグファイトが延々と繰り返される。

（なんで）

　上海シヤンハイ脱出戦の時とは明らかに異なる、鈍重な機動だった。ミサイルのターゲッティング一つとってももたついている。まるで翼つばさに錘おもりをつけられたようだ。

　まさか意識障害？　と思った瞬しゆん間かん、八や代しろ通どおりがマイクに吠ほえた。

「おいこらへたくそ。何をやってる。とっとと撃げき墜ついしろ」

『無理』

　憮ぶ然ぜんとした声が返ってくる。

『このシミュレータ、全然ドーターと感じが違う。こんなのじゃまともに飛べない』

「予算がないんだ。既き存そんのグリペンシミュレータＦＭＳの改造品だから勝手が違うのは当然だろう。つべこべぬかすな」

『貧乏人、ケチハルカ』

「なんだとポンコツ娘」

　人目もはばからず喧けん嘩かし始める。あまりに大人おとなげないやりとりだった。

　スタッフが呆あきれ顔でシミュレーション設定を変更する。敵の数が三から二、ＥＰＣＭのノイズが半分近くに減った。

　そのあと二度ほど難易度の調整を行ってようやくグリペンはミッションを完かん遂すいした。

　八や代しろ通どおりが髪を搔かき混ぜた。

「データチェックするぞ、三十分後にシナリオ３Ｂを実施。手の空あいた連中は休んどけ、次は二時間ぶっ通しでいくぞ」

　声を張り上げモニタルームを横切っていく。ガラス向こうでシミュレータの背が開いた。グリペンが頰ほおに張りついた髪を払い、降りてくる。唇くちびるを尖とがらせふて腐くされた表情だ。仕切り扉が開放されスタッフがシミュレータのチェックを開始する。

　……俺おれは休憩していいんだよな。

　殺気だったモニタルームを出てグリペンのもとに向かった。極力平静を装よそおい「お疲れ」と告げる。

　彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを睨にらんできた。

「不本意」

「そ、そうか」

「こんなものを私の実力と思われたら困る」

「……」

　随ずい分ぶんとご機嫌斜めだった。意外と負けず嫌いな性格らしい。白い頰がふぐのように膨ふくれあがっていた。

　シミュレータの中をのぞきこむ。球状の筐きよう体たいに戦闘機の前部胴体が埋めこまれていた。コクピットはディスプレイやスロットル、操縦桿かんを備えた精せい緻ちなものだ。筐体の内側全すべてに外の景色が表示されている。いわゆる全視界スクリーンというやつか。

「すごい設備じゃないか、何が気に入らないんだ？」

「操縦系統が全然違う、反応が鈍い、外部刺激のフィードバックがない」

「……えーと」

　もう一度筐体内を見つめる。確かに言われてみれば上海シヤンハイ脱出戦で見たコクピットと違う。あれは内部にほとんど計器類がなかった。いや、レバー・ペダルの類たぐいもなかったように思う。グリペンはあたかも眠るように座席に腰かけていた。両手は……どうしていたっけ、座席の橫に置いていたような。

「おまえ、どうやって操縦してたんだ？」

　疑問をぶつけるとグリペンは小走りに近づいてきた。

「あれ」

　座席の左右にアクリル板が埋めこまれている。他ほかの部品と違い、やや日曜大工的な造作だ。先さき程ほどモニタで見た時は何かのコントロールパネルかと思ったが、表面にボタンの類は見受けられない。

「神経融合インタフェースＮＦＩ、あれでドーターの制御系と自分の感覚器を繫つなげる」

「繫げる？」

「ニューラルネットワークを機体の末端まで拡張する」

「……」

　専門用語はよく分からない。が、つまり。

「考えるだけで飛行機を動かせるってことか？」

「ちょっと違う。別に考えなくてもいい。人間が自分の腕や足を動かすのと同じ。右旋回したければラダーが動作するし減速したければエンジン出力が下がる」

「すごい話だな」

　想像を絶する。人類の科学はいつの間にそこまで進歩していたのか。いや、今の話こそ八や代しろ通どおりが天才たる証左かもしれない。

　ともあれようやく不調の原因が分かった。電卓の計算に慣れていた文明人がいきなりそろばんを渡され戸惑っている感じか。まぁ「なんとか融ゆう合ごうインタフェース」の取りつけなどドーターの操縦系に近づけているのだろうが、にしても実機とは全然動作が違う。だからやりづらいと。

　ん？

　あれ？　っていうことはつまり。

「おまえ、普通に飛行機操縦させたら意外に下へ手たってこと？」

「……！」

　驚きよう愕がくの表情で見つめかえされた。あまりの心外さに息もできない様子だ。

「慧けいの無理解に驚きよう嘆たん」

「驚嘆……って」

「想像以上の無知に憤いきどおりさえ覚える」

　彼女はシミュレータを指さした。

「そこまで言うなら実際に操縦してみるべき。いかにこのシミュレータが欠陥品か理解できるはず」

「いや、実際に操縦って」

　許されるわけないだろう、自分みたいな外野がと思ったのだが。

「別に構わんよ」

　作業中のスタッフがのんびりと口を挟はさんできた。先さき程ほどから自分達のやりとりを見ていたのだろう。ひげに覆おおわれた口元をにやつかせている。胸元には舟ふな戸との名札がある。そういえば周囲からフナさんとか呼ばれてたな。顔立ちはフナというよりナマズっぽいが。

「どのみち一回セッティングリセットするしな。二、三回フライトする時間はあるだろう。あんた、セスナは飛ばしたことあるんだろう？」

「……」

　また個人情報が漏もれている。自衛隊内のプライバシー保護に深刻な危き惧ぐを抱いだいているとグリペンが腕を伸ばした。

「賽さいは投げられた」

「いや、それなんか使い方違うし」

　とはいえ軍用シミュレータを操作できる機会など滅めつ多たにない。興味を引かれないと言えば噓うそになる。「本当にいいんですか？」と舟ふな戸とに確認、肯定のうなずきを見て筐きよう体たいに向き合う。

「じゃあお言葉に甘えて」

　開口部から中に入った。段差を上りコクピットへ。狭い。左右に機材が迫り圧迫感がある。目の前には三枚の液晶ディスプレイとＨＵＤが装備されていた。アナログ計器の類たぐいは見当たらない。高度計からエンジン回転数まで全すべて液晶に表示するということか。何かテレビゲームの操縦席みたいだ。セスナの方がよほど工業製品らしい。

　舟戸が後ろから声をかけてくる。

「アニマ用のインタフェースはオフにするから普通に操縦してみてくれ。チェックリストは座席の左側に置いてある」

「左側」

　スロットルレバーの橫に冊さつ子しが置かれている。ぱらぱらめくってみると事前の確認項目、発進手順などが書かれていた。記述に従いバッテリーオン、補助動力を起動する。続けて各種ステータスを確認しようと思った瞬しゆん間かん、自己診断装置ＢＩＴＥが勝手にテストを進めていってしまう。液晶ディスプレイに次々表示される結果を見ながら「おいおい」と独りごちた。

（無茶苦茶、省力化されてるじゃないか）

　これが欠陥品だったら他ほかの飛行機はどうなるんだ？　一日かかっても飛ばせないぞ？

　エンジン出力が上がったのを確かめてスロットルレバーを押しこむ。タキシング、ステイ、そして滑走開始。

　周囲の景色が飛ぶように流れていく。センターラインの間隔が徐々に短くなっていった。スピードメーターを確認。２２０、２３０、２４０……ＯＫ、ローテート、息を詰めつつ操縦桿かんを引く。機首がふわりと持ち上がり視界が開けた。

　上昇。青空が迫り、瞬またたく間に高度表示が一万フィートを超えた。軽い。セスナほどではないが風に乗る感覚があった。エンジンパワーが強いのか？　いや違う。機体自体が軽量なのだ。操縦桿の動きがすぐマニューバに反映される。扱いやすい、ひどく素直な挙動だった。

　シミュレータのシナリオは非戦闘時の想定らしい。機影一つない空を自由に飛び回る。やがて空港に着陸。そこからもう一度離陸を行った。

「へぇ、筋がいいな」

　舟ふな戸とが感かん嘆たんの声を上げる。

「もう少し手間取るかと思ったんだが」

「いや、シミュレータだから思い切って動かせてるだけですよ。実機なら怖くて及び腰になっちゃうでしょうね」

「にしても大したもんだ」

　実際は見た目ほど余裕があるわけではない。火器管制のボタンはどれ一つ使い方が分からないしディスプレイの表示も半分以上読み飛ばしている。本当にただひたすら飛ばしているだけだ。戦闘機としての使い方はまったくしていない。

　ただそれでも飛行を繰り返すうち機体の特性が分かってきた。離陸はともかく着陸距離が異常に短い。逆噴射装置のようなものはないからグリペン自体の制動性能が高いのか。

　カメラアングルを調整して機体を俯ふ瞰かん。その状態でタッチダウンしてやっと理由が分かった。通常のエアブレーキに加え、先尾翼カナードが前傾し空気抵抗となっている。軽量な機体と独特の翼よく配置で短距離離着陸性能を実現しているらしい。

　なるほどなぁと感心した瞬しゆん間かん、画面にミッション更新の表示が出る。インターセプト……要よう撃げき!?

　仰ぎよう天てんして振り向くと舟戸がにやけ顔になっていた。

「そろそろ飛んでるだけじゃ退屈だろう」

　マジか。慌あわてて手元のマニュアルをめくる。兵装ステーションの確認、パイロンの選せん択たく、安全装置の解除方法。ミサイルは……使い方不明。とりあえず機関砲をアクティブにして戦術マップを確認する。敵機は東から侵入、高速で飛行場に接近中。

　スロットル全開で離陸する。が、高度を稼かせぐ前に彼ひ我がの距離がゼロになった。上空から火か箭せんが降り注ぐ。

「っ！」

　右バンクしたものの画面が赤色に明滅する。避よけきれなかったのか、歯ぎしりしつつ旋回、敵機の姿を探した。刹せつ那な、鳴り響ひびく警告音。レーダー画像を見ると背後に敵影が現れていた。いつの間に回りこまれていたのか。必死でスピードを上げるも振り切れない。切り返し、降下、ループ。

　天地がひっくり返り空のグラデーションが反転する。だが警告音は止やまない。ぴったりと後ろに食いつかれている。あたかも磁石か何かで引き合っているかのように、すぐ背後に追つい随ずいされていた。

　多分敵の方が優ゆう速そくなのだ。そして機動性も高い。自分程度の腕前ではどうやっても逃げられそうになかった。

　なら。

　思い切ってスロットルを絞る。次いで機首上げ。一気にスピードが落ちる。引き離せないのならいっそ相手に追い越させようと思ったのだが。

　……！

　目もく論ろ見みは半分うまくいき、半分予想外の結果を招いた。

　敵が前方に躍り出る。だが機関砲の狙ねらいをつける間もなく急加速された。機影が瞬またたく間に小さくなる。慌あわててスロットルを開くも運動エネルギーを失った自機ではとても追いつけない。そうこうするうちに敵機がヘアピンのごときターンを決め、斜め上方より襲おそいかかってきた。

　先さき程ほどまでとは比較にならない光の明滅がモニタを埋め尽くす。

　画面が停止した。何が起こったのか、考えるまでもない。撃げき墜ついされたのだ。迎撃ミッションに失敗し自機を失った。ザイの機体性能を舐なめていた。いや、これはシミュレータだから難易度の設定を見誤っていたというべきか。

　とはいえ今の結果は重大な事実を示している。

　有人機でザイと格闘戦はできない。シミュレータということで思い切った機動を取ってみたがまるで相手にならなかった。機動性、エンジンパワー、反応速度、どれを取っても太た刀ち打ちできない。およそ努力や訓練で覆くつがえせそうなレベルではなかった。であれば近接戦闘は避けて視界外からミサイルを撃つ？　あるいは僚りよう機きを囮おとりにしその間に攻撃するとか。

（相手に抜かせるのは、ありだと思うんだけどな）

　シミュレーション最後の試み。

　振り切れないのであればいっそ追い抜かせてしまう。前に行かせ無防備な背中を狙う。

　だがスロットルを絞れば敵の加速に対応できない。エンジンパワーを活いかしたまま急減速する方法はないものか。機首上げ、旋回、エアブレーキ……いや、通常の機動を行ってもザイは問題なく追つい随ずいしてくる。もっと急速にスピードを落とす方法は。それこそ空中でつんのめるくらいの勢いで。

　待てよ。

　脳裏に一つのイメージが過よぎった。空港に降り立つグリペンの映像。異様に短い制動距離。エアブレーキだけでなくカナードも空気抵抗として使って。

「慧けいっ」

　唐とう突とつに肩を揺すられた。

　いつの間にかグリペンがシミュレータに入ってきている。眉まゆ根ねを寄せ不機嫌極まりない表情だ。

「お、おう、どうした？」

「みんなが『慧の方が安定して飛べてる』とか言ってる。ありえない。きっと何かズルをしていた。説明を要求する」

「ズルなんかするかよ。というか結構扱いやすいな、これ。全然欠陥品じゃないぞ。あと何回か触らせてもらえたら普通に実機も操縦できそうだけど」

「……！」

　絶句する彼女の髪を搔かき混ぜ席から降りた。背後からの抗議を受け流しつつシミュレータを出る。外では舟ふな戸とが待っていた。口元をにやけさせ「どうだった？」と訊たずねてくる。

　頰ほおが熱い。

　内心の高こう揚ようが、興奮が見抜かれているようにも感じた。だが表向きはあくまで平静に「そうですね」と答える。

「ええまぁ、なかなか貴重な体験でした」

「そうかい、それはよかった」

　舟戸が愉快そうにうなずく。「で、ですね」と慧けいは慎重に言葉を継いだ。

「次の休憩時間、余裕があればまた触らせてもらってもいいですか？」




　軍用シミュレータの体験という予期せぬ役得もあいまり、気づけば基地で過ごす時間が増えていた。明華ミンホアには「無事バイトに採用された」とだけ告げてある。朝は八時から夜は六時までのシフトという設定。ほぼ丸一日家を空あけている計算だ。生活の過半を自衛隊で費やす日々。必然グリペンといる時間も長くなっている。そのせいかどうか分からないが彼女は日に日に安定度を増していた。急な意識障害もなく順調に試験をこなしていっている。

　シミュレータ試験から二日、彼女は実機で空を飛んでいた。基地上空を一周し着陸するだけの簡単なフライト。だが空を征ゆく真しん紅くの翼つばさは、慧の胸に上海シヤンハイ脱出戦の高揚を呼び起こした。大丈夫、今のまま飛び続ければきっと本番テストをクリアできる。また戦場に戻っていける。そんな期待が心を満たしていた。

「今日はこんなところだな」

　八や代しろ通どおりがバインダーを置く。モニタルームの空気が弛し緩かんした。画面には飛行中のグリペンが映っている。彼女はちらとカメラに視線を向けた。

『戻っていい？』

「いいぞ。気を抜いて民間ターミナルに突っこまないようにな」

『そんなへまはしない』

　憮ぶ然ぜんと告げてグリペンが視線を戻す。すまし顔で管制塔と交信、着陸の許可を求め始めた。

「ちょっといいか」

　飛び交う航空無線に聞き入っていると肩を叩たたかれた。八代通が手招きしている。片手を白衣のポケットに入れ部屋から出ていこうとしていた。

「はい？」

　離席していいのか。疑問に思うも八代通はどんどん歩いていってしまう。仕方なくあとに続いた。廊下を歩き休憩スペースにたどりつく。八代通は長なが椅い子すに腰かけると煙草たばこをくわえた。

「随ずい分ぶん熱中してるみたいだな」

「？　なんの話ですか」

「シミュレータだよ、暇ひまさえあればいじってるそうじゃないか」

　私的利用がまずいと言っているのか、反射的に身構えて顎あごを引く。

「スタッフの方に許可はもらっています。勝手に使ったりはしてないはずですけど」

「ん？　いや、別に責めちゃいないさ。色々試行錯さく誤ごしてるみたいだから何か発見でもあったのかと思ってね」

　発見。

　実戦で使える知見を見つけたか、と問われているのか。

「残念ですけど今のところないですね。ザイに墜おとされてばっかりです」

　結局カナードを使ったエアブレーキはうまくいかなかった。あの前ぜん翼よくはコンピュータＦＣＳによって制御され機体の安定を保っている。マニュアルで直立させて空気抵抗を生み出すのは難しそうだった。

　試みにＦＣＳをオフにしたところ、カナードは風かざ見み鶏どりのようにふらふら動きまわり制御不能になった。どうやら風任せで機体の安定を取り戻す仕様らしい。安全面では至し極ごく正しいのかもしれないが、こちらのやりたいこととは随ずい分ぶん違う。

　八や代しろ通どおりは「ふん」と鼻を鳴らした。

「そうか、まぁ子供に戦術指南してもらうほど困ってないから気にするな。豪華なアーケードゲームだと思って楽しんでればいい。俺おれ達は君がグリペンの近くにいてくれればいいんだからな」

　相変わらず棘とげのある言い方をして八代通はプリントを差し出してきた。

「本題だ」

　どうやら今までの話は雑談だったらしい。「はぁ」と答えてプリントを受け取る。複雑な波形のグラフが記されていた。縦軸は電圧、横軸は時間、波形の橫にαだのθだの数学で見るような文字が並んでいる。二枚目も、三枚目も同じだ。

「なんですか、これ」

「なんだと思う？」

「数学の宿題ってわけじゃないですよね」

　現地校の編入手続きが終わっていないため、今の自分は日々学習カリキュラムから取り残されている。それを彼がサポートしてくれる……とはさすがに思わなかったが、他ほかの可能性も思いつかなかった。

　八代通が煙を吐き出した。

「グリペンの好調な理由が分かった」

　！

　一気に意識がクリアになる。息を吞のみ詰め寄ると八代通に押しとどめられた。

「いや、すまん。正確に言うと『何が起きてるか』は分かっただ。原因や仕組みは相変わらず不明なまま。とはいえ結構な進歩には違いないがな」

「焦じらさないでください。どういうことですか？」

「説明の前に一個確認だ。君、あいつと上海シヤンハイ脱出戦前に面識があった──とかないよな」

「はい？」

　あいつってグリペンのことだよな。彼女と以前に知り合っていたか？　馬ば鹿かな、ありえない。

「質問の意味が分かりませんけど」

　婉えん曲きよくな否定に八や代しろ通どおりは「そうか、そうだよな」と独りごちた。

「まぁ俺おれもわけの分からないことを言ってるとは思う。だがなかなか普通でない結果が出ててな」

　手元のプリントを指さす。

「これはグリペンの脳波グラフだ。アルファ波、ベータ波とか聞いたことあるだろう。まぁ正確に言うと奴やつは人間じゃないから脳波とは別物だがな。似たような波形だと思ってもらっていい。で、左から右に見ていくと……かなり乱れてるのが分かるか」

「ええ……」

　最初はある程度なめらかな振しん幅ぷくだが、時間がたつにつれて不規則になっていく。振動の間隔が短くなり針山のようになっていた。

「今までの経験上、これが一定期間続くとあいつの意識は失われる。ブレーカーが落ちる感じだな。制御不能になった脳処理を無理矢理断ち切るイメージ」

「原因は」

「分からん。が、そこは大した問題じゃない」

　八代通の指がプリントをめくった。二枚目のグラフ。至し極ごく規則的な波形で安定した様子を見せている。

「これは同時刻の君の脳波グラフだ」

「はぁっ!?」

　いつの間にそんなものを、と叫びかけてふっと思い当たる。一昨日おととい、参考情報ということで簡単な検査を受けさせられた。あの時取られたのか。って、そんな検査項目聞いてないぞ。

　非難の視線を送るも八代通はすまし顔でグラフをなぞった。

「ま、なんてことはない、標準的な人間の脳波だな。で、だ。このグラフをさっきのグリペンのグラフにかけ合わせてみる。するとどうなるか」

　三枚目、最後のプリント。

「……」

　波形は綺き麗れいな振幅を描えがいていた。妙な乱れも揺らぎもない。なめらかな曲線。

「どういうことですか？」

「グリペンの脳波は君の脳波を受けて安定する。同調とでもいうのかな。だいたい十メートル圏内に君が近寄ると波形の合成が始まり次第にこの三枚目のグラフに近づいていく。離れると逆だな。振しん幅ぷくが乱れ始め一枚目のグラフに戻っていく。これがあいつの安定化のメカニズムだ」

「なんで……そんなことが」

「知るか、俺おれが訊ききたい」

　八や代しろ通どおりは投げやりに手を振った。

「いいか、人間の脳波なんてのは常に変化していく。目を閉じたり睡眠しただけでも出力成分が異なってくるんだ。なのにコンマ一秒のズレもなく誰だれかと同調できるとか、ありえない。ありえるとすれば、そいつはもう『事前にそう設定されていた』以外に考えられない」

「設定されていた……」

「だから訊いたんだよ。あいつと上海シヤンハイ脱出戦以前に面識がなかったかって」

　眼鏡めがねの奥の目がすぼまった。刺すような視線がこちらに突き刺さってくる。

「アニマの動作は研究途上だからな。一度会った人間の脳波をメモリしてその相手用に自分を調整する、なんてことも皆かい無むとは言えない。意味不明だがな。だが君はあいつと会ったことがないと言った」

「……ええ」

「ならその線は捨てよう。であれば残された可能性は一つ。あいつは君と二人で動くように作られていた。あらかじめ、最初からな」

「ちょ、ちょっと待ってください。あいつを作ったのって八代通さんでしょう？」

「そうだ。そして俺はそんな機能を組みこんだ覚えはない」

「じゃあありえないでしょうに」

　八代通は舌打ちした。苛いら立だたしげに視線を逸そらすと。

「そうとばかりも言えないのがややこしいところでな」

　……？

　何を言っているのだろう。

　開発者が設計内容を把は握あくしていない？　どういうことだ？

　白衣の男性は「まぁいい」とつぶやいた。

「とにかく状況は今説明した通りだ。君が近くにいる限りあいつは安定する。あとは覚かく醒せい間隔をきっちり調整してテストフライトの時間に合わせることだな。いくらなんでも君を空までは連れていけないし」

　確かに、ドーター操作中のグリペンは一人だ。自分との距離も十メートルは超えるだろう。であれば安定化のメカニズムは失われる。いつ意識喪そう失しつが起きてもおかしくなかった。

「大丈夫なんですか」

「まぁ法則が分かったからな。状況は好転したと思っていい。奴やつとの面会時間はかなり管理させてもらうことになるが勘かん弁べんしてくれ」

「それはかまいませんけど」

　なんともすっきりしない話だった。八や代しろ通どおりが席から立つ。時計を一いち瞥べつし。

「そろそろ昼飯だな。あいつが戻ったら食堂に付き合ってやってくれ。君の分もおごらせる」

「え、いいですよ」

　あいつ金ないみたいですし、と抗議する間もなく八代通が携帯を取り出した。

「ああ俺おれだ、すぐ戻る。了解」

　幅広の背中が遠ざかっていく。相変わらず慌あわただしい人だ。言いたいことを言い消え去ってしまう。残された方はぽかんとするしかない。

　だが冷静に考えれば今日の話は朗ろう報ほうだった。

　何せフライト成功の道筋が分かったのだ。自分とグリペンが近づきさえすれば彼女の脳波は安定し覚かく醒せい時間が延長される。あとは効果が失われないうちにテストフライトを終え帰還させる。単純極まりない話だった。

　まぁ、なぜ自分と彼女の脳波が影えい響きようし合うのかは分からないが。

（あいつに言って安心させてやろうかな）

　随ずい分ぶん不安がっていたからさっきの話をすればほっとするだろう。

　携帯端末の時計を確認。そろそろグリペンが戻ってくる時間だ。慧けいは端末をしまい立ち上がった。




「何これ？」

　グリペンが不思議そうに紙包みを見つめる。

　隊員食堂の角席で慧は彼女と向き合っていた。机の上にカラフルな花柄のパッケージが置かれている。赤と黄を基調にした色鮮やかな包装。無ぶ骨こつな基地施設の中ではかなり目立つ代しろ物ものだ。

「お土産みやげだよ、開けてみな」

　掌てのひらで勧めるとグリペンはより一層眉まゆ根ねを寄せた。警戒も露あらわに包みを開ける。

「お菓子？」

　キツネ色のパンをねじり合わせたような形状。表面には砂糖がまぶされ白く光っている。大きさは十センチ程度、それが五本ほど入っていた。

「麻花マーホアっていうんだよ。中国のお菓子だ」

「中国の……」

　金かな沢ざわで明華ミンホアが買ってきてくれたものだ。避難民の入り口となっている金沢は、沿岸部を中心に小規模な中華街ができあがりつつある。中国の日用品・食材も買いやすくなっているとのことだった。

　とりあえず一本手に取り頰ほお張ばる。意外なほどの歯ごたえに続き柔らかな甘みが広がった。生地が硬いため気を抜くと分解してこぼれ落ちそうになる。それを避けるように次から次へとかぶりついていくのがいつもの食べ方だった。

　グリペンはしばらく戸惑っていたが、ややあって思い切ったようにかじりついた。ごりっと鈍い音が一回、灰色の目が揺れる。

「硬い」

「慌あわてて食べるからだ。ゆっくり奥歯でかみしめろよ。ほら、こうやって」

　実演してみせるとグリペンは手元の麻花マーホアを持ち上げた。もう一度慎重に口をつける。今度はきちんとかみ砕けたのか、小動物のように頰ほおを動かしている。

「……おいしい」

「そうか、よかった」

「慧けいは中国に住んでいたの？」

　興味深そうに訊たずねてくる。ああ、言われてみれば話してなかったな、そのあたりは。

「常じよう熟じゆくって町にいたんだ。親父おやじの仕事でな。知ってるか？　常熟」

「……分からない」

「まぁ日本じゃあんまり知られてないかもな。上海シヤンハイの北西にあって工場や研究施設が多いところだよ。ただ古い町並みも残っていて結構ゆったりした雰ふん囲い気きかな。ちょっとここ……小こ松まつの町と感じが似てるかもしれない」

「行ってみたい」

「今は無理だろ。まぁザイをなんとかできたら案内してやるよ。ああ、そうだ」

　携帯端末を取り出す。検索画面を立ち上げ「常熟」と入力した。方ほう塔とう公園とか、日本人（？）には結構物珍しいであろう画像を探しかけたが。

　指が止まる。新着リンクがトップに現れていた。At Changshu 8th June……六月八日常熟、十日前？

　自分達が脱出したあとだ。何か調査でも入ったのか、様子を確認しようとサムネイル画像をタップした、瞬しゆん間かん。

　……！

　全身から血の気が引いた。

　信じられない光景が映し出されている。いや、ある程度覚悟はしていた。あれだけ呵か責しやくない攻撃を加えてきたザイのことだ。町並みにも相応の被害が出ていると思っていた。崩れたビルや街路。最悪廃はい墟きよが映っても動揺すまいと覚悟していた。が。

　表示された写真には……何もなかった。

　長ちよう江こうのほとりに一面の平原が広がっている。わずかに盛り上がった地形は虞ぐ山さんか。他ほかには何の凹おう凸とつもない。瓦が礫れきも草木もなく、ただ灰色の大地が続いていた。

　二枚目の写真、三枚目の写真、四枚目の写真も同じ光景が広がっている。

（……っ！）

　吐き気がこみあげてきた。

　消しやがった。奴やつら町を一つ消しやがった。

　まるで遥はるかな昔から人など住んでいなかったかのように、もとから無人の荒野だったかのように。

　なんてことを……しやがる。

　これではもう戻れない。仮に住民が帰還しても造り上げる町はまったく別のものだ。常じよう熟じゆくという町は事実上世界から消滅したのだ。

　ひどすぎる。一体なぜここまでする必要があるのか。単純に領土を広げたいなら人間を追い出すだけでいいだろう。町並みまで執しつ拗ように破壊しなくてもよいはずだ。しかもよりにもよって俺おれの住んでいた町を、狙ねらって。

（狙って？）

　いや違う、違うのか。

　ザイがあえて一地方都市を目の敵かたきにする理由はない。だとすればこの破壊は常熟に止とどまらないのではないか？　彼らが進撃してきた大陸の都市、全すべてが同様の災さい厄やくに見舞われているのだとしたら。

　震ふるえが走る。ザイの脅きよう威いが今いま更さらながら心を冷やしてきた。彼らは人類を、その被造物を本気で消滅させようとしている。歴史から消し去ろうとしている。名状しがたい恐怖が意識を満たした。

「慧けい？」

　グリペンが不思議そうに首を傾かしげる。慌あわてて「あ、ああ」と画面を消した。

「悪い、ちょっとぼうっとしてた」

「体調悪いの？」

「そういうわけじゃないんだろうけど……寝不足かもな」

「きちんと寝て」

「分かった」

「私はいつでも眠れる。空でも、歩きながらでも」

「それはだめだろう」

　意識障害と睡眠を一緒にするな。肩の力を抜いた瞬しゆん間かん、グリペンが紙袋を取り出した。

「お返し」

「は？」

「慧にプレゼント。いつも助けてくれるから」

　まじまじと見つめる。青地の手て提さげ袋だった。側面に戦闘機がプリントされ、下に「ＪＡＳＤＦ　小こ松まつ基地」の文字がある。売店の土産みやげ物ものか？　クッキーでも入っているのだろうか。おもむろに袋を開きかけると「だめ」と制止された。

「ここでは開けないで。家に帰ってから」

「なんで？」

「恥ずかしい」

「……」

　何が入ってるのか余計気になってくる。だが開けるなというのを開けるのも無ぶ粋すいだ。小さくうなずいて橫の席に置いた。

「まぁ、礼を言っておくよ。ありがとう」

「慧けいもありがとう。マーラー」

「麻花マーホアな」

　マーラーって作曲でもするつもりか。

　グリペンは「じゃあ」と立ち上がった。

「食事取ってくる。慧の分も……お、お、おごりで」

「無理するなよ、自分で出すから」

「いい、私の矜きよう持じ」

　さいですか。

　ならばお言葉に甘えようと頭を下げる。グリペンはしかつめらしい顔で配はい膳ぜん所じよに向かっていった。

（はぁ）

　呼吸を整える。落ち着け落ち着け、ただでさえあいつは不安定なのだ。自分のショックを伝染させちゃいけない。忘れろ、忘れろ、忘れろ。

　茶ちや碗わんのお茶を喉のどに流しこんだ時だった。

　ガチャーンとけたたましい音が響ひびいた。周囲の喧けん噪そうが止やみ視線が集まる。

　配膳所の前でグリペンが膝ひざを突いていた。床にトレイや食器が散乱している。前の隊員にぶつかったのか、おろおろと視線を動かしていた。ややあって隊員の服に汚れを見つけ手を伸ばす。

「あ……拭ふく」

「触るな化け物！」

　尋じん常じようでない怒声が轟とどろいた。隊員が顔を引きつらせている。浅黒な頰ほおが大きく歪ゆがんでいた。

「何食わぬ顔して出歩きやがって。おかしいだろ。なんでおまえみたいなのが野放しになってるんだ？　え？　どうして自由に動き回れてるんだよ」

「わた……しは」

「喋しやべるな！　人間の顔でこちらを見るな」

　異様な雰ふん囲い気きだった。耐えきれず席を立つ。人ひと混ごみを搔かき分けグリペンの前に立った。

「やめてください！　何してるんですか!?」

　視線をもたげ睨にらみつける。突然の闖ちん入にゆう者しやに隊員が沈黙した。しげしげとこちらを見つめ。

「なんだおまえは」

「こいつの調整に協力してる者です。それよりどうしたっていうんですか。ただ転んで皿を落としただけでしょう。怒鳴りつけるような話じゃないはずです」

　だいいちグリペンは非を認め相手の汚れを拭ふき取ろうとしていたのだ。その動作をはねのけるのはあまりに大人おとなげない。過か剰じよう反応と言えた。

　だが隊員は「調整……協力？」と口角をもたげた。

「そうか、おまえも技ぎ本ほんの連中の仲間か。こいつに好き勝手させてる張本人ってわけだ」

「好き勝手……って」

「怪物は怪物らしく檻おりの中に閉じこめとけって言ってんだよ。俺おれ達の視界に入れるんじゃない。空くう自じのパイロットにも戦死者は出てるんだ。これ以上みんなの神経を逆なでするな」

　何を……言っているのか。

　分からない。グリペンが怪物だと言っているのか？　いや怪物のような戦闘能力を持っているのは確かだが、彼女の力はザイに向けられている。助けになりこそすれ忌いみ嫌う理由はないはずだった。

「戦死者が出たって言いますけど」

　押し殺した声で反はん駁ばくする。

「こいつだって不調の中、危険な任務に投入されてるんです。一人だけ楽してるわけじゃない。なのに一方的に責め立てるとかおかしいでしょう？」

　隊員の顔が面食らったように歪ゆがむ。数回瞬まばたきした後、唇くちびるの端が持ち上がった。

「まさかおまえ……知らないのか？」

「？　何がですか」

「そいつが何でできているかだよ」

「どういうことです」と訊たずねかけた瞬しゆん間かん、服をつかまれた。グリペンが震ふるえるようにかぶりを振っている。

「慧けい、慧もういい。やめよう、席に戻ろう」

　あとから考えればこの時、彼女の意見に従うべきだったのかもしれない。だが混乱が足を鈍らせた。思考を遅延させた。言葉を失い逡しゆん巡じゆんしているうちに隊員が口を開く。決定的な単語が空気を揺らした。




「そいつらは……アニマは、撃げき墜ついしたザイの部品で作られてるんだよ」




　……。

　え？

　今なんて言われた。アニマが……ザイでできている？

　馬ば鹿かな、ありえないと否定しかけていくつかの事実が思い浮かぶ。

　人類の科学を超越したドーター・アニマの力。

　基地内におけるグリペンへの怯おびえた雰ふん囲い気き。

　そして八や代しろ通どおりの発言、「設計者だからといって全すべてを把は握あくできるわけではない」という言葉。

（グリペンが……ザイ？）

　母親を殺し、上海シヤンハイ脱出船団を壊滅状態に追いこみ、常じよう熟じゆくの町を消滅させた、あの怪物達と同じ存在。

「慧けい──」

　……っ！

　気づけば差し伸べられた手を払っていた。恐怖に顔が歪ゆがむ。が感情の激発は生じた時と同様に一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。

　グリペンが震ふるえていた。細い肩を揺らし愕がく然ぜんとしている。大きく見開かれた目に絶望の色があった。あたかも親に捨てられた子供のように、飼い主に見捨てられた子犬のように。

　瞬間自分が何か大切なものを打ち壊してしまったことに気づく。だがもはや取り返しがつかない。グリペンは唇くちびるを嚙かみしめ後じさった。

[image: ]

「グリペ──」

　呼びかける間もなくペールピンクの髪が翻ひるがえった。軽い足音が遠ざかっていく。背中を追うことはできなかった。




　　　　　　　　　　＊




　翌日、基地への訪問を取りやめた。

　祖父母には体調不良だと説明してある。実際熱っぽかったし身体からだのだるさもあった。噓うそはついていない。ただ最大の原因……精神的な問題については語っていなかった。

　更さら地ちになっていた常じよう熟じゆく市街。

　憧あこがれていた存在がこともあろうに敵と同根だったこと。

　それをグリペンや技ぎ本ほんのスタッフに隠されていたこと。

（なんなんだよ……ったく）

　裏切られた思いだった。いや、好意的な解釈もできるのだ。ザイから流用したパーツはあくまで部品レベル。スクラップヤードで拾ったネジを使ったようなもの。だからグリペンはザイと違う。あんな悪魔のような存在ではない。

　だが事実が楽観を否定する。

　八や代しろ通どおりはアニマのことを研究途上と呼んだ。チューニングには非常な癖くせがあり適合する戦闘機を見つけるのも一苦労だと。

　つまりブラックボックスなのだ。ザイのコンピュータ？　か何かを回収し既き存そんの飛行機に載せかえた。内部の仕様は分からず問題が起きても対症療法で臨のぞむしかない。そんな不確かな存在をなぜ信用できる？　いつ元の怪物に戻るか分からないというのに。

　今こそ自衛隊員の恐怖が理解できた。仲間を殺した存在の同族が基地内を歩き回っている。人間のような顔で喋しやべったり視線を巡らしたりしている。どれだけストレスになっただろう。ふざけるな、視界から失うせろと怒鳴りたくなるのも当然だ。

（もう、やめよう）

　彼女に関かかわるのはよそう。もともとなぜ白羽の矢が立ったのか分からない話だ。グリペンと自分が補完し合うように作られてる？　馬ば鹿かな、冗談も休み休み言え。なんでザイと一高校生がペアで設計されているのか。

　布ふ団とんを被かぶり眠りにつこうとした瞬しゆん間かん、だが最後の光景が脳裏を過よぎる。愕がく然ぜんとした表情のグリペン、灰色の目が大きく見開かれ、伸ばした手が力なく落ちる。ややあってペールピンクの髪が翻り足音が。

　……くそっ。

　なんで自分が罪悪感を覚えているのだ。あいつはザイなんだぞ。しかもその事実を隠して何食わぬ顔で付き合っていた。正体がばれたからってショックを受けるとか、虫がよすぎるだろう。だったら最初から話しておけっていうの。自分を信用していたならなおさら。

　コツコツとノックの音が響ひびく。

　開いた扉の隙すき間まから明華ミンホアが顔を見せた。

「慧けい、なんか基地の人から電話だけど」

「……」

「体調直ったら連絡がほしいって」

　腫はれ物に触るかのごとき口調。

　彼女はしばらく返事を待っていたが、ややあって嘆たん息そくした。

「ご飯は食べにきてよね」と扉を閉める。

　音が消え静寂が戻ってきた。




　次の日も、その次の日も基地には行かなかった。

　電話連絡は翌日もう一度来たのを最後に途絶えた。先方も暇ひまではないのだろう。聞き分けのない子供を相手にするくらいなら、もう少し真ま面じ目めなアプローチを検討し始めたというところか。まさしく真っ当な考え方だ。むしろ最初の話が無茶苦茶というべきだろう。自分が近寄るだけで戦闘機が正常稼か働どうするなど。

　更さらに日が変わる。

　午前十一時、慧は浅い眠りから目覚めた。壁かべかけカレンダーの日ひ付づけ欄らんに大きく○がつけられている。六月二十一日水曜日、下には「正午」の但ただし書きがある。グリペンのテストフライト日、彼女の運命が決まる時間だった。

（どうするつもりだろう）

　布ふ団とんの中で独りごちる。

　予定通り飛ぶのだろうか、あるいは仕切り直すのか。いくらなんでもわずか数日で自分の代わりが見つかるとも思えない。であればテストを延期する？　だが八や代しろ通どおりの話を聞く限り悠ゆう長ちような時間稼かせぎが許されるとも思えなかった。ということは。

「ああっ、もう」

　髪を搔かき混ぜる。気にしたって仕方ないだろう。どのみちもう手遅れだ。フライトまであと一時間しかない。今更顔を出したところで何をしに来たという話だ。

　とりあえず朝食でも食べるか。昨日も一昨日おとといもろくに食事していなかったし。明華も心配している。身体からだを起こしベッドから下りかけた時だった。

　視線がビニールの光こう沢たくをとらえた。学習机の脇わきに青の手て提さげ袋が置かれている。側面にプリントされた戦闘機のシルエット、その下の小こ松まつ基地という文字。

　あいつのお土産みやげか。

　持って帰ったきり放置していた。確か家に帰ってから開けろと言われてたっけ。何を入れていたのだろう。食べ物なら悪くなっているかもしれない。だとすれば放っておくわけにもいかなかった。

　気が進まぬまま袋を取り上げる。シールをはがし開封。

（なんだ……？）

　カラフルな毛糸の編み物が出てくる。白とオレンジ、赤の混ざった細長い物体。え、これ、マフラーか？

　よく見ればところどころに凸おう凹とつや模様の歪ゆがみがある。手編みなのか、いや女の子からのプレゼントで手編みのマフラーってのは王道かもしれないが……今六月だぞ？

　なにがしか意図があるのではと思い袋を探る。底から数枚の便せんが出てきた。四よ隅すみに花柄がプリントされた可か愛わいらしい用紙、そこにたどたどしく文字が綴つづられている。




『慧けいへ。

　いつもありがとう。

　慧のおかげでわたしも飛ぶのがこわくなくなってきました。テストフライトがんばります。なにかお礼をしたいとギホンのひとに相談したら「手づくりのものがいちばん。男なんかいちころ！」といわれました。でもなにをつくったらいいかわからないので色々本をよんでべんきょうしてマフラーにしました。いちころですか』




　だから季節を考えろよ。あとそのアドバイスをした人もどうなんだ。戦闘機相手に何をいちころにさせようというのか。

　相変わらずどこかズレている。呆あきれ顔で便せんをめくると手紙の様子が変わった。




『わたしは慧にあやまらないといけません。

　ひとつ、とてもおおきな隠しごとをしていたからです。

　わたしはザイの部品でできています。撃げき墜ついしたザイからコアをとりだし（ほそながいガラス板みたいなものだそうです。実物はわたしもみたことがありません）それを脊せき髄ずいの一部として培ばい養よう・生育させたものらしいです。ザイ機並の機動もＥＰＣＭにたいする耐性も、結局は彼ら由来のものということです。そういう意味でわたしたちとザイの境界はかなりあいまいです。どこがちがう？　といわれてもうまくせつめいできません。

　ただ信じてほしいのは、わたしにザイの記憶はないということです。

　きがついたときにはグリペンとして人間をまもらなきゃとおもっていました。ハルカいわく、わたしたちには強力な人格矯きよう正せいプログラムをかけてあるそうです。でもそんなの関係なくわたしは人間のために飛び、人間のためにたたかうことがふつうだとおもっていました。だってＪＡＳ39はそのためにつくられたのだから。他ほかのことをかんがえるほうがおかしいです。

　ほんとうはもっとはやくこのことをはなそうとおもっていました。

　でも神社にいったとき、慧けいに「ザイはきらいだ」「早くいなくなるように」といわれ、くじけてしまいました。

　きらわれたくなかったからです。

　ただいつまでもうそはつけません。だからゆうきをふりしぼって手紙をかきました。わたしはザイからつくられました。でもわたしはアニマとしてがんばろうとしています。信じてください。

　あしたもまた会いにきてくれることをいのって。──Gripen』




　しばらく身動きできなかった。

　握りしめた便せんがくしゃりと歪ゆがむ。衝しよう撃げきが身体からだを強こわばらせていた。気道が、声帯が、麻ま痺ひしたように震ふるえている。息が苦しい。頭ががんがんと揺れていた。

　……得え体たいの知れない化け物？

　確かに、彼女は人間じゃない。正体不明のテクノロジーを流用して人の形にこねあげた、アンコントローラブルな戦闘人形。少女の姿をした兵器だ。

　だがその内面はどうだろう。

　異常な出自に戸惑い、周囲の偏へん見けんに怯おびえ、それでも勇気を振り絞って信頼関係を築こうとしている。脆もろくて、純粋で、でも一生懸命な普通の女の子だ。

　そんな彼女を……自分は突き放した。説明も聞くことなく一方的に拒絶した。

　一体どれほど傷ついたことか。しかも自分はそのあと基地を訪れることなく無視を決めこんでいる。

　自分が彼女の立場ならどう思う？　ああやっぱりだめだったんだ、思い切って手紙を書いたけど受け入れてもらえなかった。頑張っても無む駄だだったんだ、そう思うのではないか。

　違う。事実はただ自分が気持ちの整理をつけられなかっただけだ。問題から目を逸そらし思考停止に陥おちいっていた。本来なら己おのれの感情と向き合い、グリペンとの関係についてきちんと結論を出すべきだったのに。

　時計を見る。時刻は午前十一時十分。

　フライトまであと五十分。

（行こう）

　決断は思ったよりスムーズだった。手早く着替えて自転車のキーを取り上げる。

　とにかく一度話さなければ。詰なじられても軽けい蔑べつされても自分がどう思っているかだけは告げなければ。このまま彼女が廃はい棄き処分になったら悔くやんでも悔やみきれない。

　俺おれはザイが嫌いだ。

　でもおまえのことは嫌いじゃない。

　言葉にしてしまえばたった二つのセンテンス。だがそれを伝える時間はあまりにも残り少なだった。

　ジャケットを羽織って部屋から出る。この三日間の停てい滞たいが噓うそだったように迷いは失うせていた。




　あとから考えればまず電話をすべきだったのかもしれない。

　もともと折り返しを求められていたのだ。今からでも八や代しろ通どおりに連絡して訪問の意を伝えればよかった。そうすれば少なくとも受付に申し送りくらいしてもらえただろう。ただでさえ貴重な時間を浪費することはなかったはずだ。

　実際には正門で止められた。しかもかなり長時間留め置かれた。

　別に不審人物と見なされたわけではない。単純に技ぎ本ほんの人間がつかまらないとのことだった。冷静に考えれば当たり前で、テストフライトまで一時間を切った段階で悠ゆう長ちようにデスクワークしているはずがない。方々に内線をかけまくってもらい、ようやく入門許可が出た頃ころにはもう十一時四十分を過ぎていた。

　全力疾しつ走そう、技本の執務棟であるプレハブ建屋に駆けこむ。

　十一時五十分。

　ディスプレイの灯ひで満ちたモニタルームに入ると、八代通が眠たげな視線を送ってきた。

「来たか」

　随ずい分ぶんと疲労した様子だった。いつもの尊大さが心なし影を潜ひそめている。ひょっとすると寝ていないのかもしれない。よく見れば目の下に濃いクマがあった。

「あの……すみません、俺おれ」

　取るものも取りあえず謝罪する。八代通は「構わん」と首を振った。

「事情を曖あい昧まいにしてた俺達が悪い。隠すなら隠す、明かすなら明かすで対応を徹底するべきだった。あいつが基地の連中に疎うとまれていることくらい分かっていたのにな」

　苛いら立だたしげに鼻をすする。無ぶ精しようひげを掌てのひらでこすり一いち瞥べつしてきた。

「見たのか、奴やつの手紙」

「はい……今け朝さ」

「で、文面にほだされてほいほい出てきたってわけか。意外とちょろいな。ならもっと早くお涙ちょうだいで説得すればよかった」

「……」

　だから言い方というものがあるだろうに。渋じゆう面めんを作っていると、八代通は「だが」と顔をもたげた。

「あれがあいつの本心だ。プログラムでもザイの記憶でもない、あいつ自身の言葉だ。そこは、そこだけは理解してやってくれ」

「ええ」

　遅まきながら気づいた。彼女が普通の心を持っていることに、人間と同じ感情を宿していることに。だからこそ自分はここへ来たのだ。

　八や代しろ通どおりは小さく咳せき払ばらいした。

「お涙ちょうだいついでにもう一つ聞かせてやろうか。あいつの素そ体たいの話だ」

「素体？」

　ドーターのベースとなった機体のことか。評価用に自衛隊で購入したグリペンと聞いていたが。

「シリアルナンバー４９２８０３、Ｄ型ダービッドの後期モデルだな。今輸出されているのはＥ／Ｆ型だから丁ちよう度ど一世代前の型になる。不遇な機体でな、南米の某ぼう国こくに売却されたが折からの反政府運動で武装勢力に奪だつ取しゆ、かつての味方に牙きばを向けさせられた。大分民間人も殺したらしい。どんな気持ちなんだろうな、守るべきはずの存在を自らの手で殺あやめるというのは」

「それは」

　絶句する。想像もつかない、あまりに凄せい惨さんな光景だった。

「結果的に反政府運動は泥沼化、多た国こく籍せき軍の介入を招いた。武装解除の一環でグリペンも回収され生産国に返却。まぁそのあと色々あって我々が購入したわけだが、あいつの中には内戦時の記憶が残っているんじゃないかと思う。人間を守る、みんなのために戦う。あいつがよく言ってる言葉だが、それは自分がかつて果たせなかったことの贖しよく罪ざいでは、とな」

「……」

　八代通はやや決まり悪げに視線を逸そらした。

「あまり真に受けるなよ、半分は俺おれの想像も混じってる」

　どうとも返すことができず口ごもる。彼女の内面を知れば知るほど己おのれの対応が残ざん酷こくに思えてきた。だが今この場で後こう悔かいしても仕方ない。謝罪するなら直接、彼女に会ってからだ。

「テストはどうなってるんですか」

　八代通が顎あごをしゃくった。話に集中して気づかなかったが、ディスプレイのいくつかに真しん紅くの戦闘機が映っている。ＪＡＳ39グリペン、彼女の翼つばさ、いや彼女そのものか。誘導路を地上移動タキシングして滑走路へと向かっている。垂直尾び翼よくのストロボ灯が明滅していた。排気炎が大気を陽炎かげろうのごとく揺らめかせている。

『小こ松まつタワー、ＢＡＲＢＩＥ01、レディー・フォー・ディパーチャー』

　無線越しに少女の声が響ひびく。数秒おいて管制塔が答えた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、ランウェイ06、クリアード・フォー・テイクオフ』

『ラジャー・ＢＡＲＢＩＥ01、ランウェイ06、クリアード・フォー・テイクオフ』

　離陸準備完了。途と端たん、エンジン音が凶暴さを増す。ノズルがすぼまりオレンジ色の光を孕はらんだ。

　機体の速度が上がる。エレボンとカナードが上向き、つられるように機首が持ち上がった。主脚が地上から離れて飛ひ翔しよう。あとはもう突き上げるような勢いで空に向かっていく。

　飛んだ。

　八や代しろ通どおりがふんと鼻を鳴らした。

「少し強引だが無理矢理昏こん睡すいさせて覚かく醒せい間隔を調整した。さっき回復したばかりだからあと一時間はもつだろう。テストフライトの間くらいは誤ご魔ま化かせるはずだ」

　実戦じゃ使い物にならんがな、と自じ嘲ちよう気味に付け加えられる。

　確かに強引極まりない手法だった。とはいえなんとかなりそうというのは朗ろう報ほうだ。少なくとも無む為い無策でテストに臨のぞんだわけではないらしい。

　八代通の指がモニタ上の地図を示した。

「テストコースは佐さ渡どが島しま上空を回り戻ってくるルートだ。途中無人標的機二機が配置してあるからそいつを撃げき墜ついすればミッションコンプリート。まぁ同じところをぐるぐる回ってるだけのバルーンだし外す心配はゼロだがな。普通にやっていれば絶対失敗はしないはずだ」

「普通にやっていれば」

「さすがにこれ以上お膳ぜん立だてはできん。ただでさえ奴やつに肩入れしすぎと疑われてるんだ。度を越すと元も子もなくなりかねない」

　テストフライトの内容について上層部とかけ合ってくれたのか。感心する一方でなぜそこまでという疑問が浮かぶ。まさか八代通のような男が感傷や憐れん憫びんの情だけで動くはずもない。

「前にも聞きましたけど、『単純に費用対効果だけ考えるなら、あいつは見捨てるべき』なんでしょう？　なんでそんなに色々気にかけてやるんですか。俺おれみたいな民間人まで巻きこんで」

「俺は分からないことがあるのが嫌いなんだ」

　憮ぶ然ぜんとした表情。

「あいつだけがなぜ不調に襲おそわれるのか、なぜ君と一緒だと復調するのか。理由が分からないうちに廃はい棄きとか無様すぎる。失敗の原因を探らず闇やみ雲くもに次の選せん択たく肢しを試すのは猿さるのやることだ。俺達は猿じゃない」

　予想外に気高い姿勢だった。技術者としての矜きよう持じが、覚悟がひしひしと伝わってくる。一いつ瞬しゆん眩まばゆさにも似たものを感じて慧けいは目をすぼめた。目の前の男がいつもより大きく見える。

「ポイントアルファ通過」

　オペレータの声に注意を引き戻される。地図上を三角形のシンボルが移動していた。表示はＢＡＲＢＩＥ01、グリペンのコールサインだ。現在地は能の登と半島の北六十マイル、白色の航跡が弓なりに佐渡島を目指している。

「バイタルチェック、心拍・呼吸・血圧・体温ともに正常。ＥＧＧパターンも許容レンジ内」

「自己診断装置ＢＩＴＥからのデータにもエラーなし。ドーターとのダイレクトリンク良好、ＳＮＲは理想値の＋20％をキープ」

「よーし、いいぞ。悪くない」

　八や代しろ通どおりが無線機を取り上げる。正面の飛行画像を見ながら語りかけた。

「ＢＡＲＢＩＥ01、落ち着いて行け。焦あせることはない。とにかく着実に目標をこなすことだ」

『分かってる』

「もうすぐ一つ目のターゲットが確認できるはずだ。まずは射撃ミッション、いいな」

『了解、一撃で決める』

　交信終了。赤い機体がバンクした。

　八代通は舌打ちした。

「畜ちく生しよう、気負ってやがる。焦るなと言ってるだろうに」

　確かにいつもより性急な感じがした。プレッシャーが彼女の心理に微妙な変化を与えているのか。口調に余裕がない。

「あの……俺おれ、あいつと話せませんか。せめて一声かけるだけでも」

　悩んだ末の提案に、だが八代通は首を振った。

「悪いが無理だ。今日の無線は関係各所に伝わってる。民間人を立ち会わせていると知れたらまずい」

「そう……ですか」

　見守るしかないということか。歯がみして視線を戻す。オペレータが声の調子を上げた。

「ＢＡＲＢＩＥ01、ターゲット01に接近します。接触まであと十秒」

　いつの間にか地図上に黄色のシンボルが表示されていた。△を○で囲ったようなマーク。明滅しながら徐々にグリペンへ近づいてくる。

「七、六、五、四」

　コクピットビューの画面、進行方向のカメラ映像に黒点が現れていた。青い空にぽつりと一つ、それがものすごい勢いで大きくなる。バリバリと空気を切り裂さく音が響ひびいた。砲撃だ。砕け散るバルーンが視界を満たし、あっという間に後背へと消え去る。

『撃キ墜ル』

　すごい、一いつ瞬しゆんで狙ねらいをつけ砲弾を叩たたきこんだのか。出会い頭がしらに一いつ閃せん、まるで居合いのようだ。

　八代通は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま無線機をつかんだ。

「次は空対空ミサイルＡＡＭでいく。目標ターゲット02、接触まであと三十五秒」

『了解、ターゲット02を優先目標に登録、接触まであと……三十秒』

　再び地図上に光点が生まれる。今度は高度差があった。スロットルを開き上昇、陽光がカメラにまばゆいハレーションを生み出した。黒点が見えロックオン、グリペンの声が『ＦＯＸ２（発射）』と告げかけた時だった。




　けたたましいベルの音が無線に割りこんできた。




　室内がざわめく。スタッフが手元のコンソールをのぞきこんだ。飛び交う指示と確認の声。何ごとか、硬直する慧けいの耳に切迫したアナウンスが飛びこんできた。

『オールステイション、小こ松まつタワー、ホットスクランブル。タイムアット・ツー・フォー』

　!?

「スクランブル？」

　予想だにせぬ単語だった。

　緊急発進ということか？　一体なぜ、何に対して。

『ＴＹＬＥＲ01、ベクター０３０・クライムエンジェルス２５・バイバスター、コンタクト・エブリゲート・チャンネル７』

　別カメラがアラートハンガーの様子を映した。開いた隔かく壁へきから双そう発はつの戦闘機が進み出てくる。グリペンとは全然違う大柄で獰どう猛もうなシルエット。民間人の自分でもさすがにその機種は知っている。Ｆ─15Ｊイーグル、航空自衛隊の主力戦闘機だ。

　巨大な猛もう禽きんは滑走路にたどりつくと猛もう烈れつな勢いで飛ひ翔しようしていった。続いてもう一機、あとを追うように飛び立っていく。

「何が」

　呆あつ気けに取られていると八や代しろ通どおりが鼻をすすった。

「心配するな。ロシア機だろう。よくあることだ」

「よくある……ことなんですか？」

「空くう自じの基地じゃスクランブルなど大して珍しくもない。中国が元気な頃ころは年に五、六百回対応してたくらいだ。二日に三回だぜ。いちいち驚おどろいていたら身がもたん」

　そうなのか。なんだよ人騒がせな。今日は大切な日なんだ。余計な邪じや魔まを入れるなと言いたかった。

「とはいえ」と八代通が付け足す。

「テスト空域に接近されると厄やつ介かいだな。おい、地図の縮尺上げろ。アンノウンはどこだ」

　ディスプレイの地図が切り替わる。大陸沿岸を含んだ広域図が映し出された。

　不明機アンノウンは……いた。佐さ渡どが島しまの北方、秋あき田た県の西側を飛行している。南方から向かう二つのシンボルはＦ─15か。ターゲットに向けまっすぐに突き進んでいる。

　八代通が無線に語りかける。

「ＢＡＲＢＩＥ01、ベクター０１０にアンノウン。スクランブル機が対応に向かっているが近づいてくるようならテストを切り上げて帰還しろ。ロシア人におまえの姿を見せてやる必要はない」

『了解、テストは続行？』

「状況に注意しながら継続しろ」

『分かった』

　交信が終了する。重ねるように男性の声が『ターゲット視認インサイト』と告げてきた。イーグルのシンボルが不明機に接近している。

『小型機だ。Ｓｕ─27か？　……いや違う、見たこともない機種だ。鏡みたいに光って……翼つばさが──』

　瞬しゆん間かん無線が途切れた。地図上のシンボルが二つ、同時に消滅する。

「ＴＹＬＥＲ01、02、ロスト！」

　悲鳴のような声が上がった。身の毛がよだつ。恐怖の記憶が臓ぞう腑ふを締め上げた。これは、この光景は。

　オペレータがヘッドセットをつかみ振り返った。

「ザイ確認！　制空戦タイプ、機数一！」

「馬ば鹿かな！」

　八や代しろ通どおりの拳こぶしが机を叩たたく。口角を吊つり上げ歯ぎしりした。

「ここは東シナ海じゃないんだぞ。韓かん国こく軍は何をやってた、なぜこんなところまで連中を近づけたんだ」

「ボギー、進路を南南東に変更。約十分で領空に到達します。アラート……間に合いません。このままだと本土に侵入されます！」

「いかん」

　血相を変えて八代通はオペレータに向き直った。

「三み沢さわのファントムを呼び出せ。あの娘むすめなら駆けつけられるだろう。連絡、急げ！」

「だめです。アニマ・ドーターともにメンテナンス中。発進には最低でも一時間かかるとのことです」

「ふざけるな！　じゃあ米軍に言って」

『私が行く』

　決然とした声が響ひびいた。カメラ画像の中でグリペンが顔を強こわばらせている。

『目標は確認した。一機くらいなら対応できる』

「だめだ、その機体は訓練用の装備しか積んでいない。他ほかのアニマに任せろ」

『それだと間に合わない』

　グリペンの速度が上がる。アフターバーナーを焚たき猛もう烈れつな勢いでザイとの距離を詰め始めた。斜め後方から追い抜き敵の進路をふさぐつもりか。会敵予想時刻は──三分後。

「畜ちく生しよう」

　八代通が剣けん吞のんな視線を走らせた。

「奴やつのバイタルはどうなってる。ＥＧＧは」

「今のところ正常です、……が」

　いつ不調になってもおかしくない。言わずもがなの補足に空気が重くなる。八や代しろ通どおりは時計を確認した。

「起動から四十五分か、帰投にかかる時間を考えるとそろそろ戻らせたいが……くそっ、よりにもよってこんな時に」

「ＢＡＲＢＩＥ01、ボギーと接触」

　機外カメラの映像に光点が生じる。左前方に陽光を照り返すガラス細工の翼つばさ、蒼そう空くうに航跡雲を引き直進していた。グリペンは左ロール45度、速度を高度に転換した後、急旋回で敵側面へと回りこんだ。

　砲撃のモーター音が響ひびく。赤い弾道を、だがザイ機は急降下することでかわした。慣性などまるきり無視した動きでループしグリペンに突進してくる。交こう錯さく、二機の機動が螺ら旋せん状じように絡からみ合い複雑な航跡を生み出した。

　激しすぎる動きに目がついていかない。機外カメラの映像は上下左右めまぐるしく回転している。だがそれだけの戦闘を繰り広げても決着はつかなかった。やはり実戦用の装備でないのが災わざわいしているのか。そうこうしているうちに恐れていた事態が生じる。

「ダイレクトリンクに異常発生！」

　オペレータの報告は叫びにも似ていた。

「ノイズ増大、エラーカウンタ上昇。ＥＧＧパターンも乱れています。意識障害の兆候、危険です！」

「強制覚かく醒せい信号！」

　八代通の指示でオペレータがコンソールを叩たたく。瞬しゆん間かん、コクピット内のグリペンが跳はねるように浮き上がった。低い呻うめき声。だがまたすぐ力なく座席に沈みこむ。

「オートパイロットを起動、ＢＡＲＢＩＥ01のアニマコントロールを解除、戦闘空域から退避させろ！」

　カメラ映像が平へい衡こうを取り戻す。自動操縦に切り替わったのか、とりあえず上海シヤンハイ脱出戦の時のように墜つい落らくすることはないらしい。だがそれとザイから逃げ切れるかは別問題だった。

　大きな弧こを描えがきつつ敵機が旋回してくる。耳みみ障ざわりな警報音が響いた。レーダーアラート、ミサイル攻撃の予兆。

　喉のどの奥から低い呻き声が漏もれる。シミュレータの撃墜シーンが脳裏を過よぎった。墜おちていく自機、たなびく黒煙、赤く染まる視界。自動操縦の機体は満足な回避行動も取れない。アラートの間隔が徐々に狭せばまり最悪の可能性を予期した時だった。




『あーあ、もう仕方ないなぁ。助けてやるか』




　場違いに明るい声が響いてきた。

　少女の声……だ。がグリペンのものではない。やや舌っ足らずで幼い感じ。それが無線から流れてきたことに遅まきながら気づく。軍用無線で響ひびく女の子の声？　まともなパイロットの通信ではありえない。であれば、それは。

「上だ」

　誰だれかのつぶやきに誘われ機外映像を見る。

　天頂から何かが急降下してくる。二枚の垂直尾び翼よくを持つ……飛行機だ。中天の陽光が機体を黄こ金がね色いろに輝かせている。陽光により？　いや違う。機体自体が発光しているのだ。鮮やかな山やま吹ぶき色いろ、煌きらめくサンライトイエローに。

　ザイ機の機動が乱れた。新たな脅きよう威いの登場に気づいたのか、懸命にブレイクしようとする。だが。

『ＦＯＸ２』

　戦闘機の翼下から煙が迸ほとばしり出た。ミサイルは逆落としに落下すると急加速、狙ねらい過あやまたずザイの機体を撃ち抜いた。

　爆発が生じる。黒煙と炎が拡散し空を灰色に染めた。バラバラと海に落ちていくガラス片。その橫をサンライトイエローの戦闘機が軽やかに飛ひ翔しようしていった。

　双そう発はつ、双垂直尾翼、広い主翼と猛もう禽きんめいたシルエットは見間違えようもない。先さき程ほどのスクランブル機と同じＦ─15だ。だが涙るい滴てき型のキャノピーは装甲板で覆おおわれ異様な雰ふん囲い気きを放っていた。派手な機体色もおよそ真っ当な軍用機ではありえない。

　あれは……まさか。

「出番を見計らってたな、目立ちたがり屋め」

　八や代しろ通どおりが忌いま々いましげにつぶやく。橫長の顔が苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歪ゆがんでいた。




　三十分後、慧けいは滑走路脇わきのエプロンに出ていた。

　北東の空から機影が二つ近づいてくる。赤と黄色に輝く異彩の編隊。扁へん平ぺいなシルエットがみるみるうちに大きくなり着陸態勢に入った。

　最初にグリペンがタッチダウン、次いでイーグルがギアを下ろす。誘導路をタキシーバック後、ただちに救急車両がグリペンに取りついた。強制的にキャノピー開放、中の少女を引き出す。

　ペールピンクの髪の少女はぐったりとしていた。長い睫まつ毛げを伏せ昏こん睡すいしている。剝むき出しの肌はだは透けるように白く生気が感じ取れなかった。わずか三日会わなかっただけでひどくやつれて見える。

　だが周囲の注目は彼女に向けられていない。基地の隊員達は一様にもう一つの機影を見つめていた。サンライトイエローの猛もう禽きんがゆっくりと近づいてくる。主しゆ翼よく付け根の衝しよう突とつ防止灯が赤く明滅していた。大きい。グリペンに比べると一回りも二回りも巨大だ。甲高いエンジン音が二つ、連なるように響ひびいていた。

　機体が止まる。排気音の停止を待ちキャノピーが開いた。

　途と端たん、黄こ金がね色いろの光が周囲にあふれる。

　金髪の少女が座席から立ち上がっていた。年の頃ころは十五、六歳くらい。くりくりした大きな目と肉感的な唇くちびるが印象的だ。ウェービーなロングヘアがところどころピンピンと跳はねている。服装はデニムのスカートに袖そでなしジャケット、黒いタンクトップが見る者に活動的な印象を与える。細い腰に手をあて彼女は周囲を見渡した。緑色の瞳ひとみに恐れや不安はない。離れていても強い自信が、エネルギーが伝わってきた。
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　その視線がふっと一点に留まった。

「あ、お父様だ！　やっほー！」

　八代通が舌打ちする。少女はコクピットから飛び降りると足早に駆け寄ってきた。

「はぐー」

　躊ちゆう躇ちよなく白衣の醜男に抱だきつく。目を白黒させる隊員達の前で幸せそうに相そう好ごうを崩した。八代通は唸うなるような声を上げた。

「到着は明日と聞いていたが」

「お父様に会いたいから早く来ちゃった。大丈夫だよ、あっちはバイパーゼロに任せてあるから」

「だったらそう連絡しろ。俺おれにも予定というものがある」

　ぞんざいに彼女を引きはがし隊員達に向き直らせる。「挨あい拶さつしろ」と短く命じた。

　少女はやや不満そうに唇くちびるを尖とがらせたが、すぐに表情を切り替えた。踵かかとを鳴り合わせ満面の笑みで敬礼する。

「那な覇は基地から配転されてきました、Ｆ─15Ｊ─ＡＮＭイーグルです。東シナ海では毎日のようにザイを墜おとしてました。こっちでもガンガン活躍していきますからみなさんよろしくお願いしますね！　イーグルも早く基地に慣れるようにします！」

　一寸の翳かげりもない潑はつ剌らつとした口調。アニマ嫌いの隊員達もさすがに毒気を抜かれた様子となっている。そんな彼らに一礼しイーグルは八や代しろ通どおりを見上げた。

「日本海の平和はイーグルが守るから！」

　金髪の少女は莞かん爾じと笑い宣言する。

　熱い風が吹き抜けたように思った。
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　第七艦隊がやられたらしい。いつの頃ころからかそんな噂うわさがネットで流れ始めた。曰いわく、空母の沈没映像が動画サイトに流出した。曰く、傷だらけの残存艦かん艇ていが佐さ世せ保ぼに入港してきた。曰く、撃げき墜ついされた艦載機の破片が海岸に漂着した──などなど。

　多くの情報ソースは紛まがうことなき偽にせ物もので、残りも出所不明の怪しげなものばかりだった。だが事実として母港横よこ須す賀かに帰る艦艇はなく中国との連絡も途絶し続けている。ニュースは艦隊出撃の続報を流すこともなく不自然な沈黙を保っていた。

　多分事実なのだろう。

　全滅ではないにせよ甚じん大だいな被害を受けた。組織的な戦闘能力を失った。おそらく中国軍も無事ではすまなかったのだろう。最後の防衛線が突破され日本海への回廊が開いた。その結果が先日のザイ飛来というわけだ。

　つまり……小こ松まつはもう前線ってことか。

　自室の回転椅い子すにもたれかかり慧けいは独りごちる。

　以前グリペンが言っていた。「大陸沿岸が全部ザイの手に落ちたら小松が最前線になる」と。思ったより早くその時が来たということだ。

　窓の外でトラックの排気音が響ひびく。朝方の路地を引っ越し業者の車が進んでいた。最近転出する世帯をよく見かける。表に出ている情報はどうあれ不ふ穏おんな空気が徐々に町を覆おおいつつあった。

　溜ため息いきを一つ、視線を転じるとデスク脇わきに青の手て提さげ袋が見えた。グリペンからのプレゼントだ。結局あの日、テストフライトの時から置きっぱなしになっている。五日前、彼女に戦力外通告が下された時から、ずっと。

　何度か基地には行ってみた。最後に八や代しろ通どおりと会った時「もう一度上層部に働きかけてみる」「再テストの実施を依頼する」と言われたからだ。だが連日の訪問にもかかわらずグリペン・八代通との面会はかなっていない。先週までの開放感が噓うそのように小松基地の門は固く閉ざされていた。

　終わった……ということか。

　技ぎ本ほんの悪あがきも自分の奇妙なバイトも空への夢も、何もかも。

　悠ゆう長ちような研究の時間は過ぎ去り本物の戦争が始まる。前線となった小松で戦うのは鏃やじりのごとき紅くれないの翼つばさではなく、黄金の鷲わしだと。

　……。

　大きく息を吐いて立ち上がる。家の中にいるとどんどん気分が内向きになってくる。買い物でも兼ねて外に出るか。このところバイトだ体調不良だと全然家事を手伝えていなかったし。

　時計を確認。午前十時半、もう店は開いている時刻だ。携帯端末と家の鍵かぎをポケットにねじこみ部屋から出る。暗く急な階段を下りて一階廊下にたどりついた。台所からテレビと流水の音が響いてくる。誰だれか洗いものでもしているのか。室内をのぞきこむと流し台前にポニーテールの頭が見えた。ジャージの上にエプロン、明華ミンホアだ。丁ちよう度どいい、何を買ってきたらいいか訊きいてみよう。見たところ祖父母も不在のようだし。

「おい明華。俺おれ、ちょっと出かけてこようと思うんだけど」

　……返事がない。

　聞こえていないのだろうか、少し声のボリュームを上げてみる。

「おーい、明華」

　だが相変わらず反応はなかった。よく見ると彼女は蛇じや口ぐちを開いたまま身動き一つしていない。心持ち顎あごをもたげぼうっとしていた。

　嘆たん息そくを一回、彼女の後ろに歩み寄る。指を小刻みに動かすと、おもむろに脇わきをくすぐってみた。

「ぎゃっ！」

　猫が尾を踏まれたような悲鳴。ポニーテールが跳はね上がり肩がすぼまる。彼女は引きつり顔で振り返ってきた。「な、なに？」と目をしばたたく。

「水、出しっ放し」

　蛇口を指さすと彼女は慌あわてた様子で水を止めた。時間の感覚が飛んでいたのか、やや混乱した表情となっている。

「ご、ごめん。考え事してて。……でもなんでいきなり？　普通に声かけてくれればいいのに」

「ちゃんと声かけたよ。明華が気づかなかっただけだろ」

「そ、そうなんだ」

　本当に気もそぞろだったらしい。理由はだいたい分かる。第七艦隊敗走の噂うわさだろう。中国との航路回復は彼女の中で随ずい分ぶん大きな希望だったはずだ。その望みが断たれて以来、あからさまに元気がなくなっていた。

　悄しよう然ぜんとする彼女に鼻を鳴らしてみせる。意識して底意地の悪い口調で。

「にしてもおまえ、相変わらず脇が弱いよな。昔っからちょっと触られただけで『ぎゃー！』って大げさに。今だって大して強くくすぐってないだろ」

「だ、誰だれにだって弱点の一つや二つあるもん！　それにさっきは急にやられたからびっくりしただけで。普段ならもっと平気だから」

「じゃあもう一度くすぐっていいか？」

「だめ！　絶対だめ！」

　血相を変えて後じさる。本気で苦手らしい。「分かった分かった」と両手を上げる。

「もうしない、しないから」

「本当？　絶対？」

「ああ、約束する」

「なら」

「あ、あと謝っておくとさっき少し胸触っちゃったから、悪い」

「……!?」

　両目を剝むく様子が意外に可か愛わいらしい。やはり明華ミンホアは怒っているくらいが丁ちよう度どよかった。

「で、さ、ちょっと話を戻すと」

　本題に入りかけてふっと思いつく。息抜きが必要なのは彼女も同じではないだろうか。自分と同様、気分転換した方がよいのでは。うん、だよな、やっぱり。

「明華」

「な、なに？」

　緊張した様子で胸を隠される。固まる彼女に目線を合わせ、慧けいは真剣な口調で告げた。

「付き合ってくれないか」




「……紛まぎらわしい言い方しないでよね、っとに」

　買い物かごを片手に明華が愚ぐ痴ちる。

　駅北東、国道３０５号沿いのショッピングセンターに慧達はいた。レンタルビデオショップやアミューズメント設備、ファストフード店なども併へい設せつされ近きん隣りんでは一番大きな商業施設だ。折せつ角かくだから一箇か所しよで色々買えるところがよいだろうと思い誘ってみたのだが。

「もうっ、まったくもう」

　ひどく不興を買っていた。珊さん瑚ご色いろの唇くちびるがあひるのように尖とがる。眉み間けんの皺しわが深くなった。

「ただ単に買い物に付き合ってくれとか……勘かん違ちがいしちゃったじゃん、馬ば鹿かみたい」

「何と勘違いしたんだ？」

「なんでもなーい！」

　慧のくせに生意気な、と理り不ふ尽じん極まりないクレームを付け加えてくる。わけが分からない。嘆たん息そくし視線を逸そらした。

　平日午前のショッピングセンターはすいていた。吹き抜けの休憩スペースに老人が座っている。据すえつけのテレビがワイドショーを流していた。店員も手持ちぶさたなのか、時折思いついたように陳列を直している。ひどくゆったりした時間が店内に流れていた。

「えーっと、掃除用具……はもう買ったよな。食料品もＯＫで、あとはなんだっけ？」

「お酒、お祖じ父いさんが焼しよう酎ちゆうをボトルで欲しいって言ってたから」

「うえ、重そう」

「文句言わない、行くよ」

　颯さつ爽そうと歩き出して、だが不意に立ち止まる。視線の先にあるのは……玩具販売店スペース？

「わぁっ！」

　子供のような嬌きよう声せいを上げて売り場に駆け寄る。大ぶりな目を煌きらめかせ商品を取り上げた。

「すごい！　ララ・ピーチのマジカルステッキだ。コンパクトもある！」

　女児向けの玩具おもちやだった。そういえばこいつ、昔から日本のアニメとか好きだったな。ＤＶＤも持ってたし。いい加減卒業したかと思っていたが。

「ピーチの甘さが世界を救う！」

　むしろ悪化していた。決めポーズを取る彼女に周囲の子供客が拍手する。恥ずかしい。なるべく視線を合わさないよう退散しかけると。

「あ、ちょっと慧けい、どこ行くの。慧も手伝ってよ、これララ・アップルと二人で掛け声しないと様にならないんだから」

「俺おれが魔法少女やるとかありえないだろ！　どんな罰ゲームだよ」

「よい子のみんなー？　あのお兄さんにララ・アップルやってほしいよねー」

「うん！」

「うんじゃねぇよ！　おまえらもノリで答えんな！」

　必死に固辞するほど周囲の注目を集めてしまう。しまいに耐えかねて逃げ出した。

「こら、逃げるな！」

「にげるなー」

　ショッピングカートを押して走る自分に、魔法少女装備の女子高生と子供達が続く。果たして周囲からどう見えたのかはあまり考えたくない。




　残りの買い物をすませてファストフード店に入る。

　途中の騒動があったため、すっかり疲れてしまっていた。渇かわいた喉のどを潤うるおそうとジンジャーエールを注文する。ついでにフライドポテトとアップルパイを一つずつ頼み席に戻った。どちらを食べたいか明華ミンホアに確認してから精算と思ったのだが。

「ごちそうさま」

　あっけらかんと告げてパイを取り去っていく。って、おいちょっと待った。ごちそうさま？

「割り勘かんだろ？　今日は俺の方が荷物たくさん持ってるんだし」

「ふっふーん」

　明華は不敵に微ほほ笑えみ携帯端末をかざした。

「さっきの写真、お祖じ父いさんお祖ば母あさんに見せてもいいのかな？」

「……」

　脅おどされた。ちなみにどんな写真を撮られたかはあまり言いたくない。興奮した子供を鎮しずめるには時にプライドを捨て去ることも必要なのだ。

「まぁ心配しないで、ここの支払い持ってくれるならちゃんと削さく除じよしておくから。本当大サービスだよ？　私まだ胸揉もまれたこと根に持ってるんだし」

「揉んじゃいないだろう……」

「後ろから羽交い締めにされて」

「してねぇし！　てか周りに聞こえるような声で言うな！」

　明華ミンホアはすまし顔でアップルパイにかじりついた。なかなか小こ憎にくたらしい。まぁ元気になったのはよいことだが。

「なぁ、あんまり無理はするなよ」

「ん？」

「宋ソンおじさんおばさんのこと、心配なのは当たり前なんだから頑張って明るくしなくてもいいんだぜ。そりゃ今け朝さみたいにぼうっとされてたら心配になるけど、でも辛つらかったら辛いって言ってもらった方が」

「……無理してる風に見える？」

「ちょっとな」

「そっか」

　長い睫まつ毛げを伏せる。小首を傾かしげ苦笑。

「付き合い長いとこういう時不便だね。隠したいことも秘密にしておけない」

「……」

「でもそれはね、慧けいも同じだよ」

「俺おれ？」

「なんか抱かかえてるよね。例のバイトが始まってからずっと」

　分かるか。まぁろくに食事もとってなかったのだ。何もないと思う方が変だろう。実際まだ引きずっている。自分がもう少し早く基地に駆けつけていれば、あいつのそばにいてやればもっとましな結末が待っていたのでは。罪悪感にも似た思いが心をさいなんでいた。

「話して……くれない？」

　黒目がちな目が真剣な光をたたえる。あたしだって助けになりたい、慧を支えたいという思いがひしひしと伝わってきた。だが。

「もう少し……待ってくれ」

　まだ気持ちの整理がついていない。今いま更さらだが全すべて終わったことを認めたくなかった。あの赤い翼つばさが二度と飛び立てないなどと信じたくない。何か償つぐなえることはないか、自分にできることはないか考えたかった。

（そもそも信じてもらえると思えないしな）

　ザイから作られた演算装置が人間の女の子みたいになり、人類のために戦っている。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だった。説明したところで正気を疑われるだけだ。だから相談するにしても彼女達のことは伏せておかなければと思ったのだが。

「ごめん！　ちょっと隠れさせて！」

　唐とう突とつに山やま吹ぶき色いろの光が過よぎった。テーブルの下にデニムジャケットの背中がもぐりこむ。何ごとか、目を白黒させていると荒い足音が近づいてきた。

「おい、いたか！　こっちはだめだ」

「こっちにもいない！　畜ちく生しようどこに行ったんだ」

　黒服の男達が視線を走らせている。インカムにサングラスというあまりにも不審な格好だった。いかつい容よう貌ぼうが引きつり舌打ちする。

「まだそう遠くには行ってないはずだ。探せ！」

「くそっ、手間かけさせやがって」

　周囲の呆ぼう然ぜんとした視線を振り切るように走り去っていく。しばらくしてテーブルの下からぴょこんと金髪の頭が飛び出した。

「行った？」

「行った……けど」

　よぉっし！　とガッツポーズして声の主が出てくる。ウェービーなロングヘア、宝石を思わせる碧へき眼がん、ぷっくりとした唇くちびる。流れ落ちた髪は内側から発光するようにキラキラと輝き……って。

「い、イーグル!?」

「へ？」

　少女は虚を突かれた様子で瞬まばたきした。

「なんでイーグルのこと知ってるの？　って、ん？　んんん？」
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　額がぶつかりそうなくらい詰め寄られる。ややあって大きな目が丸くなった。

「やっぱり！　こないだテストの時に見た人だ。お父様の隣となりにいたよね？」

「あ、ああ」

　うなずいた瞬しゆん間かん、剣けん吞のんな視線を感じる。明華ミンホアの顔が強こわばっていた。

「どちら様で？」

　氷のような口調。声音に静かな怒気が感じ取れる。何と勘かん違ちがいされているのか、慌あわてて手を振る。

「ば、バイトの子だよ。こないだ入ってきたばかりで、俺おれも会うのは二度目なんだ」

「その割には距離近いけど」

「き、帰国子女だからじゃないかな。ほら、アメリカ人とかスキンシップ盛んだっていうし」

「アメリカの人なの？」

「じゃないかな、詳しくは聞いてないけど」

「ふぅん」

　追及が止やむ。とはいえ眼まな差ざしはまだ疑わしげなままだった。余計なことを訊きかれないうちにとイーグルに向き直る。

「一体どうしたんだ？　なんか追われてたみたいだけど」

「そーそー、無茶苦茶しつこいんだよ。嫌いやになっちゃう」

「基地に連絡した方がいいんじゃないか」

　声を潜ひそめて訊たずねる。ひょっとしてスパイとか、そういう人種に狙ねらわれているのかと思ったのだが。

「ん？　あれが基地の人だよ」

「は？」

「護衛だかお目付役だか知らないけど、ずーっと橫くっついてるんだもん。鬱うつ陶とうしいから振り切っちゃった」

　脱走中かよ！

　なんてこった！　不正行為に荷担してしまった。自衛隊から機密兵器を隠いん匿とくしてしまった。

　固まるこちらを気にした風もなく、イーグルは頰ほおを膨ふくらませた。

「折せつ角かく外出許可が出たのに、やれあそこは危ない、ここは目立つってダメ出しばかりだもの。つまんない。那な覇はにいた時は毎日国こく際さい通りで遊んでたのに」

「そうなのか……」

「米軍の人達と一緒に泡あわ盛もり飲み歩いてたよ！」

　周りの客が一いつ斉せいに振り返る。慌てて「泡盛風ジュース、ジュースな！」とフォローした。中身はどうあれ外見は未成年の少女なのだ。飲酒はやばい、警察を呼ばれかねない。

　しかし随ずい分ぶん行動的なアニマもあったものだ。グリペンとは全然違う。事前知識がなければ普通に陽気な外国人の女の子と思っていただろう。

「で？　おまえ、このあとどうするんだよ。基地の人、振り切ったはいいけど土と地ち勘かんがあるわけじゃないだろ。一人で町を散策するのか？」

「え？」

「そもそも移動する足がないだろ。この町、徒歩だとすごく動きづらいぞ」

　何せロードサイド店が圧倒的に多い車社会だ。駅前も閑かん散さんとしているし、彼女の求める遊び場はそう簡単に見つからないはずだった。

「君はどうしてるの？」

「俺おれは……自転車だけど」

　イーグルはしかつめ顔で考えこんでいたが、ややあって両手を叩たたいた。

「そうだ！　君に案内してもらえばいいんだ。自転車乗せてもらって！」

「はぁ!?」と叫んだのは明華ミンホアだ。さすがに我慢も限界となったのか椅い子すから腰を浮かす。

「あなたね、見て分かんない？　今慧けいはあたしと一緒に買い物中なの。それを突然やってきて二人で遊ぼうとか何言い出してるわけ？」

「じゃあ三人で遊ぼう！」

「……!?」

　放っておくとどんどん状況が悪化しそうだったので割って入る。明華にアイコンタクトで謝罪しイーグルに向き合った。隣となりの椅子を引き寄せつつ。

「悪い、俺達今日はあんまり時間がないんだ。案内はまた余裕のある時にさせてくれ。代わりに何か好きなものおごってやるからさ」

「え？　なんでも」

「一品だけな。ほら、座れよ。飲み終わるまでは俺達も付き合うから」

「えーっと……じゃあ、じゃあね、シェーキ！　イチゴ味！」

　目を輝かせリクエストしてくる。「分かった、分かった」と答えて明華の耳元に囁ささやいた。

「すまん、ちょっと相手してやってくれ」

「なんであたしが!?」

「見ての通り子供みたいな奴やつなんだ。幼稚園児をあやすと思って、な？」

「……」

　カウンターに向かいストロベリーシェーキを注文する。急いで席に戻ると明華が怪け訝げんな顔になっていた。

「慧？　アニマとかドーターってなんのこと？　さっきからこの子わけの分からないことばかり言ってくるんだけど」

　機密保持意識の欠片かけらもないな！　この戦闘機は！

「バイトの用語だよ、肩書きとか商品コードとかそういうやつ」

　必死に誤ご魔ま化かして着席、イーグルの白人のように白い面おもてを見つめた。

「てかおまえ、忙しいんじゃないのか？　配属後の訓練とか打ち合わせとかあるだろう」

　金髪の少女はシェーキのストローを吸った。

「訓練なんかもうとっくに終わらせたよ。シミュレータ使ってザイの一個小隊を撃破、四機全機撃げき墜つい。三分もかからなかったな。あとは基地の飛行隊と模も擬ぎ戦せん、もちろん圧勝」

「……すごいな」

　シミュレータって、グリペンが四苦八苦していたプログラムだよな？　あれを簡単にクリアしたのか。しかもザイ四機相手に。さすが大口を叩たたくだけはある。

　彼女は「それに」と言葉を続けた。

「どうせイーグルは一人で飛ぶし、打ち合わせとか必要ないよ。空に上がっちゃえばやることはいつも同じだし」

「そう……なのか？」

「他ほかのアニマと共同作戦するなら話は別だけど、小こ松まつはイーグル一人だから。あーあ、沖おき縄なわの時はバイパーゼロとスコア競って張り合いがあったんだけどなー」

　イーグル一人、という言葉に反応する。待て、あいつは、グリペンはまだ健在だろう？　確かに戦力外通告は受けたものの実際の廃はい棄きまでまだ間があるはずだ。八や代しろ通どおりが言っていたではないか。「もう一度上層部に働きかけてみる」「再テストの実施を依頼する」と。その結果も知らされないうちに最後の時が来たなどと信じたくなかった。

「グリペンは……どうしてるんだ？」

　恐る恐る訊たずねる。途と端たんイーグルは目に見えて不機嫌顔となった。

「君もあいつのこと気にするんだ」

　サンダルの踵かかとが地面を蹴ける。瑞みず々みずしい唇くちびるが拗すねたように尖とがった。

「お父様と同じ。イーグルがそばにいるのにあんな出来損ないの子気にかけて。わけ分かんない。イーグルの方がずっとずっと役に立つのに」

「それは分かったから……で、どうなんだよ。まだ基地にいるのか」

　必死に食い下がるとイーグルは億おつ劫くうそうに視線をもたげた。

「いるよ」

　ほっと肩の力が抜ける。よかった、なら。

　だが彼女はあくまで淡々とした調子で続けた。

「でもそれも明日でおしまい。運用終了が正式決定したみたいだからドーターごと処分されるんじゃない？　もう今晩にも工場に運ばれるはずだよ」




　畜ちく生しよう、畜生、畜生。

　毒づきながら自転車を走らせる。全力疾しつ走そう、周囲の景色が飛ぶように流れていく。国道３０５号から県道４号、鉄道の高架をくぐり前まえ川がわの橋を渡った。彼方かなたに浮かび上がる基地を見つめながら慧けいはもう一度「畜ちく生しよう」とつぶやく。

　今日の明日とか急すぎるだろう。八や代しろ通どおりは何をやっていたのだ。あれだけいつも自信満々な顔をして、上からの圧力一つ抑えきれないのか。幻げん滅めつだ。彼から有能さを取り去ったら何が残るのか？　ただのデブじゃないか。しっかりしろと言いたかった。

　だが本音では分かっている。責められるべきは自分だ。己おのれの無む為いを悔くいながらただ漫然と朗ろう報ほうを待っていた。事態が好転するのを期待していた。母親が死んだ時も同じ。結局自分はいつも問題から距離を置いている。己が無力だから、敵が強大だから、様々な理由をつけて立ち向かわずにいる。虚無主義者を気取っている。

　情けない。本気でグリペンを救いたければ何かしら行動を起こすべきだったのだ。人任せにせず、己の力で。

　基地の正門に自転車を停とめ警衛所に駆け寄る。ガラス窓を叩たたかんばかりの勢いで隊員を呼び出した。

「はい……ああ、また君か」

　顔なじみの男性だった。何度か八代通を呼び出してもらっているので面めんを覚えてもらっている。

「八代通さんに取りついでもらえますか」

「はいはい」

　内線を取り上げる。通話向こうの相手と話した後、肩をすくめた。

「やっぱり不在らしいね。しばらく戻る予定はないみたいだ」

「じゃあ技ぎ本ほんの誰だれかに会わせてもらえませんか。急ぎの用なんです」

「そりゃ無理だよ。ちゃんと面会相手を指定してもらわないと」

「お願いです」

「お願いされてもだめなものはだめだね」

　取りつく島もない。

　そうこうしているうちに次の訪問客が後ろにつく。押し出されるようにして脇わきに追いやられた。だめだ、やはり正攻法では入れない。

　どうする、出直すか？　だがもう一度来ても入れてもらえる保証はない。だいいち今から自分がやろうとしていることは完全に違法行為だ。仮に他ほかの技本スタッフと連絡がついたとして、協力してもらえる可能性は低かった。

（とりあえず中に入れさえすればいいんだけど）

　一いつ旦たん自転車を引き正門から離れる。視線を巡らしているとオリーブドラブのトラックが目に入った。輸送車両だろうか、基地外周の道路をゆっくりと近づいてくる。

　……やってみるか。

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした後、覚悟を決める。壁かべ際ぎわに隠れトラックの接近を待つ。幌ほろの後ろが開いているのを確認、車速が落ちた瞬間を狙ねらい荷台に飛びこんだ。

　幸い中に人は乗っていなかった。荷物の間に入りこみ息を潜ひそめる。車は一いつ旦たん停車した後、エンジン音を響ひびかせ走り出した。受付をパスしたらしい。正門の姿がゆっくりと遠ざかっていく。

（やっちまった）

　肝きもが冷える。今いま更さらながら自分の行動が恐ろしくなってきた。だが後戻りはできない。頃ころ合あいを見計らってトラックから飛び降りる。周囲の視線を気にしながら建物の陰に隠れた。

　深呼吸を一回、昂たかぶる鼓こ動どうを鎮しずめる。瞑めい目もくし目的をもう一度確認した。グリペンを見つける。彼女と話をする。そして。

　必要なら──連れて逃げ出す。

　ファストフード店でイーグルを匿かくまったのとはわけが違う、正しよう真しん正しよう銘めいの犯罪行為だった。だがそれ以外に何ができるというのか。とにかく時間を稼かせぐ、今晩の移送をストップさせる。残り少ないタイムリミットを前に一高校生の取れる手段は大して多くなかった。

（大丈夫、堂々としてれば声をかけられることもない）

　グリペンの訓練に付き合っていた頃と同じだ。あの時だっていちいち誰何すいかされたりしなかった。

　震ふるえる身体からだを叱しつ咤たして動き出す。頭の中で基地の地図を思い起こした。彼女は一体どこにいる？　一番可能性が高いのは技ぎ本ほんの執務棟だ。だが建物に入るのはさすがにリスクが大きい。まずは危険の少ないところから回るとして……ハンガー、食堂、あとは売店くらいか？

　よし。

　意識して気楽に歩き始めた。

　まずは手近な福利厚生施設、そのあと１格から３格までハンガーをのぞきこんでいく。幸いというべきか、自分に注目する者はいなかった。だがペールピンクの髪の少女はどこにも見当たらない。真しん紅くのドーターも姿が見えなかった。

　三十分ほど歩き回って嘆たん息そくする。だめか、やはり技本の執務棟に乗りこむしか。

　悲ひ壮そうな覚悟を固めかけて、だが一つの記憶が蘇よみがえった。

　……待て、まだ行っていないところがある。彼女に連れていってもらった場所、「お気に入りの空間」

　──旧海軍の掩えん体たい壕ごう。

　まさかとは思う。廃はい棄き目前の兵器があんなところを歩き回れるはずもない。だが唐とう突とつな思いつきは意外なほどの強さで心を動かした。

　行ってみるか。

　回れ右して来た道を戻る。息を切らし足早に。かつてグリペンと歩いたルートを今度は一人で進んでいった。駐車場を抜け松林へ、人ひと気けのない道路を歩いていくと見覚えのある場所に出た。

　かまぼこ形のコンクリートアーチ、台形の開口部と手前の解説板、そして中に鎮ちん座ざする単たん発ぱつのプロペラ機。

　あたかも時の流れから取り残されたように周囲は静せい謐ひつな空気に満ちていた。息を詰めアーチの下に入っていく。壁かべ際ぎわに敷かれたビニールシート、積み上げられた缶バッジやお菓子の箱、現実離れした景色は二週間前と変わっていない、あの時のままだ。そしてその傍かたわらで膝ひざを抱かかえているのは。

　……いた。

　ペールピンクの髪の少女が座っていた。小さな身体からだを一層縮こまらせ闇やみに沈んでいる。一いつ瞬しゆん眠っているのかと思う。それくらい彼女は静かだった。呼吸の気配さえ感じさせることなく周囲の風景に溶けこんでいる。

「グリペン」

　久しぶりに出した声はかすれていた。ごくりと唾つばを飲んでもう一度、はっきりと彼女の名を呼ぶ。

「グリペン、俺おれだ」

「……」

　灰色の双そう眸ぼうが開く。白い面おもてが持ち上がりこちらを見つめた。初めはぼんやりと、だがすぐに驚きよう愕がくの色が取って代わる。彼女は大きく瞬まばたきした。

「慧けい？」

　力強くうなずく。拳こぶしを握りしめアーチの奥に進んだ。グリペンは夢から覚めたように唇くちびるをわななかせた。

「なんで……」

「おまえに謝りに来た」

「謝りに？」

　深呼吸を一回、声を振り絞る。

「あの時食堂でかばってやれなくて悪かった。一番大変な時そばにいてやれなくてすまなかった。手紙の返事ができなくて申し訳なかった。おまえの不安に気づいてやれないで、本当にひどいことをした」

「……」

「許してくれとは言わない。言う資格もない。だけど誤解だけはといておきたかった。俺はおまえを嫌っちゃいない。いなくなってくれとか思っていない。つまり……だから」

　あふれ出る言葉を一いつ旦たん押しとどめて息を吸う。

　呆ぼう然ぜんとする少女を見つめ、強い口調で。

「おまえはおまえだ、ザイじゃない」

　……！

　細い肩が震ふるえる。彼女は喘あえぐように唇くちびるを開いた。しばらく逡しゆん巡じゆんした後、囁ささやく。

「それを……言いに来たの？」

「ああ」

「わざわざハルカにお願いして？」

「八や代しろ通どおりさんには何も言っていない。俺おれが勝手に来たんだ。もちろん基地に入る許可ももらってない」

　グリペンはあからさまに混乱した様子となった。「変」と首を振る。

「なんで慧けいがそこまでするの、私みたいな欠陥品のために」

「おまえは欠陥品じゃない。ただちょっと調子が悪いだけだ。時間をかければきっと普通に飛べるようになる」

「根拠は？」

「必要ない。どうせそれ以外の可能性なんて考える価値もないんだ。だったら一番いい結果だけ見てればいいだろ？」

「……無茶苦茶」

　グリペンの眉まゆが下がった。困ったように口元を歪ゆがめる。ただ言葉と裏腹に彼女の持つ雰ふん囲い気きは和やわらいでいた。心なし壕ごう内ないの闇やみも薄らいだように思える。

「ここで何してるんだ？」

　周囲に人の姿はない。彼女は本当に一人で来ていたようだった。

「お別れ」とグリペンが答える。視線の先に単たん発ぱつのプロペラ機があった。

「技ぎ本ほんの人が五時まで好きにしていいからって」

「五時」

「六時に出発。工場で廃はい棄き処分に入る」

　淡々と己おのれの運命を告げる。その冷静さが無性に腹立たしかった。

「おまえは……それでいいのかよ」

　押し殺した声で訊たずねると彼女は目を逸そらした。

「役立たずだから……仕方ない」

「人間の都合で生み出されて人間の都合で消されて、少しは理り不ふ尽じんに思わないのか？　おまえだって別に死ぬのが平気なわけじゃないだろう」

　返事はない。白い面おもてが無言のままうつむいている。ぎりっと歯ぎしりして詰め寄った。

「逃げよう」

　強い口調で告げる。

「基地の外に連れていってやる。金かな沢ざわの難民街なら一人や二人よそ者が来たって怪しまれることはない。ほとぼりがさめるまで隠れて、その間に俺と八代通さんとでなんとかする。おまえがもう一度テストを受けられるようにしてやる。だから」

　逃げよう。

　もう一度、目線を合わせて訴える。グリペンは雷にでも打たれたように固まっていた。突然示された選せん択たく肢しに動揺を隠しきれないのか、双そう眸ぼうを揺らしている。ややあって唇くちびるが開いた。

「無理」

　かすれた声。

「私は……ここ以外で生きていけない」

「そんなの……やってみなきゃ分からないだろ！」

　細い肩をつかみ揺さぶる。

「諦あきらめるなよ。まだできることを全部試したわけじゃないだろう？　どうせ死ぬならもう少しあがいてみてもいいはずだ。それともなんだ？　おまえ、もううんざりだと思ってるのか。身勝手な人間達にはこれ以上付き合ってられないと」

「違う！」

　予想外に激しい否定。グリペンは強い眼まな差ざしでこちらを見返した。

「私は……まだ飛びたい。必要とされたい。慧けいのいる世界で生きていきたいと思ってる」

「だったら」

　彼女の手をつかむ。

「精一杯往おう生じよう際ぎわ悪く立ち回ろう。上の連中が考え直すまで逃げ回ろう。大丈夫、俺おれも付き合ってやる。おまえを一人で放り出したりしない」

「……慧」

　灰色の瞳ひとみに光が戻ってくる。少女の顔から諦てい観かんが少しずつ薄らいでいった。

　しばらくして薄い唇が引き結ばれた。鼻び腔こうを広げ何ごとかを告げようとする。その時だった。

　唐とう突とつに激しいサイレンが響ひびき渡った。

　……!?

「なんだ!?」

　外からだ。こんなところまで聞こえてくるということはかなりの大音量なのか。不安を煽あおるメロディが繰り返し響いてくる。グリペンは顔を引きしめビニールシートにしゃがみこんだ。積み上がった雑貨からハンディー受信機を発掘、操作する。

『……こちら小こ松まつ管制塔。スクランブルが発令されています。空港内の全機体は移動を中止しその場に待機してください。繰り返します、スクランブルが発令されています。全機体は──』

　続けて早口の英語が交わされる。専門用語が多いため耳がついていかない。だがただごとでないのは伝わってきた。

「どうしたんだ」

「ザイ」

　簡潔極まりない答え。グリペンは視線をもたげた。

「かなり多い。重じゆう爆ばくクラスを中核とした戦爆連合ストライクパツケージ、最低でも二十機以上」

「二十機!?」

　たった数機の襲しゆう来らいでも上海シヤンハイ脱出船団は壊滅しかけたのだ。それが二十機、冗談じゃない。奴やつら日本海沿岸を灰にする気か。

　直後、無線機とは異なる呼び出し音が鳴る。グリペンの携帯端末だ。彼女は硬い表情のまま応答アイコンを押した。二言三言交わした後、顔を上げる。

「ハルカから」

「なんだって」

「すぐ戻ってこいって。今、基地に帰ってくる途中みたい」

　今いま更さらかよ。全然連絡がつかなかった癖くせに、よりにもよってこんなタイミングで。

「どうするんだ」

　基地から逃げ出すのなら今をおいて他ほかにない。スクランブルの対応で警備も混乱しているはずだ。隙すきを突いてグリペンを連れ出す。町にまぎれこんでしまう。普通に脱走するより遥はるかに成功率が上がるはずだった。

　だが。

「私、行く」

　迷いのない口調で言い切られた。ガラス玉のような瞳ひとみに躊ちゆう躇ちよはない。彼女はまっすぐに前を見つめていた。

「捕まってそのまま廃はい棄きされるかもしれないんだぞ」

「でも、『おまえが必要だ』って言ってくれたから」

　あのデブ親父おやじ、今グリペンが一番欲しい言葉を使いやがって。

「俺おれも行く」

　しかめっ面つらで告げる。ここまで来た以上、どこまでも付き合うつもりだった。




　技ぎ本ほんのモニタルームは騒然としていた。ひっきりなしに確認と指示出しの声が飛び交っている。背後に響ひびく電子音、基地内連絡波。押し寄せる音の奔ほん流りゆうにくらくらしてくる。

　だがそんな中でも白衣の醜男は泰たい然ぜんと構えていた。先さき程ほど到着したばかりだろうに、あたかも部屋の主あるじであるかのごとくセンターに納まっていた。

「おう、来たか」

　肩越しに振り返る。グリペンからこちらに視線を移し一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを動かす。

「なんだ君もいたのか」

「なんだって……それだけですか」

「大方グリペンを連れ出そうと不法侵入したんだろ。別に驚おどろくようなことじゃない」

「……」

「それよりこいつを見ろ。随ずい分ぶんと楽しいことになってるぞ」

　犯罪行為をこともなく流し、壁かべの広域マップを指さした。大陸から多数の光点が近づいてくる。表示はボギー、つまり敵か。既すでに海路の半ばを踏破し日本に迫っていた。進行方向正面には白いシンボルが展開している。

「敵編隊、海かい自じの防衛ラインに接触します」

　オペレータがコンソールを操作する。手元の画面を確認しつつ報告。

「護衛隊群、対空ミサイルを発射しました。命中まであと十秒。六、五、四……」

　白いシンボルから無数のドットが分離して光点に向かう。包みこむような攻撃に逃れる術すべはないと思われたが。

「だめ、外れる」

　グリペンが呻うめく。直後、悲鳴のような声が上がった。

「敵編隊、損害は一機のみ！　残りは健在、抜かれます！」

　耳みみ障ざわりな電子音とともに艦かん艇ていシンボルのいくつかが消滅する。ＤＤ─１１４、ＤＤＧ─１７５、ＤＤ─１０３のラベルに×印が重ねられていた。

　八や代しろ通どおりの頰ほおが歪ゆがむ。

「日本海側の護衛隊群主力をもってこの有様か。泣けてくるな。弓矢で戦車に挑んでいる気分だ」

『ＢＡＲＢＩＥ02、クリアード・フォー・テイクオフ！』

　場違いに陽気な少女の声が響ひびいた。イーグルだ。いつの間に基地へ帰還していたのか、滑走路を山やま吹ぶき色いろの戦闘機が疾しつ走そう、離陸していく。続いて通常のグレー迷彩Ｆ─15が二機、三機と空に吸いこまれていった。

『ちゃちゃっと片づけてくるからね、安心して待ってて！』

「……と言ってますけど」

　八代通は仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずいた。

「そうなってくれればいいがな。さすがに相手の数が多すぎる。通常戦力にアニマが一機加わったところでどうこうなる状況じゃない」

　双そう眸ぼうから感情を消し向き直ってくる。頭一つ小さいグリペンを静かに見下ろした。

「とはいえ今は少しでも頭数が欲しい時だ。欠陥品だろうがなんだろうが飛べるものは全すべて飛ばしたい。幸いおまえはアニマだ。練習機や哨しよう戒かい機を出すよりは健闘できるだろう。運がよければこないだのテスト結果を帳消しにできるかもしれない」

「帳……消し」

　グリペンが瞬まばたきする。八代通はうなずいた。

「だが今のおまえはなんの調整も受けていない。過去のデータ上、これからインターセプトに上がって帰ってこられる可能性はゼロだ。飛んだが最後、間違いなく意識障害に襲おそわれる。そして今回はオートパイロットが許される環境でもない」

「墜つい落らく……死ぬってこと？」

「そうだ」

　冷厳極まりない結論に血が上る。ちょっと待て。飛べば死亡、飛ばなければ廃はい棄き。そんな二者択たく一いつのために彼女を呼び戻したのか？　「おまえが必要」なんて言葉を口にしたのか。

「それが八や代しろ通どおりさんの結論ですか」

　押し殺した声で訊たずねる。気づけば一歩前に進み出ていた。

「随ずい分ぶんと諦あきらめがいいじゃないですか。八代通さん、前に言ってましたよね？　『俺おれは分からないことがあるのが嫌いだ』『失敗の原因も探らず次の選せん択たく肢しを試すのは猿さるのやることだ』って。なのに状況が変わったら即特攻しろ、死んでこいですか。情けなさすぎるでしょう。技術者としてのプライドはどこにいったんですか」

「あるさ、もちろんあるとも」

　巨体がこちらに向く。挑発的な言辞にも男の顔は揺るがなかった。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがまっすぐに見つめてくる。

「だからもう一つ選択肢を準備してやる。逃げろ、二人で。このまま安全なところに脱出し身を潜ひそめてろ」

　……は？

　一いつ瞬しゆん何を言われているか分からなかった。呆ぼう然ぜんとするこちらに構わず八代通は言葉を続けた。

「戦争は今日で終わりじゃない。日本海沿岸が壊滅しても俺達は戦い続けなきゃならないんだ。だからグリペンは温存する。徹底的に問題を洗い直して次の機会に備える。それまでの時間稼かせぎだ。どうせ君も同じ考えだったのだろう？」

「そ、そうですけど」

　まさか自衛隊の人に脱走を勧められるとは思わなかった。予想外すぎて思考がついていかない。逃げていい？　いや、確かにグリペンの延命だけ考えるなら他ほかに手はないが。

「この町はどうなるの？」

　グリペンが訊ねる。八代通は「やられるだろうな」と答えた。

「ザイの行動パターンを見ているとまず軍事拠点・工業施設が狙ねらわれている。小こ松まつ基地は日本海防空の要かなめだ。真っ先に襲われると考えて間違いない」

「人が死ぬ？」

「死ぬさ、山ほどな」

　突き放すような言葉、だが八代通自身それでもいいと思っているのだろう。戦争は続く。目の前の数十万を見捨てることで後の一億を救えるなら問題ない、むしろ最善策だと。だからこそ常識外の提案を切り出した。……提案？　いや立場上明言できないだけで半ば指示のようなものか。基地を見捨てろ。生き延びろ。

「早く決めろ、時間がない」

　八や代しろ通どおりが時計を一いち瞥べつする。モニタを見上げ、苛いら立だたしげに眉まゆをひそめた時だった。

「方位０４０に新たな敵編隊！　超低空で基地に接近中。迎撃、間に合いません！」

　刹せつ那なすさまじい地鳴りが身体からだを襲おそった。




『ＢＡＲＢＩＥ02、迎撃目標変更。新たな敵編隊は小こ松まつ基地を襲しゆう撃げき中。直ただちに撃退せよ。繰り返す。新たな敵編隊は──』

「そんなの……一度に言われたって！」

　イーグルは奥歯を食いしばった。天と地が秒単位で入れ替わる。追いすがるミサイルをかわしながら正面のザイに機関砲弾を撃ちこんだ。破は孔こうから炎があふれ機体を切り裂さく。一機撃げき墜つい。だがすぐに次のターゲットが進路を過よぎる。

　多すぎる。

　どれだけドーターが優秀でも戦闘機である以上、積める武装には限りがあった。今回は空対空ミサイル八本。既すでにその半分を消費している。全すべて撃ち尽くせばあとは機関砲によるドッグファイトしかない。それで二十機以上のザイを食い止める？　新たな敵編隊を撃退する？

　無理──

　浮かびかけた結論を慌あわてて打ち消す。無理？　無理と思ったのかこのイーグルが。最強の制空戦闘機、大空の覇は者しやとして生み出された自分が。

（ふ、ざ、ける、な！）

　感覚を開放、機外の状況をスキャン・分析する。優先ターゲット変更、敵の予測機動を演算、包囲突破のマニューバを導き出す。ミサイル発射、続けてチャフ／フレア展開。

　命中。進路に激しい爆炎が生じる。その煙を切り裂くようにしてイーグルは上昇した。機体を裏返し状況確認。眼下の戦況を視界に収める。

　航跡雲と黒煙が複雑な幾き何か学がく紋様を作っていた。陽光に機体が煌きらめいている。飛び交う翼つばさはほとんどがザイのものだった。味方の姿は驚おどろくまでに少ない。見ているうちにまた一機、Ｆ─15が墜おとされていった。

　こんな……はずじゃ。

　呻うめき声が漏もれた。

「イーグルがみんなを守るって約束したのに！」

　エンジン出力を上げパワーダイブ、僚りよう機きに群がる敵をステアリングサークルにとらえる。だが無理な姿勢から照準したためうまくロックオンできない。マーカーが視界をめまぐるしく動き回る。右、左、今度は上。必死で目標を追いかけるうちに激しいレーダーアラートが鳴り響ひびいた。

（しまっ……！）

　攻撃に注力する余り警戒が疎おろそかになっていた。背後から火か箭せんが伸びる。衝しよう撃げき、機体が揺さぶられ蒼そう空くうに破片が飛び散った。

　橫ロールして射線から脱出、きっと後方を睨にらみつける。先さき程ほど振り切ったザイ機がもう追いすがってきていた。正面からは、味方機を駆く逐ちくし終えたのであろう敵機が急反転し向かってきている。

『ＢＡＲＢＩＥ02は小こ松まつ基地の援護に回れ。繰り返す』

　要よう撃げき管制が無む慈じ悲ひに指示を出し続けている。守るべき存在はあまりに遠かった。
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　天井が揺れている。

　プレハブ造りの執務棟は甲高い軋きしみ声を上げていた。床に書類や筆記具が散乱している。一体何が起きたのか、慧けいは頭を振りながら立ち上がった。

　モニタルームはひどい有様になっていた。ラックの中身がこぼれ、ディスプレイのいくつかは傾いている。額を押おさえているスタッフは怪け我がでもしたのだろうか。そこかしこから呻うめき声が聞こえてきた。

　直前の報告を思い出す。新たな敵編隊が接近と言っていたか、では攻撃されたのか？　グリペンは、八や代しろ通どおりは無事なのか。

「被害状況、報告！」

　張りのある声が響ひびく。巨体が立ち上がっていた。乱れた髪を直すこともなく八や代しろ通どおりが周囲を見渡す。

「直撃したらこんなプレハブ、一いつ瞬しゆんで吹き飛んでるぞ。外れ弾相手にいつまでも寝てる奴やつがいるか。とっとと仕事しろ！」

　室内の空気が引きしまった。オペレータがインカムをつけ直す。攻撃前の喧けん噪そうがモニタルームに戻ってきた。

　八代通が眼鏡めがねを直す。視線を正面に向けたまま。

「すまんがこれ以上相手している余裕もなさそうだ。とっととグリペンを連れていけ。正門には連絡しておく」

「いいんですか」

「最善手だ。分かってるだろう」

　話は終わりだとばかりに歩き出す。瞬間。

「私、飛ぶ」

　澄んだ声が聞こえた。

　抑よく揚ように乏しい、だが決然とした口調。振り向けばグリペンがこちらを見ていた。灰色の瞳ひとみに強い意志が宿っている。

「何を言っているか分かってるのか？」

　八代通の目が細まった。

「上がれば間違いなく死ぬんだ。片道飛行どころか離陸直後に墜つい落らくするかもしれない。そんな分ぶの悪い賭かけに自分の命を使うのか。みすみす生き延びるチャンスを捨てようっていうのか」

「死にたくは……ない」

　わずかに白い面おもてが揺れた。だがすぐまっすぐに八代通を見つめ返す。

「でも私の存在意義は人間を守ることだから。今救える命があるならそのために全力を尽くしたい。あとの一億のために今の何十万を捨てるとかは考えられない」

　それに、と彼女は続けた。小さく顔を伏せ。

「この町には慧けいとの思い出があるから」

　え……。

　胸を突かれた。自分との思い出？　そんなもののために町を守ろうとしているのか。わずか二週間かそこらの話だぞ。商店街や神社など思いつきのスポットを回っただけだ。なのにまるで宝石のようにその記憶を扱っている。

　震ふるえが走った。

（……ああ）

　ああ畜ちく生しよう、この戦闘機ときたら、本当に。

「だがな」

　八や代しろ通どおりが再度異議を唱えようとする。瞬しゆん間かん、手を上げていた。

「俺おれも行きます」

「何？」

「俺が近くにいる限りこいつは無事なんでしょう？　だったら一緒に飛べばいい。座席の後ろにでも押しこんでもらってグリペンの意識を安定させる。生還の可能性はずっと高まるはずです」

　虚を突かれたように双そう眸ぼうが瞬またたく。「ドーターに人を乗せる……だと？」つぶやき声で言ってかぶりを振る。

「馬ば鹿かを言うな。こいつらの機動に人間が耐えられると思っているのか？　耐Ｇスーツを着ててもあっという間にブラックアウトしてあの世行きだぞ」

「それでも……ギリギリまでこいつの戦闘力は保てます」

　少なくともドッグファイトが始まるまでは。

　最悪二人揃そろって討ち死にするとしても決戦前に墜つい落らくという結末だけは避けられるはずだった。

　それに上海シヤンハイ脱出戦時、彼女の挙動がよかったのはなぜかという話もある。シミュレータやテストフライトの時と明らかに異なる、稲妻のような機動。あれが仮に自分がそばにいた効果だとすれば。

（試してみる価値はある）

　ペールピンクの髪の少女が呆ぼう然ぜんとこちらを仰あおぎ見た。

「慧けい……」

「言っただろう、おまえを一人で放り出したりしないって」

　小さな手を握る。彼女の意志が、思いが体温とともに流れこんできた。それ以上の言葉はもう必要ない。二人揃って八代通を見つめた。

　しばらくして舌打ちの音が響ひびく。

「どいつもこいつも……死にたがりだな」

　呆あきれ果てた声。嘆たん息そくした後、胸を反らす。

「だが上等だ。俺も博打ばくちは嫌いじゃない。君のプランでグリペンを戦力化できるなら多少のリスクは無視させてもらう。一応もう一度訊きいておくぞ。こいつらの機動は空くう自じの戦闘機パイロットでも耐えがたい代しろ物ものだ。普通に乗っているだけで死の危険もある。そこを分かった上で飛ぶと言っているのか？　こいつに付き合うと言っているのか？」

「くどいですよ」

　八代通は薄く笑った。肩越しに振り返り声を張り上げる。

「おい、グリペンを出すぞ！　外、行けそうか」

　先さき程ほどから小規模な地鳴りが何度か響いている。戦闘が収まっているわけではないのだろう。オペレータが硬い表情で首を振る。

「だめです、敵は滑走路破壊用と思われる特殊爆弾を使用。広い範囲にクレーターが生じています。現在ヘリ以外の離着陸は一切不可能！」

　な……！

　一気に気持ちが冷える。滑走路がやられた？　飛び立てないということか。であればどれだけグリペンが安定していても意味がない。

　だが八や代しろ通どおりは不敵に笑った。

「まぁ心配するな」

　肉づきのよい頰ほおが歪ゆがむ。状況とはあまりに不ふ釣つり合いな、愉たのしげな表情だった。

「丁ちよう度どいい、北欧仕こみの韋い駄だ天てんを連中に見せてやろうじゃないか。滑走路を潰つぶしたくらいでいい気になってもらったら困るとな」




「う、噓うそでしょう!?　こんな……無茶苦茶な！」

「別に無茶じゃないよ、設計通りの自然な運用さ」

　のほほんと答えるのはひげ面づらの整備士、舟ふな戸とだ。シミュレータ以来の出会いとなる彼はこんな状況でも淡々と仕事を続けていた。

　トレーラーからデルタ翼よくの戦闘機が降りてくる。前傾姿勢となった姿は有グ翼リ獅ペ子ンの名に恥じない獰どう猛もうなものだ。陽光に照らされ曲線的なレドームが輝いている。既すでにエンジンはかかっているのか甲高い回転音を周囲に轟とどろかせていた。

（本当に大丈夫なのか）

　冷や汗をぬぐい機体を見上げる。いや、グリペン自体に異状はない。整備はきちんとされているようだしチェックリストも無事こなしていた。問題は周囲の景色だ。ガードレールに挟はさまれた中央分離帯、両りよう脇わきの防風林、そして飛行機のものではありえない道路標識。

　高速道路だった。基地北側、北陸自動車道の上を戦闘機がタキシングしている。

「スウェーデンってのはもともと非同盟中立の国でな、他国から先制攻撃された時に備えて戦闘機を分散配置してたんだ。つまり空港に集中させることなく、あちこちのシェルターに隠していた。そこから飛び立つとなれば当然整備された滑走路なんて使えないだろう？　だから高速道路や一般道路で離陸できるようにした」

「い、一般道？」

「軽いからな。別に強化された道じゃなくても飛び立てる。おまえさんもシミュレータで感じただろう？　離着陸が異常にスムーズだって」

　確かに離陸性能がやたらとよかった。自分のような素人しろうとでも失敗しなかったくらいだ。とはいえシミュレータと実戦は違う。戦闘機のような重量物が本当に自動車道路から飛び立てるのか不安だったが。

「慧けい、準備して」

　コクピットからグリペンが呼びかけてくる。長い髪が輝きを増していた。ドーターとのリンクが影えい響きようしているのか、蒼そう空くうにペールピンクの光が映えていた。

「今行く」

　飛行服の上からフライトベスト、耐Ｇ服を身につける。舟ふな戸とが着替えを手伝いながら説明してくれた。

「耐Ｇ服は機体が急な機動を行った時、下半身を締めつけてくる。血液の流れを押し戻して脳に行き渡らせる仕組みだ。ただ精せい々ぜい２Ｇ程度の軽減効果しかないから過信は禁物だ。最終的にはおまえさんの体力と精神力が頼みになる」

「はい」

「ドーターのコクピットはタンデム型に換装してある。もともと複座のＤ型が原型機だから狭くはないはずだ。アニマの座席は神経融合インタフェースＮＦＩのまま、後部座席は通常の操縦系統に戻した。シミュレータでおまえさんが使っていた奴やつだな。いざという時にはそっちでコントロールもできる。ま、そんなことが起こらないよう祈っちゃいるが」

「すみません、何から何まで」

「いいさ、俺おれもこいつには愛着が湧わいてたんだ。無事戻ってきてまた整備させてくれ。頼んだぞ」

「はい！」

　ヘルメットを受け取る。瞬しゆん間かん別のスタッフが「おい！」と空を指さした。

「連中こっちに気づいたぞ！　待避、待避！」

　高高度から光が二つ接近してくる。先さき程ほど基地を攻撃した敵機か。猛もうスピードで高度を下げてきていた。トレーラーが地じ響ひびきを上げ後退し始める。作業員が機材を取り上げ走っていった。

　ヘルメットを携たずさえ機体に駆け寄る。ラダーを上りコクピットへ滑すべりこんだ。グリペンが肩越しに振り向いてくる。

「行ける？」

「ああ、待たせたな」

　肩・腰・足のベルトをはめ深呼吸、酸素マスクをつけバイザーを下ろした。

「ユー・ハブ・コントロール」

「アイ・ハブ・コントロール」

　キャノピーが閉まる。一瞬視界が闇やみに閉ざされたがすぐに周囲の風景が映し出された。装甲板の内側が全周囲モニタになっているのか。左右に松並木が見える。進路クリア、前方に障害物なし。

　アラート音が鳴り響いた。

　航跡雲が近づいてくる。ザイだ。既すでに翼つばさの形が分かるほど距離を詰められていた。機首が真まっ赤かに輝いて、砲撃、来る！

「ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ！」

　エンジン音が高鳴った。強きよう烈れつなＧが身体からだを座席に押しつける。間一髪、後背の道路を弾丸がえぐった。爆風に押されるようにして加速、機首が持ち上がった。

　モニタの景色が空の青に埋め尽くされる。切り裂さかれた大気がキャノピーを滑すべっていった。高度一万フィートを超えたところでループ、眼下に敵影をとらえる。

　緑色のマーカーが電子音とともにターゲットを追った。表示が赤く変わりロックオン、ミサイル発射──と思った時だった。

　がくっと機体が落ちた。安定が崩れ左右にロールする。あたかも巨人の手ではたかれているかのようだった。突き上げる衝しよう撃げきに身体が揺さぶられる。

「な、何やってるんだよ、おい！」

　まさかまた意識障害か、俺おれがこんな近くにいるのに、それでもだめなのか!?

　だがグリペンの頭は動いていた。左右を確認し必死で機体を立て直そうとしている。

「ノイズ」

「え？」

「変な雑音がリンクに混ざってる。うまくドーターと繫つながれない、感覚がぼやけたまま」

「な、なんだよそれ」

　混乱しかけた思考が、だが一つの可能性を導き出す。いつものフライトと違う異物の存在、自分、後部座席。

　……っ！

　ち、ちゃんと整備したんじゃないのかよ！　突とつ貫かん工事で不具合残したままとか!?

「どうにかなるのか」

　必死の質問にグリペンは「今やってる」と歯ぎしりした。

「シールドが甘いから妙な干かん渉しよう波はが乗ってくる。本当は機械的に遮しや断だんするのが一番だけど今の状態じゃ無理。だからソフトウェアで逆移送波をぶつけて相そう殺さいする。ノイズのパターンを解析して反転すればすぐ対応できるはず……だけど」

「だけど？」

　息づかいが乱れる。

「空戦しながらは厳しい。ただでさえちゃんとドーターをコントロールできてないのに、他ほかのことまでやってたら間違いなく墜おとされる」

　慧けいを死なせてしまう。

　絞り出した声は唸うなりのようだった。彼女は両肩に緊張を漲みなぎらせ操作を続けていた。一体どれほどのやりとりを機体と交わしているのか。信号が火花と化し彼女の中で弾はじけているようだった。

「アイハブコントロール！」

　操縦桿かんをつかみ叫ぶ。左手をスロットルレバーに、指先でポインティングスティックを押おさえる。

「慧けい!?」

「おまえは作業に集中しろ。そっちが片づくまでは俺おれが操縦する」

　正面ディスプレイの表示を確認する。エンジン回転数、機体の角度、高度。レーダー探索範囲外に敵シンボル、方位３─４─０。

「む、無理。そんなこと、いきなり」

　動揺が空気を越えて伝わってくる。感情が漏もれ出しているのか、ペールピンクの髪が不規則に明滅していた。

「慧、シミュレータしかいじったことないのに、突然実機とか。しかも戦闘中に……無む謀ぼう、無茶」

「他ほかに手はないだろう！　いいからコントロール寄よこせ、来るぞ！」

　眼下からガラス細工の翼つばさが上がってくる。ミサイルアラート、反射的に操縦桿を倒すと機体が右ロールした。コントロール……来てる。機首を引き起こし旋回にかかった。

（ぐっ！）

　すさまじい負荷が身体からだにかかる。思った以上に反応がよい。慌あわてて操縦桿を戻しスロットルを絞った。

　瞬しゆん間かん、敵影が視界を駆け抜ける。上空で捻ひねりこむように宙返り、逆落としにこちらを狙ねらってきた。

「んなっ、無茶苦茶な！」

　有人機ではありえない機動。必死で速度を上げ逃走にかかる。だめだ、まともに戦ったら太た刀ち打ちできない。シミュレータの時と同じ、ドッグファイトの挙げ句に食い殺される。

　レーダー上の敵機は徐々に距離を詰めてきていた。そう、あいつらには速度でも負けている。このまま飛び続けていればいずれ追いつかれるだろう。ではどうする？　アフターバーナーで引き離す？　空戦用の燃料を大量消費して？　だめだ、このあとグリペンの戦闘が控えてるんだ。彼女の行動を制約する真ま似ねはできない。

　何ができる、今自分にやれることはなんだ。

　呼吸がうるさい。恐怖が身体を揺らしている。プレッシャーが刃やいばのように背後から迫ってきた。どうする、どうする、どうしたらいい。

　レーダーアラート。

　追いつかれた！

　旋回？　ダイブ？　チャフ展開？　めまぐるしく浮かぶ選せん択たく肢しは、だがどれもシミュレータで失敗したものだ。たとえ今の危機をしのげても次の機動でやられる。逃げ場を失う。考えろ。何か、何か手は……。

　刹せつ那な、脳内で光が弾はじけた。

「グリペン！　カナード直立！」

「え？」

「いいから頼む！」

　スロットルのエアブレーキを操作し叫ぶ。直後、つんのめるような衝しよう撃げきが身体からだを揺らした。エンジン推力と空気の壁かべがぶつかり合い機体を軋きしませる。背後からガラス細工の機影が飛び出してきた。モニタに大映しになるザイの姿、無防備な背中をさらしたことに気づいたのか、一気にスピードを上げにかかる。

　だが。

「カナード戻せ！」

　前にシミュレータで失敗した時とは違う。今度はスロットルを絞っていない。エアブレーキを緩ゆるめた瞬しゆん間かん、機体の速度が戻る。ザイの尾部をレティクルの中央にとらえ射撃ボタンを押した。

　激しい発射音。マウザーＢＫ27リヴォルバーカノンが秒速一キロ超えの勢いで砲弾を射出する。敵機の翼つばさが折れた。ガラス細工の機体が一瞬で分解し爆散する。そのまま長い黒煙を引き墜おちていった。

　やった……うまくいった。

　喘あえぐようにつぶやき脱力する。

　ある意味賭かけだった。通常のグリペンはカナードの動きをコントロールできない。機体の安定をコンピュータで自動制御しているためだが、代だい償しようとして着陸時のようにエアブレーキとして用いることもできなかった。だが目の前の少女は機体そのものだ。彼女なら自由に翼の動きを制御できるのではと思ったが。

「な、何をしたの？」

　グリペンが動揺した声で訊たずねてくる。今見た光景が信じられないのだろう。座席からずり落ちかけ呆ぼう然ぜんとしている。

「人間には人間の戦い方ってものがあるんだよ。何も馬ば鹿か正直に相手の土ど俵ひようで戦うことはない」

「……」

　ありえない、ありえないと繰り返しつぶやかれる。よほど衝撃だったのか。心ここにあらずな様子となっていた。が、いつまでも呆ほうけていられては困る。「で」と口調を切り替えた。

「作業はどうだ？　まだ終わらないのか」

「もう……ちょっと」

　長い髪が輝きを増した。空気が帯電したように緊張を孕はらむ。ややあってグリペンは深呼吸、頭を揺らした。

「完了」

　途と端たん機体のエンジン音が明らかに変わる。微細な振動が消失し安定感が戻ってきた。気づけば操縦桿かんから手て応ごたえが消えている。

「待たせてごめん」

　静かなつぶやき声が響ひびいた。小さく息継ぎして宣言。

「あとは全部──私が墜おとすから」

　ぞくりと身体からだが震ふるえる。普段の無気力さが噓うそのように凄すごみのある口調だった。

　機体が横転する。深いバンク角で旋回に入り１８０度方向転換した。全周囲モニタに敵の姿がマークされている。基地襲しゆう撃げき編隊の片割れだろう。こちらの様子が変わったのを見て取ったのか、ブレイクして態勢を立て直そうとしている。

「ターゲット・ロックオン」

　マーカーが赤色に輝く。

「ＦＯＸ２」

　シュンっと空気を切り裂さき翼よつ下かのミサイルがリリースされる。四枚羽根の飛ひ翔しよう体たいは瞬またたく間に白い点と化しザイ機を貫つらぬいた。

　尾び翼よくから炎が迸ほとばしる。安定を失った機体はネズミ花火のように回転し墜ちていった。

　呆あつ気けない。あまりにも呆気ない勝利だった。

「慧けい、覚えてる？　私が前に言ったこと。私には何かが欠けているかもしれないって」

　突然の問い。「え？　ああ」と瞬まばたきして顔を向ける。

「ずっと分からなかった。でも今は理解できる。私に足りなかったのは多分、慧。私は慧と一緒に飛ぶために生まれてきた」

「……は？」

　何、今なんて言った？　いや、確かに自分と彼女の脳波が対ついになっているような話を八や代しろ通どおりはしていたが。だけど、だからといって。

　だがそれ以上質問する余裕はなかった。機体が加速する。ディスプレイパネルの速度メーターがものすごい勢いで上がっていった。

　びりびりと頰ほおの筋肉が痙けい攣れんする。風圧がキャノピーを透過し襲おそいかかってくるようだった。

「征いくね」

　気圧の急変が翼端に白い霧きりを生み出す。凝ぎよう結けつした水分が航跡となり尾を引いていった。

　気づけば戦場が近づいている。展開する護衛艦と自衛隊機、そしてザイ。全周囲モニタのマーカーがそれらを瞬しゆん時じに識別しロックオンする。ターゲット１、２、３、捕ほ捉そく。ミサイルを発射……キル。機関砲が火を噴き対艦攻撃中の敵機をなぎ払う。返す刀で急上昇、直上の敵にレーダー照射した。

　あとはもう認識が追いつかなかった。光と爆音が弾はじけ空と海の青が混ざり合う。今自分が上を向いているのか下を向いているのかさえ分からない。ロールとピッチアップ、ダウン、ヨー、異なる機動が秒単位で入れ替わっているように思えた。平へい衡こう感覚など保ちようもない。正面ディスプレイのデジタルメーターもでたらめに数字を変化させていた。

　常識外のＧに身体からだが悲鳴を上げる。骨と肉がちぎれそうだ。Ｇスーツが下半身を締めつけるも視野の狭きよう窄さくは治まらなかった。脳から血液が失われていく。思考が途切れていく。畜ちく生しよう、もう少し、もう少しだけもってくれ俺おれの頭、俺の身体。

　瞑めい目もくし歯を食いしばる。操縦桿かんを握りしめうずくまり……瞬しゆん間かん。

　意識が拡散した。

　音が消える。無重力状態のように身体が軽くなった。周りには……何もない。茫ぼう々ぼうと広がる青空だけが視界を満たしていた。座席もディスプレイもヘルメットも消え失うせている。まるで自分一人だけが生身で空を飛んでいる感覚。

　これは……これはひょっとして。

　いつの間にか傍かたわらにグリペンがいた。自分と同じくなんの支えもなく空にいる。彼女は優やさしく眦まなじりを緩ゆるめた。

「一緒に飛ぼう、慧けい」

　ああそうか、理解できた。これがおまえの見ている世界なんだな。おまえ達の住んでいる場所なんだな。
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「ああ」と答えて手を握る。吹きつける風と陽光に身を任せた。

　認識の境界が崩れる。五感と知覚が解放され空の果てまで広がっていった。

　水平線に向け速度を上げる。

　今度ははっきりと戦況が理解できた。正面に敵編隊の中核がいる。大型の機影は多分重爆撃機タイプだ。数にして四、五。大きく翼つばさを広げた怪鳥のようなフォルムを見せている。おそらく小こ松まつ空くう襲しゆうの主力だろう。周囲を護衛機が飛び交っている。Ｆ─15Ｊが近づこうとするが、その度たびに軌道をねじ曲げられていた。

「あれをやる」

　グリペンの意志がダイレクトに伝わってくる。無論否いなはない。息を詰め敵影を睨にらみつけた。

　その視線を感じ取ったように敵編隊が乱れる。数機が直援を中止しこちらに向かってきた。

　アフターバーナー全開、飛来するミサイルをバレルロールでかわし突進する。残弾も限られているからいちいち相手をしていられない。白煙が上下左右に飛び抜けていく。すれ違ったザイはすぐさまこちらの追従に入るが構うことなく直進した。体当たり覚悟で突っこんでくる敵を機関砲で爆砕、炎と煙を切り裂さいた先にターゲットが……いた。

　残りのミサイル全すべてを怪鳥のようなシルエットに振り分ける。発射音、対ＥＰＣＭ補正の施ほどこされた弾頭は螺ら旋せんの軌道を描えがき敵機に迫った。

　信管作動。立て続けに生じた火球が怪鳥の過半を押し潰つぶす。だがまだ残存機がいる。炎を引きながらも前に進み続けていた。

　グリペンが咆ほう哮こうする。

　機関砲が狂ったように炎を吐き出した。墜おちろ、墜ちろ、墜ちろ、墜ちろ、墜ちろ！

　気づけば一緒になって叫んでいた。怪鳥の表皮に火花が爆はぜ、破片が飛び散る。たなびく火煙は徐々に数を増し、やがて決壊した。弾倉が空になるのと怪鳥が爆散するのはほぼ同時だった。巨大な翼が真っ二つに割れ沈んでいく。

　……。

　墜とした。墜としきった。

　守るべき対象を失った護衛機が迷走気味に周回している。明らかに混乱した様子だった。統一した指揮命令系統を失ったのか、自衛隊の迎撃にも反応が鈍い。

「……慧けい？」

　グリペンが心配そうにこちらをのぞきこんでいる。

　どうした？　と答えかけるも声が出ない。

　いつの間にか意識が薄らいでいた。全能感が弱まり急速に視界がすぼまっていく。ああ……悪い、どうやら俺おれはこのへんが限界らしい。

　ノイズが走る。重力が蘇よみがえり鉛なまりのような疲労が襲おそってきた。蒼そう空くうが遠ざかり世界が暗転する。

　畜ちく生しよう……もう少しこのままおまえと飛んでいたかった──な。

　コールタールのような闇やみに思考を侵されながら慧けいは意識を失った。
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「慧けい！　いつまで寝てるの。遅れるよ！」

　乱暴に扉が押し開けられた。ポニーテールの少女が目を怒らせている。片手にスクールバッグ、もう一方の手に紺こんの上うわ履ばき袋を携たずさえていた。服装は真っ白なセーラー服、胸元を茶色のスカーフで飾っている。

（ああ女子高生だ、女子高生がいる）

　布ふ団とんの中で暢のん気きな感想を漏もらしていると少女──明華ミンホアの眉まゆが吊つり上がった。

「編入初日から遅刻とかありえないし。早く着替えて、昨日ちゃんと持ち物準備したよね？」

「あー……うん、多分」

「多分？」

「いや、準備できてる。問題ない、すぐ起きるよ」

　部屋に押し入ってこようとする彼女を危ういところで押しとどめた。折せつ角かく身体からだの痛みが治まってきたのだ。いらぬ取っ組み合いで怪け我がを悪化させたくない。

「五分で行く。それならある程度余裕持って出かけられるだろう？　朝飯もちゃんと食べるから」

「そう言って二度寝したら許さないからね」

　不信も露あらわに言って扉を閉める。軽い足音が階段を駆け下りていった。

　やれやれと嘆たん息そくし立ち上がる。関節が軋きしむ。肌はだがどこかに触れる度たび、思い出したように痛みが走った。

（あれから三週間もたっているんだけどな）

　グリペン搭乗の後遺症だった。思い出すのも恐ろしい。10Ｇ以上の圧力にさらされた身体は見るも無む惨ざんなくらいぼろぼろとなっていた。あざ、打ち身、すり傷、関節痛。後遺症がないのは奇跡だとさえ言われた。何が起こったのか、祖父母や明華に説明することもできず一週間ベッドでもがき苦しんだ。挙げ句、編入の予定までずらしてもらい今日七月十八日に至る。さすがにこれだけ養よう生じようすれば大丈夫だろうと思ったのだが。

　……まだ無理は禁物だな。

　怪我の場所に気をつけながら学生服に着替える。地元高校の夏服はシンプルな白の半はん袖そでだった。二の腕のあざが見えてしまうがまぁ仕方ないだろう。なんといってもこの町は先月戦せん禍かに巻きこまれたのだ。大たい概がいのことは妙に思われないはずだった。

　一通り準備を整え部屋から出ようとする。忘れ物がないか確認、最後にもう一度室内を振り返った。机の上に一冊のテキストを認める。紫むらさき色いろの背表紙に書かれたタイトルは──自衛隊航空学生・試験問題集。

（別に諦あきらめたわけじゃないけどな）

　地元普通科高校への編入。明華の要よう請せいを受け入れた時、周囲は随ずい分ぶんと驚おどろいていた。頑強に抵抗・拒絶されると思っていたのだろう。当の明華も狐きつねにつままれた顔をしていた。

　実際航空学生への憧あこがれはまだ残っている。空への最短経路、自分の手で中国の空を取り戻す道筋。あまりにも魅み力りよく的な選せん択たく肢しと言えた。簡単に捨てられるはずもない。

　だが今の自分にとって小こ松まつの町はひどく貴重な場所となっている。

　彼女のいる町。

　彼女と出会い、思い出を積み上げ、ともに戦い守りきった土地。その記憶が両足をくさびのごとく大地に打ちつけていた。見る景色、人、もの全すべてが瑞みず々みずしく思える。しばらくは、そうもうしばらくはここでの生活を味わいたかった。

（大丈夫、空は逃げない。待っててくれるさ）

　自分に言い聞かせるよう独りごちて扉を開ける。下から明華ミンホアの呼ぶ声が響ひびいてきた。




　編入先の高校は自宅から徒歩十分ほど、市立図書館の北側にあった。古い城跡の公園を望みながら通学路を歩いていく。銀杏いちよう並木が朝あさ陽ひを浴び青々と輝いていた。周囲を行くのは同じ学校の生徒達か。彼らに混ざり歩いていくと、ここ一月の騒動が噓うそのように感じられる。自分達が普通の学生であることを今いま更さらながら思い起こされる気分だった。

「そういえばバイトはもういいの？」

　傍かたわらの明華が問いかけてくる。ポニーテールを揺らしのぞきこむような角度だ。白いうなじとセーラー服の襟えりが目に眩まぶしい。あまり凝ぎよう視ししないよう気をつけつつ「ああ」と答えた。

「もともと短期の話だったしな。学校が始まると言ったら普通に抜けさせてもらえたよ。まぁまた余裕があれば行くかもしれないけど」

「そうなんだ」

「うん」

　実際はグリペンの処遇が決まるまで待機させられている感じだった。

　あの日、無断出撃の果てにグリペンは敵機を撃退した。ミサイルも銃弾も全て撃ち尽くし小松の空を守りきった。結果、市街の被害は飛行場を中心としたわずかなエリアに止とどまっている。紛まぎれもない大だい殊しゆ勲くん者しやというべきだった。

　だが彼女は既すでに運用中止の決まった身だ。民間人との共同飛行という説明困難な事象も相まりその処理は引き続きグレーなままだった。

（八や代しろ通どおりと二人で東京に行っているらしいけど……）

『あまり期待するなよ』

　去り際ぎわに、白衣の男はすごく嫌いやな台詞せりふを残していった。

『お役所ってのはな、動かすのも大変だが一度動いたものを止めるのも一苦労なんだ』

　実際あれから何週間もたつのに音おと沙さ汰たはない。まさかいきなり廃はい棄き連絡が来たりはしないだろうが、いい加減待つのも限界となっていた。

　不安なことはもう一つ、ドッグファイトの最後に感じたグリペンとの一体感。あれを八代通に話したところ言下に『ありえない』と否定された。

『人間の脳は神経融合インタフェースＮＦＩに対応していない。アニマやドーターの感覚が共有できるはずないんだ。仮にシールドが甘く信号が漏もれていたとしても人間には理解不能だ。ピリリと感電した程度にも感じないだろうよ』

『じゃあなんで、あんなこと』

『失神して夢でも見たんだろう』

　言われてみれば最後の方、記憶がない。実際着陸後はストレッチャーで運び出されたし、幻げん覚かくと断じられても仕方がなかった。

　にしたって風も陽光の熱さも、燃焼するガソリンの匂においさえ覚えているというのに。

　畜ちく生しよう、早く帰ってこいよグリペン。帰ってきてあの時の会話が夢じゃないと証明してくれ。俺おれ達二人で空を駆け巡っていたと証明してくれ。

　だが切なる願いも虚むなしく彼女からの連絡はなかった。

　──あまり期待を持ちすぎるなよ。

　八や代しろ通どおりの忠告が今いま更さらながら胸を刺す。

　諦あきらめた方がいいのか、考えない方が楽になれるのか。

　憂ゆう鬱うつな思いにさいなまれていると明華ミンホアが「あ、あのね」と声を上げた。

「自衛隊のバイトがないならあたしと一緒にやれる仕事、探さない？　ショッピングセンターの店員とかファミレスのウェイターとか」

「ああ……」

　そういうのもありなのか。気分転換で、心に空あいた空白を埋めるために。

「まぁ、悪くないかもな」

「本当？　じゃあ今日バイト情報誌買いに行こうよ。それ見て二人でできる仕事探そう」

　えらく積極的だ。

　いや、でも編入初日に仕事探しとかどうなんだ？　この学校、バイトＯＫかもまだ分かっていないだろうに。

　疑問に思いつつも一方で彼女の気き遣づかいが身にしみる。知らず知らずのうちに心配をかけていたのか。明華なりに自分を元気づけようとしているのだろう。

　だめだな、しっかりしないと。いつまでも呆ほうけていたらだめだ。

　嘆たん息そくを一回、背筋を伸ばし前に向き直った時だった。

「……あ」

　声が漏れた。

　目が吸いつけられる。

　並木の下にワンピースの少女が立っていた。折れそうに細い身体からだ、華きや奢しやな手足、ミルク色の肌はだに木漏れ日が淡い光を落としている。

　背中を向けているため顔は分からない。だが流れ落ちる長い髪には見覚えがあった。きらきらと内側から漏もれ出すペールピンクの光。温かな暖色の輝き。

　まさか、まさか。

　心臓が高鳴る。抑えていた感情がこみ上げてきた。息が苦しい。乱れた呼吸を整え身み震ぶるいした。

「おい」と呼びかけようとして、だが彼女の方が先に振り返った。ワンピースの裾すそが揺れる。舞い躍る髪が陽光を弾はじいた。

　灰色の瞳ひとみがこちらを見つめる。飴あめ細工めいた唇くちびるが綻ほころんだ。日だまりのような笑みをたたえたまま少女は静かに告げてきた。




　ただいま。




　そして──止まっていた時間がまた動き出した。




　　　　　　　　　　＊




「随ずい分ぶんと派手にやってくれたな、おかげでこちらは苦情の山だ」

　マホガニーデスクの向こうで初老の男がにやけている。丁てい寧ねいに七三で分けられた灰色髪、瘦こけた頰ほお、スクエア形の眼鏡めがねも相まり一見図書館の司書のようにも思える。だが服装はシャープな制服姿で肩に金の階級章があった。桜さくら星ぼしが四つ、そんなマークをつけられる人間は自衛隊にも数えるほどしかいない。統とう合ごう幕ばく僚りよう長ちよう、制服組のトップだった。

　男性は人差し指で机をタップした。

「入いる間ま（空くう自じ）はカンカンだぞ。指揮系統も要よう撃げき管制も無視して好き勝手やりやがって。今後、技ぎ本ほんの実験飛行には付き合わんと大層な剣幕だ。空くう幕ばく長ちようは防大の先せん輩ぱいだから僕もあまり無下にはできん。どうするつもりだね」

「どうもこうも、適当に抑えといてください」

　八や代しろ通どおりは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言い放った。はちきれそうな腹を突き出し唇を歪ゆがめる。

「ザイが来たにもかかわらず滑走路の穴ぼこいくつかで本土の被害を抑えたんです。苦情どころか感謝されてしかるべきですよ。むしろあの時アニマを飛ばさなかったらどうなっていたことか。未み曾ぞ有うの大損害に詰め腹切らされるのは他ほかでもない空自でしょう。クレームをつけるにしてももう少し周囲の状況を理解してからにしてほしいですね」

「君、それを僕に言えというのか？」

「言い方はお任せします。内部調整は統幕長の十お八は番こでしょう」

　男性は天井を仰あおいだ。「まったく」と低い声で毒づく。

「君に付き合っていると方々に借りばかり増えていくな。そのうち首が回らなくなったら君にも責任取ってもらうぞ」

「喜んで。ですが、あなたと私で手詰まりになった時は多分この国全部が地獄の釜かまの中ですよ。些さ細さいな貸し借りなどチャラになっているかと」

　男は「違いない」と笑い書類を差し出してきた。

「これは？」

「喜びたまえ、君のプランが通った」

　秘め事を明かすような悪戯いたずらっぽい口調だった。

「感謝してくれよ、ＪＡＳ39の件でお蔵入りになりかけた議論を引っ繰り返したんだ。かなり難なん儀ぎしたぞ」

「よく通せましたね」

　眉まゆを動かし書面に視線を走らせる。内容はほぼ満額回答だった。今まで散々議論していたのが噓うそみたいだ。狐きつねにつままれた気分になる。

「やはり先の小こ松まつ空くう襲しゆうが効いたな。あの規模で連中が押し寄せてきたら一基地に一アニマでは防ぎきれない。まぁ幸い今回の件で我が国のアニマ保有数は四機となったからな。多少柔軟な運用もできるようになったわけだ」

「なるほど」

　莞かん爾じと笑い八や代しろ通どおりは紙面を弾はじいた。

　禍わざわい転じて福となすとはこのことか。ようやく我々は銀の弾丸を手に入れられる。ザイの襲来を防ぐだけではなく敵陣に斬きりこむことも可能になる。いやはやなんと罰当たりな。あれだけ戦死者の出た戦いを俺おれは福ふく音いんと感じている。

「了解です、では早速動き始めるとしましょう。前例のない話ですしな。余計な茶々が入る前に既き成せい事実を作っておきたい」

「……ドーターの集中運用、既存指揮系統からの独立、か」

　男が書類の内容を暗唱する。八代通は「ええ」とうなずいた。唇くちびるの端を歪いびつに持ち上げ高らかに宣言する。

「そう、我々はアニマの独立飛行隊を持つのです」











中国語翻訳協力●広こう州しゆう天てん聞ぶん角かど川かわ動どう漫まん有ゆう限げん公こう司し 小説編集部












　あとがき




　恥ずかしながら幼少期の僕はかなりのおっちょこちょいで、早とちりや思いこみで突っ走っては方々に迷惑をかけていました。

　ある日のこと、テレビのニュースで自衛隊機のアクロバット飛行が報道されました。ブルーインパルス、ご存じの方も多いでしょう。空くう自じの曲芸飛行チームです。蒼そう空くうを裂さく青白ツートンの機体。たなびくスモークと一糸乱れぬ編隊飛行。鮮せん烈れつ極まりない映像に僕は一発でノックアウトされました。やばい、すげーかっこいい、見てみたい！

　当時僕は某ぼう航空自衛隊基地の近くに住んでいました。近くといっても自転車で一時間近くかかりますが行けない距離ではありません。すぐ友人のＫ君に電話しました。

　うん、ブルーインパルス、知らない？　無茶苦茶カッコイイぜ。見にいこうよ。明日土曜日、朝七時くらいに待ち合わせして。チャリで。○○基地まで。

　翌朝、Ｋ君はよく分からないまま駆けつけてくれました。冬場のためマフラーやジャンパーで完全防備、それでも頰ほおは林りん檎ごのように真まっ赤かです。お母さんが持たせてくれたのでしょう。熱いお茶を魔法瓶びんに入れていました。

　小学校低学年にとって一時間のサイクリングは大冒険です。まだ携帯電話などありませんでしたから公衆電話用の十円玉を握りしめ、親からも迷ったらすぐ連絡するよう言い含められていました。我が子だけならともかく友人も一緒だったから心配はひとしおだったのでしょう。不安そうな眼まな差ざしに見送られ僕らは朝の国道にこぎ出しました。

　で。

　結論から言えばブルーインパルスは見られませんでした。

　当たり前です。空自の基地は日本中に数多く存在しブルーインパルスは一チームしかありません。前の日にきちんと調べればすぐ分かったことでしょう。件くだんのニュースは別基地でのイベント映像でした。地元ではイベントのイの字も開催されていません。

　寒風吹き抜ける飛行場で僕らは手持ちぶさたに立ち尽くしていました。Ｋ君が不安そうにうかがってきます。

「ねぇ、ブルーインパルスどこ？」

「……」

　渋じゆう面めんのまま視線を走らせました。腕組みして舌打ち。

「準備中かな。ちょっと早く来すぎたかも」

　よくもまぁいけしゃあしゃあと言えたものです。当時の図太さの半分でも残っていれば、もう少し上じよう手ずに世渡りできたかもしれません。それはともかく。

「お客さんも全然いないけど」

　Ｋ君の声に疑いが混ざりました。

　実際到着して十分もたつと僕自身まずいと思ってきました。動揺を抑えつつ辺りを確認します。滑走路からエプロン、ハンガーを見渡して。

「あ、いた！」

「え？」

「ほらほら、あの格納庫の中、右、もうちょい右」

　Ｋ君がフェンスにしがみつきます。白い息を弾はずませて歓声。

「いた！」

「でしょ、ほら、もう一機いる！」

「本当だ！　あれ？　でも緑色だよ、ブルーインパルスって青色なんじゃないの？」

「す、スペシャルカラーなんだよ！」

「おお、すげー！」

「すごいでしょ、来てよかったでしょ」

「うん！　うん！」

　長じてＫ君の輝かしい笑顔を思い出す度たび、心が痛みます。ごめんＫ君、あとから調べて分かったけどあれＣ─１輸送機だったんだ。

　そんな適当言ってた子供が、どういう因果か小説家になり戦闘機の話を書くことになりました。色々と反省しつつ、そういえばあれが生しよう涯がい初の自衛隊基地訪問であれから飛行機に興味を持ち始めたんだなぁと思い出しました。Ｋ君には申しわけないですが貴重なターニングポイントだったのかもしれません。ええ、二度と失敗しないよう基地名やイベントスケジュールを押おさえて。Ｃ─１・Ｔ─２（ブルーインパルスの機体）を始め様々な飛行機の名前を覚えて。それが巡り巡って創作の種になるのだから人生分からないものです。




　以下、謝辞です。

　不ぶ躾しつけな質問に丁てい寧ねいな回答をくださった航空幕ばく僚りよう監かん部ぶ、広報室のご担当者様。細かいアドバイスありがとうございます。本作にて実際の基地・装備と異なる点があればそれは全すべて夏なつ海みの創作・演出によるものです。広報室様にはなんの責もない旨むね、この場でお断りしておきます。

　また度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、中国語の翻訳にご協力いただいた広こう州しゆう天てん聞ぶん角かど川かわご担当者様、美麗なイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一四年七月　夏海公こう司じ









[image: ]







夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身、東京都在住。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。近作に『なれる！ＳＥ』シリーズ。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはNightwishのImagina
erum。
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

初めまして、挿絵を担当しました遠坂あさぎです。毎回家で飼っている猫（きなこ）をモフモフして癒されながら絵を描いてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。
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